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者 た ち は 現 在 、 オ ピ ビオ イ 
ド 系 人 鎮 痛 剤 を 使わ ず に 、 
痛み を コン トロ ー ル し た 
り 、 和らげ た りす る 方 法 
を 見 つけ よう と し て いる 。 
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* 小 誌 サイ ト か ら も 、 年 間 
購読 の お 申し 込み が 簡単 
に で きま す 。 
nationalgeographic.jP 


* 記事 へ の ご 意見 や ご 感想 
の 投稿 を 、 随時 受け 付け て 
いま す 。 送付 先 な ど 詳し い 
情報 に つき まし て は 、『 読 者 
の 声 」 欄 を ご 覧 くだ さい 。 お 
便り を お 待ち し て お り ま す 。 


* 落丁 乱丁 本 は 、 当 社 送 
料 負担 で お 取り 換え し ま 
す 。 当社 読者 サー ビス セ 
ンタ ー ま で ご 連絡 くだ さい 。 
* 当社 で は 、 読者 の 皆様 の 
ご 意見 を 誌面 に 反映 させ 
る た め 、 読者 アン ケー ト 調 
査 (定期 購読 者 の 中 か ら 
無 作為 抽出 ) を 行っ て いま 
す 。 アンケー ト に ご 協力 い 
た だ いた 方 に は 薄 謝 を 進 
星 いた し ます 。 


写真 = レム ス ・ テ ィ ブ レア この 世界 で 


夏 に な る と 庭 に 姿 を 現す イト ト | 天 き で いる と と を 
ン ボ た ち 。 体 の 割 に は 大 き な 目 | さま ざま な 視点 で 
が ぎょ ろり と こち ら を 見 つめ る 。 | 見 つめ る 


呈 - テ 


PROOF 世界 を 見 る 


PROOF 世界 を 見 る 


午前 中 の 方 が イト トン ボ を 撮影 し や すい と ディ プレ ア は 言う 。 光 が 和 柔らか く 、 風 が 穏やか だ か ら だ 。 
雨 が 降っ た り 日 差し が 強かっ た り し た と き は 、 傘 を 差し て 、 この か 層 い 昆虫 を 守る こと も ある 。 
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揺れ 動く 草花 に 止ま っ て いる 小さ な 昆虫 に 焦点 を 合わ せる の は 至難 の 業 だ 。 
納得 で きる カメ ラ の セッ ティ ング を 見 つけ 出す の に 、 イト トン ボ を 撮り 始め て 3 年 か か っ た 。 


PROOF 


| 世界 を 見 る 


撮影 の 現場 か ら 
夏 に な る と イト トン ボ が や っ て 来る 写真 家 の 庭 。 
そこ は 、 か 細い 体 の 昆虫 を 撮影 する の に 最適 な スタ ジオ に な る 。 


イト トン ボ が 彼 を じっと 見 て いた 。 彼 
も 見 つめ 返し た 。 写真 家 の レ ム ス ・ テ 
ィ プ レア が 葉 先 に 止ま る イト トン ボ に 
気づい た の は 、 ルー マニ ア 北 西部 に あ 
る 自宅 の 庭 を 。 この 大 き な 目 を し た か 
細い 昆虫 が 、 堂々 ス と し て 見 えた 。 そこ 
で ティ ブレ ア は 、 夏 に な る と イト トン ボ 
を 撮影 する よう に な っ た 。 

写真 家 は 何時 間 も 観察 を 続け て 、 イ 
トト ン ボ の 習性 を 学ん だ 。 この 昆虫 が 、 
いつ 空腹 に な り 、 いつ 交尾 し 、 な ぜ 突 
然 飛 び 立つ の か を じっくり 見 た 。 雨 の 


日 の 行動 も 、 ど こ で 寝る の か も わか っ 
た 。 や が て 写真 家 は 、 イト トンボ の 性 
別 や 交尾 相手 の 選び 方 まで 見 て わか 
る よう に な っ た 。 縄張り 争い を 始め る 
ライ バル 同士 な の か 、 恋人 同士 な の か 
は すぐ に わか る 。「 そ ん な と き は 、 私 の 
こと な ど 眼 中 に あり ませ ん 」 

温暖 化 で 夏 の 気温 が 上 が る に つれ 、 
庭 に 来る イト トン ボ の 数 が 減っ て いる 
と いう 。「 減 っ た と し て も 」 と 彼 は 言う 。 
「 重 要 な の は 、 今 で も この 庭 に 来 て くれ 
る こと で す 」 一 ダニ エル ・ ス トー ン 


庭 の イト トン ボ が 少な いと き は 、 近く の 池 で 撮影 する こと も ある 。 


NATIONAL 
GEOGRAPHIC 
日 本 版 


E XPLOR E 探 ※ す る ココ ロ 


身近 な 自然 か ら 宇宙 まで 、 驚き や 不思議 に 満ち た 世界 に スポ ッ ト を 当て る 


到着 
鉄道 で 山 に 登る 


その 高地 観測 所 は 、 強風 
が 吹き つけ る 岩山 の 頂上 
に ある 。 クラ イネ ・ シ ャ イ 
デック 駅 か ら 登山 鉄道 に 
乗り 込み 、 ト ン ネ ル を 通っ 
て 、 岩山 の 地下 に ある 終 
着 駅 へ 。 そ こ は 欧 州 で 最 
も 標高 の 高い 鉄道 駅 で 、 
ひな びている と 思い き や 、 
チョ コレ ー ト 店 や 氷 で 造ら 
れ た 観光 用 の “宮殿 "も あ 
る 。 高 速 エ レベ ー タ ー に 
乗れ ば 、 も う 観 測 所 だ 。 プ 
ンカ は 特別 な 許可 を 得 て 、 
ここ で 4 日 間 宿 泊 する 。 


NATIONAL GEOGRAPHIC 


持ち 物 リ スト 
寒さ 対策 は 必須 


空 に 一 番 近 い 観 測 所 


写真 家 の コ ンス タ ・ プ ンカ は 1 年 か け 、「 統 合 的 炭素 循環 観測 シス テム 」 で 
温室 効果 ガス を 測定 する 観測 所 を 撮っ で 回 っ た 。 そ の うち 最も 標高 が 高い の が 
スイ ス の ユン グフ ラウ ヨッ ホホ 高地 観測 所 で 、 観光 で 訪れ る こと も 可能 だ 。 


撮影 開始 
「 夢 の よう な 朝 」 


早春 の アル プス 山脈 で は 、 

ダウ ンジ ャ ケッ ト の 下 に 、 何 

枚 も 重ね 着 する 。 

・ 雪 山 用 ブー ツ 

・ カ メラ と レン ズ 3 種 

・ 雪 山 用 ズボン (撮影 中 に 
横たわっ て も 寒く な い ) 

・ ド ロー ン 1 機 と 予備 の バ 
ッ テ リ ー 3 個 (過酷 な 環 
境 下 で は 消耗 が 速い ) 

・ 携 帯 用 の カイ ロ を 入れ る 
余裕 の ある 手袋 (ドロー 
ン を 素手 で 操縦 する た 
め 、 手 を 素早 く 温め られ 

る よう に ) 
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「 残 念 な 日 の 出 」 が 2 日 続 
いた 後 の 朝 、 プ ンカ は 山 
が 朝日 に 照ら され 、 観測 
所 が 浮か び 上 が る 骨 間 を 
上 の デッキ で 待っ て いた 。 
飛ば し た ドロ ー ン が 見 晴 
らし の 利く 位置 まで 上 が 
る と 、 彼 は 両手 を 上 げた 。 
「 自 分 の 姿 は めった に 写真 
に 入れ な い の で す が 、 ス 
ケー ル の 大 き さ を 表し た 
く て 」。 そ し て この 写真 を 
撮る と 、 泰 さ に 耐え か ね 


で や] 
て 急い で 屋内 に 戻り 、 ド 生葉 ゞ 


ロー ン を 回 収 し た 。 


ヒジ シル ルル た | 

ッ ホ 高地 観測 所 

、 は スイ ス の アル 
プス 地方 に ある 。 
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EXPLORE 


探求 する ココ ロ 


宝探し 気分 の 


mw コ ツア ー 


文 = リサ ・ ク リー ガー 


カエ ル 探 し は バー ドウ ォ ッ チン グ に 
似 て 、 忍耐 が 必要 だ 。 変 な 時 間 に 
寝起き し 、 由 が 来 た ら すぐ に た た き 、 
ヘビ 対策 と し て 足 先 まで 覆 わ れ た 靴 
を 履か な けれ ば な ら な い 。 だ が 、 暗 
闇 で 宝石 の よう に 光る 目 を 頼り に 、 
発見 で きた と き の 喜 び は 大 きい 。 

両生 類 の 保護 に 関心 が ある 旅行 
者 た ちと 一 緒 に 、NPO「 セ ー ブ ・ ザ ・ 
フロ ッ グ ズ 」 主催 の エコ ツア ー で 雨 
期 の コス タリ カ を 訪れ た 。 私 た ち は 
この 国 に 149 種 生息 する カエ ル ( 写 
真 は アカ メア マガ エル の 一 種 ) の う 
ち 23 種 を 確認 し た が 、 まだ 探し 足 
りな か っ た 。 カエ ル 探 し の 魅力 に す 
っ か り は まっ て し まっ た よう だ 。 


あ ra た は 50 年 ほど 前 まで は 、 ほか の 国 の 国民 に な る と 、 それ まで の 国籍 
よ / こ が 失わ れる こと が ほとん ど だ っ た 。 だ が 、 現在 は 約 7596 の 国 で 


自国 籍 と 外国 籍 の パス ポー ト を も つこ と が 許さ れ て いて 、 子ども 
の 国籍 の 選択 権 も 劇 的 に 増え た 。 ま れ な ケー ス だ が 、 九 つ も の 


母親 が 二 重 国籍 を 保有 し て いる 場合 父親 が 二 重 国籍 を 保有 し て いる 場合 

子ども は 、 母親 が 生ま れ 母親 の 出生 地 に か か わ 子ども は 、 父親 が 生ま れ 父親 が どこ で 生ま れ た か 
た 国 と 国籍 を 有 し て いる ら ず 、 子ども は 母親 の 第 た 国 の 国籍 を 得 ら れる 。 に 関係 な く 、 父親 の 二 つ 
国 の 国籍 を 得 られ る 。 2 国籍 を 選択 で きる 。 の 国籍 を 継承 で きる 。 


大 


47 カ国 で 、 女性 より も 男性 の 方 が 
子ども に 国籍 を 継承 し や すい 。 


結婚 経歴 
世界 の 約 3 分 の 2 その 国 と 民族 的 、 
の 国 で 、 結 婚 し て 歴史 的 、 文 化 的 な 
3 年 た て ば 国籍 が つなが り が あれ ば 、 
得 ら れる 。 国籍 が 与え られ る 。 


移住 出生 投資 
世界 の 約 半数 の 国 で 、 移 出生 時 に 自動 的 に 国籍 巨額 の 投資 に より 国籍 が 
住 後 5 年 以内 に 国籍 が が 得 ら れる 。 欧米 で は 採 与え られ る 。 居 住 を 条件 
得 られ る 。 用 し て いる 国 が 多い 。 に し な い 国 が 多い 。 
大 米国 で 認め られ て いる 方 法 


あ ) テロ 対策 
無 国籍 者 の 正確 な 数 は 不明 だ が 、 どの 国 の 国民 自国 や 他国 で テロ 活動 に 関わ っ た 者 か ら 国籍 を 
と し て も 認め られ て いな い 人 が 何 百 万 人 も いる 。 會 奪 する 国 が 増え て いる 。 


出典 : GLOBAL CITIZENSHIP OBSERVATORY (GLOBALCIT) 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 界 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


EXPLORE | 探求 する ココ ロ 


ウェー | 還 Pikaros 
靴 職 入 の 道具 た ち 。。。 


に 3 


1. ラス ティ ング ・ ペ ンチ 
ペン チ と ハン マー を 兼ね て 
いて 、 靴 型 (10 を 参照 ) に か 
ぶせ た 革 を 伸ばし た り 整 形 
し た りす る 。 

2. 金 台 

鋼鉄 製 。 こ こ に 靴 を 逆さ ま 
に し て 固定 する と 、 靴 底 や 
ヒー ル の 作業 が し や すい 。 
3. ゴム の り の 容器 

の り の こび ぴり つい た 祖 交 の 
容器 を 45 年 間 使用 。 こ れ 
で 靴 底 を 貼り 付け る 。 

4. 万 力 付き の 金 台 
特注 品 の 作業 に 使う 計 柔 ら 
か い 革 で 包み 、 プ ラス チッ ク 
製 (写真 ) や 木製 の 靴 型 の 
爪先 を 載せ る 。 

5. くぎ 抜き ペン チ 

製作 中 に 使っ た くぎ を 抜い 
た り 切っ た りす る 。 

6. ボタ ン 掛 け 器 

100 年 前 か ら 現 役 。「 昔 は 
靴 に 小さ な ボタン が あっ て 、 
指 の 太い 靴 職人 は 重宝 し て 
いま し た 」 と リマ ー は 言う 。 
7. 回 転 式 穴 開け バン チ 
靴 ひ も 用 の 穴 を 開け る 。 

8. 道具 類 (写真 奥 か ら ) 
研磨 と 整形 用 の 石 目 や すり 、 
ナイ フ 研 ぎ 棒 ミナ イフ の 刃 を 
な め ら か に する ハン マー、 く 
ぎ を 留め た り 靴 の 中 の 凹凸 
を 平ら に し た りす る 棒 。 
写真 = ハナ ・ ウ ィ テ カー 9. 靴 職人 の ハン マー 類 
靴 底 を 突い て 固め る た め の 
N も の と 、 くぎ や びょう を 打つ 
ドイ ツ 生 まれ の 靴 職人 ピー ター* リマ ー が 米国 で 初 の 「 ス キー・ プ ブー の に 使う も の が ある 。 

ツ 」 の 特許 を 取得 し た の は 1939 年 の と 。 現在 は 、 63 歳 に な る 孫 の 10. 木製 の 靴 型 

リマ ー 3 世 が 、 祖父 の 店 と 道具 を 受け 継ぎ 、 年 間 約 200 足 の 登山 靴 を リマ ー は 、 標準 型 の 靴 型 に 
作っ て いる 。 特注 品 で 775 ド ル ( 約 8 万 5000 円 ) 以上 も する が 、 長い 馬 次 の 足 に 合う まで 手 を 加 


ae en える 。 靴 は 型 に びっ た り は 
順番 待ち が で き 、 遠く は オー スト ラリ ア か ら 調 整 に 訪れ る 愛用 者 も い め て 作る の で 。 湯 が 6 外 す 


る 。「 新 し い ブ ー ツ を 履い て 、 うれ し そう に 帰る お 客 様 を 見 る の が 最高 と き に 「 強 い 筋力 と ピール 
な ん で す 」 と リマ ー は 語る 。 ジェ ニ フ ァ ー・S・ ホ ー ラ ンド 腹 」 が 役立つ と いう 。 
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EXPLORE | 探求 する ココ ロ 


体 の 線 は 
何 の た め ? 


写真 = レベ ッ カ ・ ヘ イル 


と の サワ ラ の 仲間 の 体 に 走 
る 黒い 線 は 何だ ろう ? これ は 
「 側 線 」 と 呼ば れる 、 水 流 や 
水圧 を 感じ と る 魚 に 特有 の 
重要 な 器官 だ 。 こ の 線 に 沿 
っ て 並ん で いる 小さ な 受容 器 
「 感 丘 」 の お か げ で 、 了 暗闇 の 
中 で 獲物 を 捕らえ る 、 障害 物 
を 避け る 、 和 群れ を な し て 泳ぐ 、 
と いっ た 行動 が 可能 に な る 。 
ーー テレ サ ・ マ カマ ー 
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ま : MARTIN OEGGERLI 


画 委 : M 
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米 ハ ー バ ー ド 大 学 医学 大 
学院 と マサ チュ ー セ ッ ツ 
総合 病院 の 神経 科学 者 、 
ビタ リー・ ナ パ ド ウ ゥ ウ 。 慢性 
的 な 履 痛 患者 の 脳波 を 
記録 する 実験 な ど を 通じ 
て 、 脳 が 痛み を どう 知覚 
する か を 探っ て いる 。 


ROBERT CLARK 
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大 特集 


世界 中 で 3 
多く の 人 た ち を 健康 に 
悩ま せる つら い 痛 み 。 生き る 


文 = 
ユ デ ティ ジ ッ ト ・ 
パタ チャ ル ジ ー 


サイ エン スラ イタ ー 


写真 = 

デビ ッ ド ・ グ ブッ テ ソ フェル ダー 
ロ パ ー ト ・ ク ラー2、 その 正体 を 解き 明か し 、 
ロビ ツ : ハ モッ ド 、 新た な 治療 法 を 
クレ イグ ・ カ トラ ー、 
マー ク 2・ テ ィ ッ セン 開発 する 研究 が 進む 。 


米 ワ シン トン 大 学 医学 部 
の ハー バー ビ ピュー 医療 セ 
ンタ ー で 、 仮想 現実 (VR) 
ゲー ム を し な が ら 手 術 を 
受け る ブレ ント ・ バ ウ ア ー。 
バウ アー は 3 階 の 高 さ か ら 
転落 し 、 骨盤 な ど 多 数 の 
骨 を 折っ た 。 以前 、 骨盤 を 
固定 する ピン を 1 本 抜く 手 
術 を VR な し で 受け た と き 
に は 「 痛 み が 非 常に 強かっ 
た 」 が 、VR ゲ ー ム を し な が 
ら も う 1 本 を 抜い た と き は 、 
「 と て も 楽し い 気晴らし が 
あっ て 、 痛み は 大 幅 に 減っ 
た 」 と 話す 。 これ は 同 大 学 
の ハン ター・ ホ フ マ ン が 開 
発し た 手法 で 、VR の 効果 
を 調べ る 研究 の 一 環 だ 。 


CRAIG CUTLER 


ーー 

生物 医学 の 研究 者 で 、 ナ 
ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 
の エク スプ ロー ラー で も あ 
る ゾル タン ・ タ カシ ュ が つ 
まみ 上 げた の は 、 ベト ナム 
の チュ ー ヤ ン シ ン 国立 公 
園 で 見 つけ た サソリ 。 毒 を 
も ち 、 紫外 線 を 浴び て 青く 
輝く 。 依 存 性 の な い 新 し 
い 鎮 痛 剤 を 見 つけ よう と 、 
タカ シュ は 動物 の 毒 を 集 
め て いる 。 動 物 の 毒 を 用 
いた 成功 例 は すでに あり 、 
イモ ガイ と いう 巻き 


く 薬 が 開発 され て いる 。 


DAVID GUTTENFELDER 


ス は 、 30 年 以上 前 、 が ん の 治療 で 肢 の 
付け 根 と 左 腰 に 放射 線 照射 を 受け た 。 
が ん は 消え 、 再発 も な か っ た が 、 治療 
後に 腰 か ら 背 骨 を 通っ て 首 ま で 、 鋭い 
痛み に さい な まれ る よう に な っ た 。 

以後 、 70 歳 に な っ た 現在 まで 、 1 日 た 
り と も 痛み か ら 解 放 き れ た 日 は な い 。 仕事 も 辞め ざる を えな 
か っ た 。 激痛 の あま り ベ ッ ド か ら 起 き 上 が れ な い 日 も あり 、 
調子 が 良い と き で きえ 動け る 範囲 は 限ら れ て 、 外 へ ご み を 
出し に 行く と いっ た 、 単純 な 家事 も まま な ら な い 。 痛み が あ 
まり に も 強烈 で 息 を する の も つら く 、 「 水 の 中 で 湧 れ て いる 
みた い に な る 」 こ と も ある と いう 。 

フリ ス は 背 の 高い 、 も の 柔らか な 人 物 で 、 苦痛 を 押し 隠 
し て 、 常に 穏やか な 表情 を 浮か べ て いる 。 取材 中 も ほん の 
一 明 で も 顔 を し か め る こと は な か っ た 。 

この 30 年 間 ず っ と 、 フリ ス は 安らぎ を 探し 求め て きた 。 
強力 な オビ オイ ド (モルヒネ に 似 た 作用 を 示す 物質 ) 系 鎮痛 
剤 、 フェン タニ ル に 頼っ た 時 期 も 長かっ た 。 ノリ ス に よる と 、 
この 薬 は 「 分 厚い 毛布 ]」 の よう に 痛み を 暫 っ て くれ る が 、「 ほ 
ぼ 寝 た きり に な り 、 意識 ち も う ろう と な る 」 の が 難点 だ 。 今 は 理 
学 療法 で 痛み を コン トロ ー ル し 、 以 前 より も 体 を 動か し や す 
く な っ た 。 また 、 神経 の 秋 症 を 抑え る た め に 、 背骨 に ステ ロ 
イド 注射 を 打っ て いる 。 

フリ ス の よう に 慢性 的 な 痛み に 苦し む 人 は 、 米国 だ け で 
も 5000 万 人 近く いる 。 原 因 は きま ざま だ が 、 悩み は 共通 し 
て いる 。 激しい 痛み に 襲わ れ 、 まとも な 生活 が で き な い こと 
だ 。 痛 み は 時 々 表れ る 人 も いれ ば 、 四 六 時 中 、 消え な い 
人 も いる 。 

米国 で は 1990 年 代 未 か ら 、 慢性 的 な 痛み を 軽減 する 
た め に 、 オピオイド 系 の 鎮痛 剤 が 処方 され る よう に な っ た 。 
こう し た 薬 は 痛み を 和らげ る だ け で な く 、 快感 を も た ら す こ 
と が あり 、 何 十 万 人 も の 米国 人 が 依存 症 に 陥っ た 。 だ が 、 
リス ク が 明らか に な っ た 後 も 、 依然 と し て オビ オイ ド 頼 み が 
続い て いる 。 代替 薬 が ほとん ど な い こと が 一 因 だ 。 爆発 的 
に 普及 する よう な 夢 の 新薬 は まだ 開発 され て いな い 。 


る の 空軍 で 航空 機 の 整備 を し て いた トム ・ ノ リ 
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英国 スコ ッ ト ラ ンド 在住 の 
ジョ ー・ キ ャ メロ ン は 手 の 
関節 炎 の 手術 を 受け た と 
き 、 まっ た く 痛 み を 訴え な 
か っ た 。 遺伝 学者 が 彼女 
の DNA を 調べ る と 、 珍し 
い 変異 が 二 つ 見 つか っ た 。 
電気 泳動 法 に よる 画像 解 
析 ( 下 ) で 、 キ ャ メロ ン の 
DNA(1) と 彼女 の 息子 の 
DNA(3) に は 、 痛み を 感 
じ な い 変 異 が ある が 、 キヤ 
メロ ン の 母 (2) と 娘 (4) に 
は な いこ と が わか る 。 


右 :ROBIN HAMMOND 
下 :JAMES COX, UNIVERSITY 
COLLEGE LONDON 


オピオイド 系 鎮痛 剤 の 誤用 ・ 乱 用 は 全米 に 
広がり 、 2017 年 の デー タ で は 、 オビ オイ ド を 処 
方 きれ た こと が きっ か け で 薬物 依存 症 に な っ た 
米国 人 は 推定 170 万 人 に の ぼっ た 。 米国 で は 、 
オピオイド の 過剰 摂取 で 1 日 に 約 130 人 の 死者 
が 出 て いる が 、 この 数 字 に は へ ロイ ン な どの 麻 
薬 だ け で な く 、 処方 薬 も る 含ま れ て いる こと を 考 
える と 暗 然 た る 思い に な る 。 

こう し た 事情 か ら 、 痛み の 生物 学 的 な 機構 
を 解明 し 、 慢性 的 な 痛み を より 効果 的 に 治療 
する 方 法 を 確立 する こと は 、 これ まで 以上 に 差 
し 追っ た 課題 に な っ て いる 。 研究 者 た ち は 痛 
み の 信 号 が 感覚 神経 か ら 脳 に 伝わる 仕組 み 、 
そし て 脳 が 痛み を 知覚 する 仕組 み の 解 明 に 取 
り 組み 、 大 き な 成 果 を 上 げ つ つ あ る 。 ま た 、 痛 
み を 調節 する うえ で 特定 の 遺伝 子 が 果たし て 
いる 役割 も 解き 明か され て いる 。 

研究 の 進展 に 伴い 、 痛み 、 こと に 「3 カ ヵ月 以 
上 続く 痛み 」 と 定義 きれ る 慢性 深 痛 に 対す る 臣 
床 医 と 研究 者 の 見 方 は 大 きく 変わ ろう と し て い 
る 。 こ れ ま で の 医学 で は 、 痛み は 傷 や 病気 が 
も た ら す 症状 と 見 な され て きた が 、 傷 や 病気 が 
治っ て も 、 長期 に わた っ て 痛み に 苦し む 患 者 
が 大 地 い る こと が わか っ て いる 。 こ うし た ケー 
ス で は 、 も は や 痛み それ 自体 が 病気 だ 。 

痛み の 研究 が 着実 に 進展 し て いけ ば 、 オビ 
オイ ド に 代わ る 依存 性 の な い 鎮 痛 剤 な ど 、 慢性 
次 痛 に 効く 新た な 治療 薬 が 開発 され る の で は 
な いか と 期待 きれ て いる 。 

痛み を 40 年 以上 も 研究 し て きた 神経 生物 学 
者 、 ク リフ ォ ー ド ・ ウ ルフ は 、 研究 者 や 医師 が オ 
ビオ イド 袖 と いう 「 社 会 的 な 大 惨事 ]」 が 起き て 初 
め て 、 それ まで な い が し ろ に し て きた 痛み に 目 を 
向け た の は 、 悲し い 話 だ と 言う 。 そ れ で も 研究 
に 拍車 が か か っ た こと は 不幸 中 の 幸い だ と 、 
彼 は 話す 。 「 今後 数 年 で 痛み の 解明 は 飛 虫 的 
に 進む と 期待 で きそう で す 」 


痛み と は 何 か 


痛み を 感じ る 能力 は 、 自然 が 私 た ち に 与え て 
くれ た 贈り 物 の 一 つ だ 。 痛 み を 感じ な けれ ば 、 
熱い スト ー プ に 触れ て も 、 反射 的 に 手 を 引っ 込 
め る こと も な く 、 大 や けど を 負う だ ろう 。 痛覚 は 
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自分 の 身 を 守る うえ で 欠か せな い 和 警報 装置 の 
役 日 を 果たし て いる 。 

この 警報 装置 で * 見 張り 役 " を 務め て いる の 
は 、「 侵害 受容 器 ] と いう 特殊 な 感覚 ニュ ー ロ ン 
(神経 細胞 ) だ 。 受 容器 の 細胞 体 は 背骨 の 近 
くに ある が 、 その 神経 線 礁 は 皮膚 や 肺 や 消化 
器 な ど 、 体 の きま ざま な 部 位 まで 延び て いる 。 
侵害 受容 器 に は 何 種類 か あり 、 ナイ フ の 切り 
傷 、 薔 け た ろう の 熱 、 酸 に よる 熱傷 な ど 、 それ 
ぞ れ 異な る 有害 な 刺激 に 反応 する 。 こ うし た 
刺激 を 察知 する と 、 脊 丹 に 電気 信号 を 送り 、 ほ 
か の ニュ ー ロ ン を 介し て 脳 に 伝え る 。 脊 信 か ら 
脳 へ 向かう 上 行 性 の 経路 を 通っ て 大 脳 皮質 の 
ニュ ー ロ ン に 達し た 信号 は 、 そ こ で 処理 され 、 
痛み が 知覚 され る 。 

痛み に 気づく と 、 脳 は それ に 対処 し よう と す 
る 。 脳 の 神経 回 路 網 か ら 脊 信 へ 向かう 下行 性 
の 経路 に 電気 信号 が 送ら れ 、 エン ドル フィ ン な 
ど 、 「 内 因 性 オビ オイ ド 」 と 呼ば れる 物質 が 脳 か 
ら 放 出さ れる 。 こ の 作用 に より 、 脳 へ 向かう 上 
行 性 の 痛み の 信号 が 抑え られ 、 その 結果 、 知 
覚 され る 痛み が 軽減 され る 。 

ウル フ が 1980 年 代 に 痛み の 研究 を 始め た 
当時 、 上 行 性 と 下行 性 の 伝達 経路 の 基本 的 
な 仕組 み は す で に 解明 され て いた 。 だ が 、 ウ 
ルフ は 医学 生 時 代 に 外科 病棟 で 目 に し た 愚者 
の 苦し み に シ ョ ッ ク を 受け た と 話す 。 研 修 中 の 
先輩 の 外科 医 は 痛み を 訴え る 患者 に 怒り きえ 
も 感じ て いる よう だ っ た 。 「「 何 か し て あげ な い 
ん で すか ?』 と 聞い て も 、 [手術 を 受け た ば か り 
だ か ら 、 し ょ う が な い だ ろ う 。 そ の うち 良く な る よ 』 
と 言わ れ ま し た 」 

「 医 療 に 従事 する 人 た ち は 、 痛み を 軽く 扱っ 
て いま し た 。 安全 で 効果 的 な 介入 が で き な い こ 
と が 、 その 大 き な 理 由 で す 」 と ウル フ は 話す 。 

ウル フ は ラッ ト を 使っ て 痛み の 伝達 を 研究 し よ 
うと 思い 立ち 、 ラッ ト の 皮膚 に 一 瞬 だ け 熱 で 刺 
紋 を 与え て 、 脊 信 の ニュ ー ロ ン の 活動 を 記録 し 
た 。 こ の 実験 で は 予想 外 の 発見 が あっ た 。 熱 
刺激 を 数 回 加え た 人 箇所 が 秋 症 を 起こ す と 、 硝 
髄 の ニュ ー ロ ン が 過敏 な 状態 に な り 、 その 周辺 
の 皮膚 を な で た だ け で 、 ニュ ー ロ ン が 発火 する 
(活動 電位 が 生じ る ) よう に な っ た の だ 。 


この 実験 で 、 皮膚 が 傷つく と 、 中 枢 神経 系 
が 過敏 に な り 、 末 槽 神経 か ら 入 っ て くる 信号 が 
無害 な も の で も 、 硝 信 か ら 脳 に 痛み の 信号 が 
送ら れる よう に な る こと が わか っ た 。 この 現象 は 
「 中 枢 感 作 ] と 呼ば れ 、 その 後に ほか の 研究 
者 た ち が 人 間 で も 起き る こと を 確認 し た 。 

痛み を 引き 起こ す 傷 が な く て も 、 痛み を 感じ 
る こと が ある 。 そ れ が 、 ウル フ の 研究 や 後続 の 
研究 か ら 導 き 出 され た 驚く べき 結論 だ っ た 。 ラッ 
ト の 実験 で わか っ た よう に 、 皮膚 が 傷つい た 直 
後 は 、 痛み の 伝達 シス テム が 極め て 敏感 な 状 
態 に な りう る 。 さ ら に 、 傷 が 完全 に 治っ て も 、 こ 
の シス テム が 勝手 に 興奮 する か 、 過敏 な 状 右 
が 持続 する こと も ある 。 神経 障害 性 商 痛 、 線 
礁 筋 痛 症 、 過敏 性 腸 症候 群 な どの 患者 の 体 
内 で は 、 こう し た 現象 が 起き て いる の だ 。 こ の 
手 の 痛み は 症状 で は な く 、 それ 自体 が 病気 で 
あり 、 神経 系 の 誤 作 動 で 引き 起こ きれ る 。 


も ある 。 激しい トレ ー ニ ング で 生じ た 痛み が 快 
感 を 伴う の も その 一 例 だ 。 

「 脳 に は 、 送ら れ て きた 信号 の 処理 の 仕方 を 
その 時 々 で 変え る 驚く べき 能力 が あり ます 」 と 
英 オ ックス フォ ー ド 大 学 の 神経 科学 者 アイ リー 
ン ・ ト レー シー は 言う 。 

トレ ー シ ー は 、 傷 と 痛み の 謎 に 包ま れ た 関係 
を 探る 研究 に 精力 的 に 取り 組ん で きた 。 「 こ の 
関係 は 極め て 複雑 で す 。 い ろ い ろ な 要因 に よ 
っ て 悪く も な る し 、 良く も な り 、 か な り 人 違っ た も の 
に も な りう る の で す 」 

トレ ー シ ー ら は 、 ポ ラン ティ ア の 接 験 者 の 皮 
慮 を 針 で つつ く か 、 熱 刺 激 を 与え る か 、 填 辛 
子 の 辛味 成分 で ある カプ サイ シン 入り の クリ ー 
ム を 塗っ て 、 それぞれ の 刺激 に 対す る 脳 の 活 
動 を 画像 で 調べ た 。 そ の 結果 、 痛み の 知覚 で 
は 、 非 常に 複雑 な 処理 が 行わ れ て いる こと が 
わか っ た 。 脳 に は 単 一 の “痛み 中 枢 " が ある わ 


「 医 療 に 従事 する 人 た ち は 、 痛み を 軽く 扱っ て いま し た 。 


安全 で 効果 的 な 介入 が で き な い こと が 、 その 大 き な 理 由 で す 」 


クリ フォ ー ド ・ ウ ルフ ( 米 ボ スト ン 小 児 病院 の 神経 生物 学者 ) 


と ト 幹 細胞 の 培養 技術 が 進歩 し た お か げ | 


で 、 ウル フ ら は 今 、 侵害 受容 器 を 含め 、 さ ま ざ 
まな タイ プ の ヒト の ニュ ー ロ ン を 作製 で きる よう に 
な っ た 。 彼 ら は この 技術 を 使っ て 、 どん な 条件 
下 で ニュ ー ロ ン が 病 的 に 興 奪 し や すく な り 、 自 
発 的 に 発火 する か を 特定 し よう と し て いる 。 

ウル フ の チー ム は 、 人工 塔 養 し た 侵害 受容 
器 を 使っ て 、 抗 が ん 剤 の 投与 で 神経 障害 性 次 
痛 が 引き 起こ きれ る メカ ニズム を 調べ た 。 侵害 
受容 器 を 抗 が ん 剤 に さら す と 、 興 衝 し や すく な 
り 、 変質 し 始め る 。 こ の こと は 、 抗 が ん 剤 を 投 
与 き され た 患 者 の 4 割 が 未 槽 神経 障害 を 発症 す 
る 一 因 と 考え られ る 。 

一 方 で 、 脳 が 痛み を どう 知覚 する か は 、 痛 
み の 信 号 だ け で な く 、 ほか の 要因 に も 左右 され 
る こと が わか っ て きた 。 痛み は さ ま ざま な 要因 
が か らむ 主観 的 な 現象 で 、 痛み の 信号 が 痛み 
の 感覚 に 変換 きれ る 過程 に は 、 そ の 人 の 感情 
の 状態 も 影響 を 及ぼ し うる 。 さら に 、 痛み が 生 
じ た 状 況 に よっ て 、 痛み の 感じ 方 が 変わ る こと 


け で は な く 、 感情 や 認知 や 記憶 、 意思 決定 に 
関わ る 領域 も 含め 、 さまざま な 領域 が 痛み 刺激 
に 反応 する 。 

さら に 、 同じ 刺激 が いつ も 同じ 活動 パタ ー ン 
を 引き 起こ すわ け で は な いこ と も わか っ た 。 同 
じ よ うな 傷 を 負っ て も 、 痛み の 感じ 方 は 状況 し 
だ いで 変わ りう る の だ 。 

トレ ー シ ー ら の 実験 で 、 恐怖 、 不安 、 悲 真 
が 痛み を 悪化 させ うる こと も わか っ た 。 健康 な 
学生 を 被験 者 に し た 実験 で は 、 ロシア の 作曲 
家 プ ロコ フィ エフ の 陰 和 鬱 な 楽曲 「 モ ン ゴ ル の く び 
き に 苦し な ルー シ 』 を 2 倍 遅い スロ ー 再 生 で 聴 
か せ 、「 私 の 人 生 は 失 骸 だ っ た 」 と いっ た 暗い 
文章 を 読ま せな が ら 、 事前 に カプ サイ シン を こ 
すり つけ て お いた 左 の 前 腕 に 熱 刺激 を 与え た 。 
次 に 、 明る い 音 楽 を 聞か せ 、「 サ クラ ン ボ は 果 
物 で す 」 な ど 、 当たり 障 り の な い 文 章 を 読ま せ 
な が ら 、 同じ 刺 激 を 与え て みた 。 す る と 、 学 生 
た ち は 悲 し い 気 分 の と き に 痛み を 「 よ り 不快 に 」 
感じ た と 答え た 。 (42 ペ ー ジ へ 続く ) 
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脳 は こう し て 痛み と 上 


痛み は 体 を 守る 役目 を 果たす 。 体 が 危険 に さら され 、 対処 が 必要 な こと を 脳 に 知ら せる の だ 。 
医薬 品 で 脳 に 伝わる 信号 を 抑 えれ ば 痛み を 緩和 で きる が 、 体 に も と も と 備わっ た 機能 を 活用 し て 、 
副作用 を 最小 限 に 抑え な が ら 、 痛 み を 抑え る 研究 も 進ん で いる 。 


脳 に 信号 を 送る 


急性 の 痛み は 、 すでに 受け た か 、 受け る 可能 性 
が ある 体 の 損傷 に 、 脳 の 注意 を 向け る 。 体 が 即 
座 に 対応 を と る よう 、 脊髄 か ら 脳 へ 向かう 上 行 


神経 の 構造 
ニュ ー ロ ン (神経 細胞 ) の 細胞 体 か ら 東 に な っ て 
延び た 軸 素 は 、 種類 に よっ て 異な る 感覚 を 電気 


性 の 経路 に 信号 が 送ら れる 。 信号 と し て 伝え る 。 
痛み を 宗 知 する 痛み を 伝え る 神経 束 AB( ペ ー タ ) 線 維 
侵害 受容 器 と 呼ば れる 侵害 受容 器 で 生じ た 電 の -、 厚い 裕 半 ( ず いし ょ う ) に 包ま れ て い 
ニュ ー ロ ン が 、 外 か ら の 気 信号 は 、 軸 索 を 通っ て 、 接 煎 、 圧力 、 振動 を 伝え る 。 
刺激 に 反応 する 。 て 硝 に 伝わる 。 A9( デ ル タ ) 線 締 


薄い 髄 輌 に 包ま れ て いて 、 瞬間 的 
な 急性 の 痛み を 真っ 先 に 察知 する 。 
C 線 維 

髄 載 が な く 、 熱 、 や けど 、 鈍痛 な ど 、 
緩慢 な 痛み を 察知 する 。 


ニュ ー ロ ン で 活動 電位 が 生じ る と 、 その 表面 で 電気 に 反応 する 穴 ( イ オン チャ ネル ) が 

「 不 応 期 」 か ら 「 開 」、 そ し て 「 義 を 経て 、 再 び 「 不 記 期 』 へ と 、 三 つの 状態 を 線 り 返す 。 
痛み の ゲー ト 不 応 期 一 > 開 ーー 閉 ーー 不 応 期 | 三 ィ 
ナトリウム イオ ンチ ャ ネル 
の Nav1.7 な ど 、「 痛 み の 
ゲー ト 」 は 何 種類 か ある 。 
ナトリウム イオ ン が 軸 索 に 
入る と 、 痛み が 生じ る 。 薬 
や 遺伝 子 操作 で 分 子 を 放 
出し て 穴 を 塞ぐ こと で 、 患 
者 に 応じ た 痛み の 治療 が が を 守 ぐ 。 リウ ムイ オン が 穴 を 0 
で きる 可能 性 が ある 。 通過 する 。 本 電 < 体内 の 分 子 や 合成 し 


。 條 さ な デ 


脳 の 反応 
脳 に 痛み の 信号 が 届く と 、 脳 か ら 脊 峡 へ 向かう 
下行 性 の 経路 に 信号 が 送ら れる 。 それ を 
合図 に 、 中 枢 神経 系 が 総出 で 痛み 刺 
激 に 対応 する 。 


痛み に 対処 
これ ら の 領域 か ら 神 
経 化学 物質 の 信号 が 
送ら れ て 、 痛 み が 収 ま 
り 始 め る 。 


痛み を 軽減 
神経 化学 物質 が 、 脊 
苦 後 角 と 中 脳 水道 周 
囲 灰 白 質 で 上 行 性 の 
信号 を 遮断 し 、 伝達 に 
プレ ー キ を か ける 。 


上 3 の りり レ ョ ー レ ロロ 
オピオイド 系 鎮痛 剤 は 、 さま ざま な 部 位 を 無 差 別 
に まひ させ て 痛み を 軽減 する 。 上 行 性 の 経路 を 
伝わる 痛み の 信号 だ け で な く 、 体 に 有益 な 下行 性 
の 反応 も 弱め る 。 痛み か ら は 解放 され る が 、 多幸 
感 が 生じ て 、 依存 症 に な る リス ク が ある 。 


JASON TREAT NGM STAFF: MEG ROOSEVELT. イ ラス ト : SINELAB 
出 : LUANA COLLOCA, UNIVERSITY OF MARYLAND 


感情 的 な 反応 

痛み の 信号 が この 領域 に 
届く と 、 不安 、 恐怖 、 憂鬱 
な どの 感情 が 生ま れる 。 


痛み を 知覚 

体 性 感覚 皮質 な どの 領域 
に 信号 が 届き 、 痛み の 発 
生 場所 や 痛み の 強 さ が 特 
定 さ れる 。 


背 請 か ら 脳 へ 
背 髄 が 痛み の 信号 を 受け 
取り 、 脳 に 伝え る 。 


急性 の 痛み は 、 上 行 性 の 経路 を 叫 
っ て 脳 に 伝わる が 、 治り に くい 展 痛 
な ど 、 慢 性 的 な 痛み は ニュ ー ロ ン 
か 軸 素 の 損傷 が 原因 で あり 、 そ 
伝達 経路 は よく わか っ て いな い 。 


ン 


ーーーーーーー 
医師 と 患者 の 信頼 関係 が 、 
患者 の 感じ る 痛み の 強 さ 
を 左右 する こと が ある が 、 
「 理 由 は わか っ て いな い 」 
と ナパ ドウ ( この 現 
象 を 調べ る た め に 、 ナパ ド 
ウ は 、 鍼 療法 士 と 患者 の 脳 
の 活動 を 、 別 々 の 機能 的 
克 気 共鳴 画像 装置 (fMRI) 
で 同時 に 記録 し た 。 患者 
は 痛み の 治療 を 受け る 間 、 
映像 ( 左 の 画面 ) を 見 な が 
ら 鍼 療法 士 と や り 取 り で き 
る 。 鍼 療法 士 は 患者 の 脚 
に 設置 され た 電子 鍼 治 
器 を 遠隔 操作 し て 、 治 
を 行う 。 右 の 画面 に は 、 患 
者 の 脳 の 活動 を 示す fMRI 
画像 が 映っ て いる 。 
ROBERT CLARK 


0 い \ へ 、 に 、 
NN こ OS K る 
み に 若 し て ~ の 

いる ハン ナ ・ ル バン が 、VR F ず : 
ED っ 損 < へ 
P な 水 


悲し い 気 分 の と き の 脳 画像 と 、 そ う で な いと 
き の 脳 画像 を 比較 する と 、 悲 真 が 影響 を 及ぼ 
す の は 感情 の 制御 に 関わ る 領域 だ け で な く 、 
ほか の 領域 の 活動 も 高まる こと が わか っ た 。 こ 
の 結果 か ら 、 悲 衣 は 生理 的 な 作用 で 痛み を 強 
め る と 考え られ る 。 「 技 験 者 を 不安 に きせ た り 、 
脅し た り 、 怖がら せ た り する 実験 も 行い 、 そ れ 
に よっ て 痛み の 信号 の 処理 が 増幅 され る こと 
が わか り ま し た 」 と トレ ー シ ー は 言う 。 


痛み を 感じ な い 人 、 感じ すぎ る 人 


英国 スコ ッ ト ラ ンド に 住ん で いる 66 歳 の 女性 、 
ジョ ー・ キ ャ メロ ン は 、 手 の 関節 炎 で 手術 を 受 
けた 後 、 痛み を 抑え る に は 強い 鎮痛 剤 が 必要 
だ と 麻酔 科 医 に 助言 され て 、 こう 言っ て の けた 。 
「 い くら 賭け て も いい けれ ど 、 私 に は 鎮痛 剤 は 
要り ませ ん よ 」 

麻酔 科 医 は 経験 上 、 術 後 の 痛み が 耐え が 
た いこ と を 知っ て いた が 、 手術 を 受け た キャ メ 
ロン の 様子 を 見 に き て 目 を 疑っ た 。 効き 目 の 穏 
や か な 鎮痛 剤 を 処方 し て お いた に も か か わら 
ず 、 それ さえ も 服用 し て いな か っ た の だ 。 

キャ メロ ン は に っ こり 笑っ て 言っ た 。「 だ か ら 
言っ た で し ょ う ? 必要 な いっ て 」 

彼女 は 子ども の 頃 か ら 気づか な いう ち に 傷 
を 負っ て いて 、 び っ くり する こと が よく あっ た 。 
長 じ て 2 人 の 子ども を 産ん だ が 、 陣痛 と も 、 分 
學 時 の 痛み と も 無縁 だ っ た 。 

「 痛 み が ど うい う も の か 、 わか ら な いん で す 。 
人 が 痛 が っ て いる の は わか り ま す よ 。 上 顔 を し か 
め て 、 と て も つら そう で す よ ね 、 で も 、 私 に は そ 
ん な 感覚 は あり ませ ん 」 

キャ メロ ン の よう に 身体 的 な 痛み を まっ た く 感 
じ な い 無 痛 症 の 人 は ご くま れ に いて 、 研究 者 た 
ち は こ うし た ケー ス を 手がかり に 、 痛み の 遺伝 
的 な メカ ニズム を 探 ろ うと し て いる 。 英 ユ ニ バ ー 
シテ ィ ・ カ レッ ジ ・ ロ ンド ン の 遺伝 学者 、 ジ ェ ー ム 
ズ ・ コ ックス 率い る チー ム が キャ メロ ン の DNA 
を 調べ る と 、 744 万 と 7 が 44 戸 -O007 と いう 隣り 合っ 
た 二 つ の 遺伝 子 に 2 ヵ所 の 変異 が 見 つか っ 
た 。 遺伝子 の 変異 に よっ て 、 痛み を 押え る 神 
経 伝達 物質 アナ ンダ ミド の 分 解 が 阻害 きれ て い 
る と 、 コ ックス ら は 結論 づけ た 。 キ ャ メロ ン の 体 
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内 で は アナ ンダ ミド が 過剰 に 放出 され 、 痛み を 
感じ な く な っ て いる の だ 。 

コッ クス は 英 ケ ンプ ブ リッ ジ 大 学 の 博士 研究 員 
だ っ た 2000 年 代 半 ば か ら 、 キャ メロ ン の よう な 
事例 を 調べ て きた 。 当時 の 指導 教 詞 ジェ フリ ー・ 
ウッ ズ が 、 バキ スタ ン の 10 歳 の 少年 の こと を 知 
っ た の が きっ か け だ 。 その子 は 赤 々 と 燃え る 炭 
の 上 を は だ し で 歩い た り 、 腕 に 短 兄 を 突き 刺し 
た りす る 路上 バ パフォー マン ス で 稼い で いた 。 コッ 
クス ら が 、 その 子 と 同じ 家系 の 無痛 症 の 子ども 
6 人 の DNA サ ンプ ル を 入手 し て 分 析 し た 結果 、 
6 人 と も 痛み の 信号 伝達 に 関わ る SC94 遺伝 
子 に 変異 が あっ た 。 

SCA94 遺伝 子 は 、 侵害 受容 器 か ら 春 人 髄 へ 
痛み の 信号 を 伝達 する うえ で 欠か せな い タ ン 
パク 質 の 合成 に 関わ っ て いる 。 そ の タン パク 質 
は 、 侵害 受容 器 の 表面 に あっ て 、 細胞 内 に ナ ト 
リウ ムイ オン を 透過 させ る 「 イ オン チャ ネル 」 の 役 
目 を 果たす 。Nav1.7 と 呼ば れる その チャ ネル 
に ナトリウム イオ ン が 流入 する と 、 痛み の 電気 
信号 が 発生 する 。 信号 は 侵害 受容 器 の 細胞 
体 か ら 細長 く 延 びる 軸 索 の 内 部 を 伝わり 、 硝 
鍛 の ニュ ー ロ ン に 受け 渡さ れる 。 

バキ スタ ン の 子ども た ち は 、 SCA94 遺伝 子 
に 変異 が ある た め 、 Nav1.7 チ ャ ネル の タン バ 
ク 質 が 正常 に 合成 さき れず 、 ナトリウム イオ ン が 
侵害 受容 器 の 内 部 に 流入 し な い 。 そ の た め 侵 
害 受容 器 は 痛み の 信号 を 出せ ず 、 舌 を か ん だ 
り 、 や けど を し た り し て も 、 痛み を 感じ な い の だ 。 
「 こ の 非常 に 珍し い 一 族 の 研究 の 成果 は 、 ( 無 
痛 症 を 引き 起こ す ) 単 一 の 遺伝 子 変異 を 特定 
で きた こと で す 。 こ れ で 鎮痛 剤 開発 の 研究 対 
象 を 絞り 込め まし た 。 し か も それ は 、 言っ て み 
れ ば 人 体 で の 有効 性 が 実証 きれ て いる ん で 
す 」 と コッ クス は 言う 。 

SC94 遺 伝 子 の 変異 は 、 先天 性 肢 端 紅 痛 
症 と いう 、 まれ な 疾患 と も 関連 が ある 。 こ の 病 
気 の 症 状 は 無痛 症 と は 正反対 で 、 手 足 や 顔 に 
焼け つく よう な 痛み を 感じ る 。 体 が 温まっ た り 、 
ちょ っ と 汗 を 流す 活動 を し た り し た だ け で 、 まる 
で 手 を 笑 に か ざし た よう に 、 耐え が た い 熱 さと 
痛み に 組 わ れる の だ 。 

米国 ワシ ント ン 州 タコ マ 在 住 の 53 歳 の 臨床 


心理 士 、 バ パメラ ・ コ スタ は この 病気 の 串 者 で 、 
「 逃 ん れ られ な い 」 痛み に 苦し ん で いる 。 体 が 温 
ま ら な いよ う 、 オフ ィ ス の 温度 は 16C に 保つ 。 
寝る と き に は 、 ベッ ド の 周り で 4 台 の 扇風機 を 回 
し 、 エア コン を フル 稼働 きせ な いと 眠れ な い ほ ど 
だ 。 皮肉 な こと に 、 いつ も 焼け つく よう な 痛み を 
感じ て いる た め に 、 無痛 症 の 人 た ちと 同様 、 熱 
いも の に 触っ て も 気づき に くい 。 そ の せい で コ 
スタ は 1 年 ほど 前 、 アイ ロン を か け て いる と き に 
腕 に や けど を し た 。 

「 い つも 感じ て いる の と 同じ 痛み だ っ た の で 」 
気づか な か っ た と 、 コス タ は 話す 。 

米 エ ー ル 大 学 医学 大 学院 の 神経 学者 、 ス 
ティ ー プ ン ・ ワ ックス マン は 、 コ スタ を は じ め 紅 
痛 症 の 加 者 を 調べ て きた 。 先行 研究 で 、 この 
疾患 の 加 者 は SCV94 遺 伝 子 に 変異 を も つと 
報告 され て いた が 、 ワッ クス マン ら の 分 析 で も 
それ が 裏づけ られ た 。 同じ SCW94 遺伝 子 ン 


ャ ネル は 有望 な 研究 対象 と な っ た 。 オピオイド 
は 、 ニ ュー ロン の 表面 に ある 「 / オ ピオ イド 受 
容体 」 と 呼ば れる タン バク 質 と 結合 し 、 細胞 内 
の さま ざま な タン バク 質 に 影響 を 及ぼ す 。 細胞 
内 の タン バク 質 に は 痛み の 抑制 を 助け る も の も 
ある が 、 この 受容 体 は ほか の タン パク 質 に も 働 
きか ける た め 、 痛み の 抑制 に と ど ま ら ず 、 忌 感 
を 生む 。 や が て 体 は オビ オイ ド に 対し て 耐性 を 
も つよ うに な る 。 少量 で は 快感 が 得 ら れ な く な 
り 、 どん どん 量 を 増やす よう に な っ て 、 依存 症 
に 陥る の だ 。 

Nav1.7 は 侵害 受容 器 に し か 存在 し な いた 
め 、 こ の チャ ネル だ け を 進 断 す る 薬 は 効果 的 
な 鎮痛 剤 に な り そ う だ 。 リド カイ ン な ど 既 存 の 局 
所 麻酔 薬 は 、 体内 に ある 9 種類 の ナトリウム イ 
オン チャ ネル を 和 無 差別 に 焦 断 し て し まう 。 そ の 
な か に は 脱 の 多く の 機能 に 欠か せな い チ ャ ネ 
ル も ある た め 、 医師 は こう し た 薬 の 使用 を 、 手 


「 痛 み が ど うい う も の か 、 わ か ら な いん で す 。 人 が 痛 が っ て いる の は わか り ま す よ 。 


顔 を し か め て 、 と て も つら そう で す よ ね 、 で も 、 私 に は そん な 感覚 は あり ませ ん 」 


ジョ ー・ キ ャ メロ ン ( 先 天性 無痛 症 の 英国 人 女性 ) 


の 変異 で も 、 紅 痛 症 の 患者 の 変異 は 、 バキ ス 
タン の 無痛 症 の 子ども た ちと は 正反対 の 効果 を 
も た ら す 。 Nav1.7 チ ャ ネル が 異常 に 開き や す 
く な り 、 有害 な 刺激 が な く て も 、 ナトリウム イオ ン 
が 侵害 受容 器 に どっ と 流入 する の だ 。 

ワッ クス マン ら は 人 工 培養 し た ニュ ー ロ ン を 
使っ た 実験 で 、 SCV94 遺伝 子 の 変異 が 紅 痛 
症 を 引き 起こ す 、 この メカ ニズム を 実証 し た 。 
「 痛 み 信 号 を 出す ニュ ー ロ ン の 表面 に この チャ 
ネル を 作っ て 、 異常 に 強い 警報 を 出さ せる こと 
に 成功 し まし た 」 と ワッ クス マン は 説明 する 。 ナ 
トリ ウム イオ ン が どん どん 流入 し 続け 、 侵害 受 
容器 が 異常 に 興 奏 し た 状態 に た る 、 と いう こと 
だ 。 紅 痛 症 の 患者 で は 、 こう し た 欠陥 に より 、 
侵害 受容 器 が 脳 に 痛み の メッ セー ジ を 大 量 に 
送り 続け て いる と 考え られ る 。 

この よう に Nav1.7 チャ ネル の 開閉 で 、 侵害 
受容 器 の 痛み 信号 の 流れ を 制御 で きる こと が 
わか り 、 オビ オイ ド に 代わ る 依存 性 の な い 鎮 痛 
剤 の 開発 を 目指 す 研 究 者 た もち に と っ て 、 この チ 


| 術 な ど で 一 時 的 に 愚者 の 感覚 を まひ させ る 場 


合 に 限定 せ ざ る を えな い 。 製薬 会 社 は ほか の 
チャ ネル の 働き を 妨げ ず に 、 Nav1.7 だけ を 訪 
断 す る 化合 物 を 探し て いる が 、 今 の と ころ 見 つ 
か っ て いな い 。 

研究 が 進め ば 、 より 良い 楽 が 開発 され る だ ろ 
うと 、 ワッ クス マン は 楽観 し て いる 。 「 依存 性 が 
な く 、 効果 が 高い 、 新しい タイ プ の 鎮痛 剤 が 生 
まれ る で し ょ う 。 そ れ が いつ に な る か は 、 ま だ 
予想 で きま せん が 」 


感情 で 変わ る 痛み 


新薬 探し が 続く 一 方 で 、 脳 に 備わっ た 機能 
を 活用 し て 、 痛み を 抑え 、 痛み に 伴う 生活 上 の 
困難 を 改善 する 方 法 を 探る 研究 も 進ん で いる 。 
脳 の そう し た 機能 に は 目 を 見 張る も る の が ある 。 

一 例 と し て 、 肩 の 痛み を 訴え る 患者 300 人 
余り を 対象 に し た 近年 の 英国 の 研究 を 見 て み 
よう 。 こ の 愚者 た ちの 痛み の 原因 は 、 骨 の 一 


ミュ きょく 


部 が 練 の よう に 突き 出し た 「 表 球 」 と み ら れ る 。 
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この 種 の 痛み を 和らげ る た め に は 、 手術 で | 


骨 東 を 切除 する こと が 多い 。 研究 チー ム は 愚 
者 た ち を 無 作為 に 3 群 に 分 けた 。 第 1 群 に は 
切除 手術 を 実施 し 、 第 2 群 に は 手術 を し た と 思 
い 込 ませ て 、 切除 し な か っ た 。 第 3 群 に は 3 カ 
月 後に 再来 院 し 、 専門 医 の 診察 を 受け る よう に 
指示 し た 。 そ の 結果 、 第 1 群 と 第 2 群 の 患者 
は 、 同 程度 の 割合 で 肩 の 痛み が 軽減 され た と 
報告 し た 。 

「 串 者 が 感じ た 痛み の 軽減 は 、 プラ セ ボ 効果 
に よる も の だ っ た の で す 」 と 、 この 研究 の 論文 
を 執筆 し た 一 人 で ある オッ クス フォ ー ド 大 学 の ト 
レー シー は 言う 。 

も っ と も トレ ー シ ー に 言わ ちせ れ ば 、 た と え そ う 
だ と し て も 、 この 研究 結果 の 重要 性 に 変わ り は 
な い 。 プラ セ ボ 効果 の 威力 が 示さ れ た か ら だ 。 

ほか の 複数 の 研究 で 、 痛み が 軽減 され る と 
いう 軸 者 の 期待 感 が 、 実際 に 痛み を 和らげ る 
仕組 み も 解明 され て いる 。 期待 を も つこ と で 、 
脳 か ら 脊髄 へ 下る 痛み の 伝達 経路 が 活性 化 
され 、 脳 内 で 合成 され ん た オビ オイ ド が 放出 され 
て 、 末 槽 神経 か ら 送 られ て くる 痛み の 信号 が 
妨げ られ る と み ら れ て いる 。 

「 た だ の 自己 暗示 で は あり ませ ん 。 プラ セ ボ ポ 効 
果 の メカ ニズム が 、 脳 に ある この 非常 に 強力 な 
シス テム を 乗っ 取る の で す 」 と トレ ー シ ー は 言う 。 

痛み が ある と き は 、 た だ 痛い と 感じ も だ け で 
は な い 。 不快 感 、 恐怖 、 不安 と いっ た 感情 も 
痛み に 付い て 回 る 。 米 クリ ー プ ラン ド ・ ク リ ニ ッ 
ク の 神経 外科 医 、 アン ドレ ・ マ チャ ド 率 いる 研究 
チー ム が 実施 し た 臨床 試験 は 、 痛み に 伴う こう 
し た 感情 的 な 要素 を 標的 に し て 、 脳 深部 刺激 
療法 (DBS) を 試み る も の だ っ た 。 研究 チー ム 
は 、 脳卒中 の 発作 後に 慢性 的 な 神経 障害 性 
次 痛 に 苦し むように な っ た 10 人 の 患者 に 手術 
を 行い 、 感情 の 処理 に 関わ る 脳 の 領域 に 、 後 
小 な 電極 を 埋め 込ん だ 。 電 極 は 、 串 者 の 胸部 
に 挿入 され た 電子 機器 に 接続 きれ て いて 、 脳 
の 感情 処理 領域 に 1 秒間 に 200 回 近く 微弱 な 
電気 刺激 を 与え る 。 

「 何 人 か の 患者 で 、 生活 の 質 や 幸福 感 、 自 
立 レ ベル の 改善 が 見 られ まし た 。 た だ し 、 痛み 
は 変わ ら な い の で す が 」 と マチ ャ ド は 言う 。 
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イス ラ エ ル の テル アビ ブ の 
プ ブール で ひと 泳ぎ し た 76 
歳 の ペ サ ク ・ フ ェ ル ド マ ン 。 
狭 心 症 の 手術 後 も 心臓 の 
血 流 が 悪く 、 胸 の 痛み に 苦 
し ん だ 。 そ こ で 循環 器 専 
門 医 の シュ ム エ ル ・ バ ナイ 
が 開発 し た 治療 法 を 試し 
た 。 心臓 の 大 き な 静 脈 で 
ある 冠状 静脈 洞 に 、「 リ デ 
ュー サー」 と いう 網目 状 の 
ステ ン レ ス と 風船 が 付い た 
カテ ー テ ル (上 ) を 挿入 し 、 
ふく ら ま せる 。 これ で 心臓 
か ら 出 る 血 流 が 抑え られ 、 
栄養 が 十分 に 行き 届か な 
か っ た 心筋 に 血液 が 流れ 
込ん だ 。 お か げ で 「 以 前 の 
生活 を 取り 戻し た 」 と フェ 
ルド マン は 話す 。 


DAVID GUTTENFELDER 

上 :LIOR ZUR, TEL AVIV 
SOURASKY MEDICALCENTER 
下 :SHMUELBANAI TEL AVIV 
SOURASKY MEDICALCENTER 


ーーーーー… 


た と えば 、 最高 が レベ ル 10 と し て 、 自分 の 痛 
み は レ ベル 9 だ と 評価 し て いた 患者 は 、 手術 後 
も 痛み の レベ ル は 変わ ら な い が 、 いろ いろ な 活 
動 が で きる よう に な っ た と 報告 し た 。 寝 験 者 の 
一 人 、 リ ンダ ・ グ ラブ は 、 治 療 の 前 と 後 で は 大 
違い だ と 話し た 。 脳卒中 後 の 痛 み に さ いな ま 
れ 、 家 の ソフ ァ に 座っ た まま 日 々 を 過ごし て いた 
が 、「 い ろ ん な 場所 に 出かけ る よう に な っ た 」 と 
いう 。 「 そ の 意味 で は 世界 が 変わ っ た よう な も 
の 。 と て も 元気 に な っ て 、 私 の 生活 は が ら り と 
変わ っ た わ 」 

DBS は 愚者 に 恩恵 を も た ら す と みて よさ そう 
だ が 、 な ぜ そ ん な 効果 が ある の か 。 マチ ャ ド ら 
が 慢性 疹 痛 の 加 者 だ け で な く 、 健康 な 披 験 者 
も 対象 に 、 その 後に 行っ た 実験 で 、 この 謎 を 解 
く 手がかり が 得 ら れ た 。 

実験 で は 、 被験 者 の 腕 に 二 つ の 装置 を 固定 


し 、 スク リー ン を 見 る よう 指示 し た 。 装置 の 一 
つ は 皮膚 に 熱 刺 激 を 与え 、 も う 一 つ は 無害 な 
振動 を 伝え る だ け だ 。 スク リー ン に 表示 され る 
合図 で 、 ど ちら の 刺激 が 与え られ る か 、 また は 
どちら も 与え られ な いか 、 拉 験 者 に は 事前 に わ 
か る よう に な っ て いる 。 こ の 状態 で 、 脳 の 電気 
的 な 活動 を 記録 し た 。 

マチ ャ ド ら は 、 熱 刺激 が 与え られ る と き 、 た だ 
の 振動 の と き 、 何 も な いと き の 寝 験 者 の 脳 の 活 
動 を 比べ た 。 す る と 、 慢性 次 痛 の 恵 者 で は 、 
痛み を 伴う 熱 刺 激 で も 、 無害 な 振動 で も 、 刺激 
され る と わか っ て いる と き は 、 同じ よう な 活動 バ 
ター ン が 見 られ た 。 一 方 、 健康 な 被験 者 は 、 
熱 刺激 を 与え られ る と きだ け 、 特定 の 領域 が 活 
性 化し た 。 慢 性 疹 痛 の 患者 も 、 DBS 治 療 を 受 
け な が ら 実 験 を 繰り 返す と 、 し だ い に 健 康 な 被 
験 者 に 近い バタ ー ン を 示す よう に な っ た 。 


慢性 靖 痛 の 患者 の 脳 は 、 絶え ず 襲 っ て くる 
痛み に 条件 付け され た 状態 に な り 、 あら ゆる 刺 
激 が 痛み を 伴う か の よう に 反応 し て し まう 。 そ 
の た め に 吊 者 は 苦し む の で は な いか と 、 マチ ャ 
ド ら は 考察 し た 。 

DBS 治 療 を 受け た こと に よっ て 、 慢 性 次 痛 
の 患者 の 脳 で 正常 な 反応 が ある 程度 よみ が え 
り 、 「 痛み を 伴う 刺激 と 、 そう で な い 刺 激 を 再び 
識別 で きる よう に な っ た の で し ょ う 」 と マチ ャ ド は 
言う 。 「 生活 に 支障 を きた さ な い た め に は 、 そ う 
し た 能力 が 必要 で す 」 


VR の 効果 


仮想 現実 (VR ) も 痛み の 軽減 に 役立つ か も 
し れ な い 。 米 メリ ー ラ ンド 大 学 の 神経 科学 者 、 
ルアナ ・ コ ロカ の 研究 室 を 訪ね 、 そ の 威力 を 実 
際 に 体験 し て みた 。 
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米国 オハ イオ 州 の ビー ル 
醸造 所 で 行わ れ た 徒競走 
に 出場 し 、15 メ ー ト ル ほ 
ど を 完走 する リン ダ ・ グ ラ 
ブ 。 脳卒中 の 発作 後に 慢 
性 疲 痛 に 苦し み 、 家 に こ 
も りき り に な っ て いた 彼女 
は 、 クリ ー ブ ラ ンド ・ ク リ ニ 
ッ ク の 神経 外科 医 、 アン 
ドレ ・ マ チャ ド の 臨床 試験 
に 参加 し 、 脳 深部 刺激 療 
法 (DBS) の 治療 を 受け 
た 。 痛み は 消え な い が 、 と 
て も 活動 的 に な っ た と 話 
す 。「 縄 跳び まで は 無理 だ 
けど 、 い ろ ん な 場所 に 出 か 
ける よう に な っ た わ 」。 治 
療 で は 、 2 本 の 微小 な 電 
極 を 脳 に 埋め 込み (上 )、 
痛み の 感情 的 な 要素 に 関 
わる 領域 に 微弱 な 電気 刺 
激 を 与え た 。 


右 : DAVID GUTTENFELDER 

上 : STEPHEN JONES, CLEVELAND 
CLINIC,COMPOSITEOFCTAND 
MRISCANS 


46 


痛み を 和らげ る 科学 47 


リク ライ ニン グチ ェ ア に ゆっ た り と 身 を 委ね る 
と 、 助手 が 左 の 前 腕 に 小さ な 箱 を 固定 し た 。 マ 
チャ ド ら の 実験 で 使わ れ た の と 同じ よう な 装置 
で 、 コン ビュ ー タ ー 制 御 で 温度 を 上 げ 下 げ し 、 
熱 刺激 を 与え た り 、 止め た り で きる 。 右手 に は 
ボタン の 付い た コン トロ ー ラ ー を 持た され 、 熱 
刺激 を 止め た いと き は 、 ボタ ン を 押せ ば いい と 
教え られ た 。 

最初 の 数 回 は 、 装置 が 温まっ た 段階 で ボタ 
ン を 押す よう 指示 され た 。 次 の 数 回 は 、 ちょ っ 
と 熱 す ぎる と 感じ た 段階 で 押す よう に 言わ れ 、 
最後 の 数 回 で は 、 で きる だ け 我 慢 し て 、 いよ い 
よ 耐 えら れ な く な っ た ら 押 す よ うに と 言わ れ た 。 

次 に VR ゴ ー グ ル を 装着 し て 、 さっ き と 同 ヒー 
連 の 実験 を 繰り 返し た 。VR の 世界 で は 、 私 は 
心 安 ら ぐ 音楽 を 聴き な が ら 、 海 中 散歩 を 楽し 
み 、 色 と り ど り の 魚や 虹 人 色 に 輝く 大 き な ク ラ ゲ に 
目 を 奪わ れ て いた 。 時々 、 装置 の 熱き を 感じ て 
現実 に 引き 戻さ れる 。 

実験 終了 後に 、 毎回 どの くら い の 温 度 に 耐 
えて いた か 、 コロ カ が 記録 を 見 せ て くれ た 。 YR 
ゴー グル を 装着 し た と き に は 、「 温か い 」「 熱 い 」 
「 面 え が た い 」 と 感じ た 3 段階 の すべ て で 、 装 
着 し な いと きよ り 温 度 が 高かっ た 。 特 に 「 面 え 
が た い 」 と 感じ た 温度 は 1.5C て も 上 が り 、 47.7 
て に 達し て いた 。 コロ カ に よれ ば 、 これ は 「 と て 
も 大 き な 差 」 だ 。 

「 心 安らぐ 音楽 を 聴き な が ら 、 VR の 世界 に 入 
り 込 ん で いた と き は 、 は る か に 強い 痛み に 耐え 
られ た の で す 」 と 彼女 は 話す 。 

VR に は な ぜ 、 痛み に 対す る 耐性 を 高め る 効 
果 が ある の か 、 ま だ 明確 に は わか っ て いな い 。 
一 説 で は 、 痛み か ら 注 意 を そら すか ら だ と いわ 
れ て いる 。 痛み の 信号 伝達 と 痛み の 知覚 に 関 
わる 神経 回 路 網 が VR か ら 受 ける 刺激 の 処理 
に 使わ れる 、 と いう の だ 。 一 方 で 、 感情 を 調節 
し 、 気分 を 変え る こと で 痛み が 軽減 され る と い 
う 説 も ある 。 

コロ カ の 実験 で 、 VR に よる 娯楽 が 患者 を リラ 
ックス させ 、 不安 を 減ら し 、 痛み の 軽減 に 重要 
な 役割 を 果たす こと が わか っ た 。 メカ ニズム は 
どう あれ 、 すでに VR は 重度 の や けど な ど 、 急 
性 の 痛み を 和らげ る た め に 臨床 で 用 いら れ て で 
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入浴 前 、 父親 の ダニ エル ・ 
ボル ツ に キス を され る 生 
後 8 カ月 の 女の子 、 ペイ ト 
ン 。 母親 が 妊娠 中 に へ ロ 
イン を 使っ た た め 、 生後 す 
ぐに 新生 児 薬 物 離脱 症候 
群 と 診断 され 、 ペ ン シ ル ベ 
ニア 州立 小児 病院 の 新生 
児 集中 治療 室 で 2 カ月 問 、 
薬物 の 影響 を 断ち 切る 治 
療 を 受け た 。 長期 的 な 影 
響 に 関す る 研究 は まだ 少 
な い が 、 胎内 で ヘロイン な 
どの オピオイド に さら され 
た 赤ちゃん は 、 健康 な 新生 
児 に 比べ て 痛み を 感じ や 
すく 、 認 知 、 行 動 、 発 達 上 の 
障害 を 抱え る 懸念 も ある 。 


DAVID GUTTENFELDER 


いる 。 コロ カ は 慢性 的 な 痛み に も 、 この 手法 が 
役立ち そう だ と 考え て いる 。 


苦し み を 共有 する 


骨頭 で 紹介 し た フリ ス は 数 年 前 に 患者 団体 
の 結成 に 関わ り 、 今 で も 毎月 グル ー プ の 集い を 
主宰 し て いる 。 目的 は 、 集団 療法 を 気軽 に 受 
け て も ら う こと 。 思考 や 感情 が 痛み の 感じ 方 を 
変え る こと が 近年 の 研究 で わか っ て きた の で 、 
その 知見 を 活用 し よう と いう の だ 。 

最近 、 ロ サン ゼル ス の 教会 で 開か れ た 集い 
に 参加 し て みた 。 ノリ ス は 集まっ て きた 串 者 に 
私 を 紹介 し て くれ た 。 男性 5 人 、 女 性 5 人 が 集 
まり 、 椅子 を 円 形 に 並べ て 座っ た 。 

最初 に 口 を 開い た の は 、 プラ イア ン と 名 乗る 
男性 だ 。 診 断 の つか な い 強 い 腹痛 に 苦し ん で 
いる が 、 柔術 の 教室 に 通う こと で 少し 気 が 紛 れ 


て いる と いう 。 「 痛み を 忘れ る た め に 、 別 の 痛 
み を 求め る な ん て 、 情け な い 話 で す が ね 」。 そ 
う 言 っ て 、 プラ イア ン は 笑っ た 。 「 私 は ここ に い 
る 皆さん の こと を し ょ っ ちゅ う 考 えま す 。 そ うす 
る と 、 気持 ち が 楽 に な り ま す 」 

た と え 以 前 に 聞い た 話 で も 、 誰か が 話す と き 
は 、 親身 に な っ て 耳 を 傾け る 一 メン バー の 間 
に は 、 そん な 暗黙 の 約束 事 が ある よう だ っ た 。 
「 私 は 今日 、 自殺 防止 の ホッ トラ イン に 電話 し た 
わ 」。 ジ ェ ー ン と いう 名 の 女性 が そう 打ち 明け た 。 
「 友 達 に は さん ざん 愚痴 を 言っ て きた の で 、 も う 
電話 し ちゃ いけ な いと 思っ た か ら 」 

フリ ス は 、 彼女 を は じ め メ ン バ ー 全 員 に 、 つら 
く な っ た らい つ で も 自分 に 電話 し て ほし い 、 と 話 
し た 。 「 時 に は 、 た だ 叫び た く な る こと だ っ て あ 
る で し ょ う 」。 他 人 に 助け を 求め る の は 気 が 引 
ける と 発言 し て いた も う 一 人 の 女性 の 方 を 見 


て 、 ノ フリ ス は こう 付け 加え た 。 「 遠慮 せ ず に 、 思 
い 切 り 叫 ん で くだ さい 」 

会 合 が 終わ っ た 後 、 フ リス に 聞い て みた 。 毎 
月 集会 を 開く の は 大 変 だ らち う が 、 何 が あな た を 
突き 動か し て いる の か 、 と 。 「 私 の 体験 は ほか 
の 人 た ち に も 役立つ こと が 多い の で ね 」。 そ う 
答え て か ら 、 自分 も この 集まり に 救 わ れ て いる と 
打ち 明け た 。 「 私 も まだ 社会 の 一 員 と し て 、 ささ 
や か な 貢献 が で きる 。 そ う 気 づか せ て くれ る の 
で す 。 そ れ に 、 慢 性 の 痛み と 向き 合っ て いる の 
は 自分 だ け で は な いこ と に も ね 」 


筆者 ユ コディ ジッ ト ・ バ タチ ャ ル ジ ー(Yudhijit Bhattacharjee ) 
は 2018 年 2 月 号 「 善 と 悪 の 科学 」 な ど を 担当 。 写 真 家 の デ ビッ ド ・ 
グッ テン フェ ル ダ ー(David Guttenfelder)、 ロバ ー ト ・ ク ラー 
ク (Robert Clark)、 ロビ ピン ・ ハ モン ド (Robin Hammond)、 ク 
レイ グ ・ カ トラ ー (Craig Cutler) は フリ ー ラ ンス 、 マ ー ク ・ テ 
イッ セン (Mark Thiessen ) は 英語 版 編集 部 所 属 。 
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を 

交通 事故 後に 処方 され 
た 鐘 痛 剤 が きっ か け で 依 
存 症 に な っ た フェ ルナ ン 
ド ・ イ リザ リ ( 左 )。 私 は 
ケン ジン トン 通り で 2 日 
間 、 彼 と 過ごし た 。 腕 は 
針 の 痕 だ ら け で 注射 を 打 
て な い の で 、 知 人 に 頼ん 
で 首 に 打っ て も ら っ て い 
る 。 中 身 は 路上 で か き 集 
め た 薬物 の 残り か す だ 。 
路上 で は 、 依存 症 者 同 
土 が 助け 合う 論 を よく 見 
か ける 。 過 剰 摂取 で 死に 
そう な 仲間 に 、 応急 措置 
と し て 麻薬 牛 抗 末 ナ ロキ 
ソン の 鼻 ス プレ ー を 投与 
する こと も ある 。 


右 

私 も 過剰 摂 取 の 女性 を 
発見 し た 。 彼女 は 意識 を 
失い 、 血の気 が 引い て い 
た 。 警備 員 の 通報 で 救 
急 隊 が 駆け つけ 、 処置 を 
受け て 息 を 吹き 返し た 。 


れ だ け は 知っ て お いて くれ 」。 あ る 男性 か ら こ ん な 助言 を 受け た 。 
(人 琴 較 馬 の 滞 り に いる 誰 も 、 自 分 が こん な ふう に な る と は 思っ て いな か っ 
た ん だ 」。 訪れ た の は 、 ペン シル ベニ ア 州 フィ ラ デ ル フィ ア の ケン ジ 
ント ン 通り 。 高 架 鉄道 の 下 を 走る 薄暗い 大 通り だ 。 それ は 、 オ ピ オ 
| 還 訂 イド 掲 が 広がる 米国 の どこ に で も あり そう な 通り だ っ た 。 
フィ ラ デ ル フィ ア で は 、 2018 年 に 薬物 の 過剰 摂取 で 1116 人 が 
亡くな っ た 。 5 年 前 と 比べ る と 死者 は 倍 以上 で 、 その 8 割 は オビ ピオ イド が ら み だ 。 
ケン ジン トン 通り に は 何 百 人 も の 路上 生活 者 が いる 。 彼ら の 多く は や せこ け 、 衰 准 
し 、 無 数 の 注射 針 の 痕 が 痛々 し い 。 薬 の 効果 が 切れ る と 、 苦し きか ら 逃 れ よう と 曜 起 
に な り 、 腕 や くる ぶし 、 首 な ど 、 所 構わ ず 注 射 針 を 突き 刺す 。 
ここ で 路上 生活 を し て いる 一 人 、 フェ ルナ ンド ・ イ リザ リ は 33 歳 。 小柄 で 細身 、 黒い 
ひげ が 特徴 で 、 親切 な 男 だ 。 薬 物 の 混合 に 使わ れ た ボトル の 蓋 が 落ち て いな いか 、 
いつ も 探し 回 っ て いる 。 蓋 に 残っ た 薬物 の か す を か き 集 め て 注射 する た め だ 。 
2005 年 9 月 11 日 、 イリ ザ リ は オー トバ イ を 運転 中 、 車 に 追突 し た 。 何 カ月 も リハ ビリ 
を 受け 、 オピオイド 系 の 鎮痛 剤 バー コセット を 処方 きれ て 退院 。 だ が 、 か か りつ け の 
医師 が 亡くな る と 、 新しい 医師 は この 薬 の 処方 を 拒ん だ 。 や む な く 町 で 密売 人 か ら 買 
お うと し て 、 パー コセット は 2 回 分 で 10 ド ル ( 約 1100 円 ) だ と 知っ た 。 し か し 、 も っ と 強 
い ヘ ロイ ン は 1 回 分 で 5 ドル ( 約 550 円 ) だ と いう 。 「 條 は そっ ち を 選ん じ ま っ た ん だ 」 
取材 を 始め た 当初 は 、 あま り の 惨状 に 腰 が 引け た 。 だ が 、 思い 切っ て 声 を か ける 
と 、 彼ら は も と も と 普通 の 人 た ち だ っ た と わか っ た 。 大学 時 代 や 仕事 の こと 、 家族 、 
将来 の 抱負 も 話し て くれ た 。 ダン サー だ っ た と いう 若い 女性 は ブー ツ を 脱ぐ と 、 や せこ 
けた 脚 で 爪先 立ち し て 、 バレ エ の 回 転 を 見 せ て くれ た 。 慢性 疾患 に 過 え よう と し た 、 
ある い は 事 逆 の 後遺 症 か ら 立 ち 直 ろう と し た だ け で 、 根本 で は 私 た ちと 変わ ら な い 。 


薬物 の 魔 の 手 に 


痛み か ら 逃 れる た め 、 
多く の 米国 人 が 
オピオイド 系 鎮痛 剤 に 
依存 し 始め 、 

や が て ヘロイン な ど 、 
強い 桑 物 に も 

手 を 出す よう に な っ た 。 
これ は 、 全米 を 揺るが す 
深刻 な 危機 だ 。 

フィ ラ デ ル フィ ア の 
ケン ジン トン 通り で 


捕 ち われ た 人 々 の 
悲惨 な 現実 を 
目の当たり に し た 。 


文 ・ 写 真 = デ ビッ ド ・ グ ッ テ ン フェ ル ダ ー 


取材 を 始め た 当初 は 、 あま り の 惨状 に 腰 が : 
だ が 、 思い 切っ て 声 を か ける と 、 
彼ら は も と も と 普通 の 人 た ち だ っ た と わか - 


中 けた 。 


> た 。 


ーー 
左 か ら 時 計 回 り 

この 女性 に は 路上 生活 に 
つい て 聞き 、 音 の 写真 を 
見 せ て も ら っ た 。 鏡 の 破 
片 を の ぞ き 込ん で マス カ 
ラ を 塗る その し ぐさ に 、 か 
つて の 姿 が 垣間見 えた 。 


この 若い 男性 は 18 歳 前 
後 で パー コセット を 使い 
始め 、 その 後 へ ヘロイン に 
手 を 出し た と いう 。 攻 代 
欲し さ に 盗み を 働き 、 刑 
務 所 に 入っ た こと も ある 。 
母 貌 は 近く に 住ん で いる 
が 、 薬 を 断 た な いと 家 に 
は 戻れ な いと 言っ て 、 彼 
は 泣い た 。「 こ ん な 状 を 
見 せ た く な いよ 」 


高架 鉄道 の 下 を 走る ケン 
ジン トン 通り は 、 フ ィ ラ デ 
ルフ ィ ア の な か で も 催し 
い 地 区 を 買 き 、 写 真 の よ 
うな うら 寂し い 横 道 と 何 
本 も 交差 し て いる 。 


多く の 慈善 団体 が 、 依 存 
症 者 に 支援 の 手 を 差し 伸 
べ て いる 。 この 日 は 、 キリ 
スト 教団 体 が ホー ムレ ス 
に 食事 を 提供 し た 後 、 円 
陣 を 組ん で 神 に 祈っ た 。 
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全 粒 穀 物 と 葉 野菜 、 

ナッ ツ に 豆 を 中 心 と し た 
昔ながら の 食 生 活 を 
送れ ば 、 病 気 に 

か か り に くく 、 
健康 で いら れ そ うだ 。 


界 各 地 の 長 生き の 人 た ち を テー マ に 、 ダン ・ ビ ュー トナ ー が 特集 
「 長寿 の 極意 」 を 寄稿 し た の が 2005 年 11 月 号 。 そ れ か ら 14 
年 以上 が た つが 、 ビュ ー ト ナー は 現在 も 、「 プ ルー ゾー ン 」 と 
呼ば れる 健康 な 高齢 者 が 多い 地域 に 住む 100 歳 以上 の 長寿 
者 、 いわゆる 「 百 寿 者 」 の 健康 の 秘訣 を 追い 続け て いる 。 そ し て 最近 、 4 カ所 の プル ー 
ゾー ン を 再び 訪れ 、 健康 長寿 を 支え る 食べ 物 に つい て 、 さら に 詳し く 調 べた 。 そ の 地 
域 で 食べ られ て きた 伝統 的 な 料理 の レシ ピ に 、 長寿 を 支え る 秘密 が あっ た の か ? 


100 歳 を 超え る 男性 の 


sw イタ リア サル デー ニャ 島 


サル デー ニャ 島 の 食卓 に 欠か が せ ない サワ ー 組 の パン を 食べ る と 、 SS つう = 
柄 白 パン を 食べ た 場合 より 、 箇 質 が ゆっ くり と 凪 流 に 収 され る 。 


土鍋 に 入っ た スー プ を 力強く か き 混 ぜ な が ら 、 99 歳 の アス ン 
) タ ・ ポ ッ ダ は に っ こり 笑っ て 、「 ミ ネス トロ ー ネ よ 」 と 言っ た 。 
oo コノ ィ Si 鍋 を の ぞ き 込む と 、 豆 、 ニン ジン 、 タマ ネギ 、 ニ ン ニ ク 、 ト 

マト 、 フェ ン ネ ル 、 コ ー ル ラビ (キャ ベツ の 仲間 )、 ハ ー プ な 
ど が 黄金 色 の オリ ー プ オォ イル と 混ざり 合っ て いる 。 テー プル 
に は 、 サ ワー 種 で 作っ た 酸味 の ある バン 、 庭 か ら 摘ん で き 
た 葉 野菜 、 赤ワイン が 並び 、 窓 か ら 夕日 が 差し 込ん で いる 。 
何 世 紀 も 前 か ら 変わ ら な い 食卓 の 風景 だ 。 

「 卒 っ て 」 と 促さ れ 、 私 は ポッ ダ の 家族 と 、 この 地域 を 研 
究 し て いる 疫学 者 の ジャ ン ニ ・ ペ ス と と も に 食卓 に 着い た 。 
ポッ ダ は 、 99 歳 と は 思え な いし っ か り し た 手つき で 、 一 同 の 
グラ ス に ワイ ン を 注ぎ 、 熱々 の スー プ を よそ っ た 。 

「 さ あぁ 、 どう ぞ 」 

私 た ち が 該 れ た の は 、 サル デー ニャ 鳥 の ジェ ン ナ ル ジ ェ 
ント ゥ 山地 の 東側 斜面 に 位置 する 、 ヌ ー オ ロ 県 の アル ツァ 
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ナ 村 だ 。 こ こ は 、 100 歳 以上 の 男性 の 人 口 密度 が 世界 で 
最も 高い 。 第 2 次 世界 大 戦 以 降 、 こ の 村 で は 38 人 の 村人 
が 100 歳 を 迎え た 。 100 人 に 1 人 の 割合 だ 。 

ベス は 、 1990 年 代 後 半 に その 事実 を 知っ て か ら 、300 人 
以上 の 百 寿 者 に 会 い 、 丁寧 な 聞き 取り 調査 を し て きた 。 そ 
の 結果 、 こ の 地域 の 長寿 を 支え て いる 主 な 要因 は 、 坂 の 
多い 地形 、 強い 家族 愛 、 高齢 者 へ の 敬意 、 女性 が 家庭 
の スト レス の 大 半 を 引き 受け る 母系 文化 で ある こと 、 そし て 
簡素 で 伝統 的 な 食事 だ と いう 結論 に 達し た 。 また 、 百 寿 者 
の 連れ 合い は 、 百 寿 者 の 兄弟 姉妹 より も 長生 きす る 傾向 
が ある こと も わか っ た 。 つ まり 遺伝 子 より も 、 食 生 活 や 生活 
習慣 の 影響 が 大 きい 、 と ペ ス は 考え て いる 。 

ペ ス は 、 スプ ー ン いっ ぱい に ミネ スト ロー ネ を すく っ て 口 
に 運ん だ 。 「 う まい !」 と 感嘆 の 声 を 上 げ 、 ポッ ダ を 称 替 の ま 
な ざし で 見 た 。 彼女 は 恥ず か し そう に 肩 を すく め た 。 

ミネ スト ロー ネ に は 、 必須 アミ ノ 酸 、 数 々 の ビタ ミン 、 多 様 
な 食物 繊維 が 含ま れ て いる 。 ペ ス に よる と 、 百 寿 者 の 消化 
器官 に は 、 食物 繊維 を 通常 より も 高い レベ ル の 奇数 鎖 脂 
肪 酸 に 変え る 細菌 が 多く いる そう だ 。 これ ら の 飽和 脂肪 酸 
は 、 心臓 疾患 リス ク の 低下 に 関係 が ある と され る ほか 、 が 
ん を 防ぐ の に 役立っ て いる 可能 性 も ある と いう 。 

ペ ス と 私 は 、 モウ ロ と いう 別 の 長寿 村 で 、 100 年 前 か ら 続 
く 、 住民 が 共同 で 運営 する バン 屋 を 見 学 し た 。 そ こ で は 、 
この 地方 の 食事 に は 欠か せな い 独 特 な バン が 焼 か れ て い 
る 。 責任 者 の レジ ー ナ ・ ボ ポイ は 80 代 の 小柄 な 女性 で 、 10 
人 ほど の 女性 スタ ッ フ の 間 を 元気 よく 飛び 回 っ て 、 バン 作り 
を 仕切 っ て いた 。 

その パン 生地 に は 、 ボ ポイ 家 に 代々 伝わっ て きた 発酵 用 の 
サワ ー 種 が 使わ れ て いる 。 そ れ は 、 泡 の 浮い た どろ どろ し 
た 液体 で 、 酵母 と この 土地 固有 の 乳酸 苗 が 含ま れ て いる 。 
その 酵母 と 乳酸 画 か ら 二 酸化 記 素 が 発生 し て 、 バン が 膨 
らむ 。 ま た 、 乳酸 菌 に は 糖 質 を 分 解 し て 乳酸 を 作る 働き も 
ある 。 この 乳酸 が バン に 独特 の 酸味 を 与え る が 、 ペ ス に よ 
れ ば 、 そ れ 以 上 に 大 切な こと が ある と いう 。 
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フラ ンカ ・ ピ ラス ( 右 ) が 、 近所 の アン ジェ ラ ・ ロ イ と マリ サ - ス トチ ー ノ 、 娘 の ミケ ラ ・ デ ムー ロ と 孫 の ニ ー ナ と 一 緒 に 、 
クル ル ジ ョ ネス と いう 絢 土 料理 を 作る 。 ジャ ガイ モ 、 ペコ リー ノ チ ー ズ ト を パス タ 生 地 で 包ん だ も の だ 。 
ANDREA FRAZZETTA 


サワ ー 種 で 作っ た バン を 食べ る と 、 一 般 的 な 精白 バン を 
食べ た と き に 比べ て 、 糖 質 が 血 流 に 吸収 され る 速度 が 25 
% も ゆっ くり に な る の だ 。 

ポッ ダ 家 で の 夕食 が 終わ り に 近づく と 、 ペ ス が グラ ス を 掲 
げ 、 サ ル デ ー ニ ャ 上島 特有 の 乾杯 の 音頭 を 取っ た 。 「 皆さん 
が 100 歳 ま で 生き られ ます よう に !」 

「 あ な た も 長生 き さ れ ます よう に !」 ポッ ダ の 家族 も に ぎ や 
か に 乾杯 を 返し た 。 少 し 遅れ て 、 ポッ ダ も 同じ 言葉 を 優し く 
繰り 返し た 。 実 は 、 こ の 夕食 会 か らし ば らく し て 、 ポッ ダ は 
めで た く 100 歳 の 誕生 日 を 迎え た 。 


南北 米 大 陸 で 
成人 の 平均 余命 が 、 
最も 長い 地域 。 


コス タリ カ ニコ ヤ 半 島 


パイ ナッ プル や パパ イア な どの 果物 が 自宅 の 庭 で 簡単 に 手 に 入る た め 、 
年 間 を 通じ て 、 植 物 を 中 心 と し た 食 生活 を 送る こと が で きる 。 


ニコ ヤ 己 SS 
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百 寿 者 の 研究 を 始め た 頃 、 ジ ャ ン ニ ・ ペ ス は 地図 上 で 長寿 
者 が 住む 地域 に 青い 印 を 付け て いき 、 サル デー ニャ 鳥 の 
ヌー オロ 県 に 印 が 集中 し て いた の で 、 そこ を 「 ブ ルー ゾー 
ン 」 と 呼応 よう に な っ た 。 私 は 長寿 者 の 多い 地域 を 探し て 
世界 各地 を 訪ね て いた と き に ペ ス と 知り 合い 、 自分 が 見 つ 
けた 長寿 の 地域 (コス タリ カ の ニコ ヤ 半 島 、 ギリ シャ の イカ リ 
ア 鳥 、 日 本 の 沖縄 、 米国 カリ フォ ルニア 州 南部 に ある セ プ ン 
ス デ ー・ ア ド ベ ンチ スト 信者 の コミ ュ ニ ティ ー) に も 、 プ ブルー 
ゾー ン と いう 言葉 を 使わ せ て も ら う よう に な っ た 。 

私 は 各地 域 で 食 生 活 を 調査 し 、 過去 100 年 に わた っ て 
食べ られ て きた 食品 の リス ト を 作っ た 。 20 世紀 後半 まで 、 こ 
うし た 地域 の 食 生 活 は ほとん ど が 、 最小 限 し か 加工 され て 
いな い 植 物性 の 食品 一 一 主 に 全 粒 穀 物 、 葉 野菜 、 ナ ッ ツ 、 
イモ な どの 塊茎 類 、 豆類 一 だ け で 構成 され て いた 。 肉 
を 食べ る の は 平均 で 月 に 5 回 。 飲み 物 は 主 に 水 、 ハー ブ テ 
ィ ー、 コー ヒー、 少 量 の ワイ ン だ っ た 。 牛乳 を ほとん ど 、 ま 
た は まっ た く 飲 ん で いな か っ た し 、 甘い 炭酸 飲料 に も 縁 が 
な か っ た 。 グロ ー バ ル 化 に 伴い 、 加工 食品 や 動物 性 食品 、 
ファ スト フー ド が 、 伝統 的 な 食 生 活 に と っ て 代わ りつ つ あ る 。 

私 は 伝統 的 な 食 生 活 が 健在 な コス タリ カ の ニコ や ヤ 地 方 


を 訪ね 、 世界 で 最も 健康 的 か も し れ な い 朝 食 と 出合 っ た 。 

夜明け と と も に 、 マリ ア ・ エ レナ ・ ジ メ ネ ス ・ ロ ハス は サン タダ 
クル ス 市 に ある トル ティ ー ヤ 専門 店 で 、 12 人 ほど の 女性 と 
一 緒 に 土 造 り の か ま ど に を くべ 、 大 き な 釜 を か け て 、 スパ 
イス を 利 か せ た 豆 を 炊き 始め る 。 ロハス は 、 トウモロコシ で 
作っ た 生地 を ゴル フ ボ ー ル 大 に つま み 取 っ て は 、 慣れ た 手 
つき で くる くる と 転がし 、 円 形 に 薄く 伸ばし て いく 。 そ れ を 、 
熱し た 素焼き の 板 に べた ん と た た きつ ける 。 生地 は バン ケ 
ー キ の よう に 膨らん だ か と 思う と べし ゃ ん こ に な っ て 、 あっ と 
いう 間 に ト ル テ ィ ー ヤ が 焼き 上 が っ た 。 

3 人 の 女性 が 、 豆 の 大 釜 に タマ ネギ 、 赤 唐 辛子 、 ハ ー ブ 
を 加え て 混ぜ た 。 豆 が 軟らか く な っ た と ころ に 、 炊い た 米 、 
炒め た ビー マン 、 タマ ネギ 、 ニ ン ニ ク を 加え る と 、 中 米 の 伝 
統 料理 「 ガ ジョ ・ ビ ント 」 が 完成 する 。 客 た ち は ト ル テ ィ ー ヤ 
に ガ ジ ョ ・ ビ ント を た っ ぷり と 載せ 、 チレ ロ と いう 辛い ソー ス 
を か け て か ぶり つき 、 プラ ッ ク コ ー ヒ ー で 流し 込む 。 こ の 味 
も 栄養 も 満点 な 朝食 に は 、 数 千年 の 知恵 が 詰まっ て いる 。 

コス タリ カ の プル ー ゾ ー ン は 、 ニコ ヤ 半 鳥 の 内 陸 部 に 位 
置 する 全長 50 キ ロ ほ どの 細長 い 地 域 だ 。 土 地 の 大 半 は 
間 燥 し た 牧草 地 や 森林 で 、 住民 た ち は ト ウ モ ロコ シ と 豆 を 
中 心 と し た 食 生 活 を 、 熱帯 の 果物 や 庭 で 育て た 野菜 で 補 
い 、 た ま に 野 生 の 動物 や 魚 を 捕っ て 食べ て きた 。 こ の 地方 
の 成人 の 平均 余命 が 南北 米 大 陸 で 最も 長い こと や 、 60 歳 
以上 の 男性 の 死亡 率 が 世界 の ほか の 地域 の 同じ 年 齢 層 
の 男性 の な か で 、 最も 低い こと は 、 こう し た 伝統 的 な 食 生 
活 と 関係 し て いる と 考え られ て いる 。 

ニコ ヤ 地 方 の 人 々 が 長生 き な の は 、 トウモロコシ の トル テ 
ィ ー ヤ の お か げ ば か も し れ な い 。 トウ モロ コシ は 、 ビタ ミン や ミ 
ネ ラ ル 、 食物 繊維 が 豊富 な 複合 炭水化物 を 摂取 で きる 優 
れ た 穀物 だ 。 ま た 、 この 地方 で 乾燥 レ し た トウ ゥ モロ コシ を 濱 
け て お く 庶 汁 に 使う 木 灰 に は 、 殻 粒 の 細胞 壁 を 分 解す る 
作用 が ある ほか 、 コレ ステ ロー ル の 抑制 に 役立つ と され る 
ナイ アシ ン ( ビ タ ミ ン B3) を 引き 出す 働き が ある と され て いる 。 

また 、 ガ ジ ョ ・ ビ ント に 使わ れる 黒い 豆 に は 、 抗 酸化 作用 
の ある 色素 成分 が 含ま ん て いる うえ 、 腸 を きれ い に し て くれ 
る 食物 畿 維 も 豊富 だ 。 

だ が 、 こ の 料理 の 真価 は トウ モロ コシ と 豆 の 組み 合わ せ 
に ある 。 私 た ちの 体 は 筋肉 を 作る た め に 、 タン バク 質 を 構 
成す る 9 種 の 必須 アミ ノ 酸 を 食品 か ら 摂取 する 必要 が あ 
る 。 肉 や 魚 、 卵 な どの 動物 性 食品 に も ち 、 そ の 9 種 が 含ま れ 
て いる が 、 体 に 悪い コレ ステ ロー ル や 飽和 脂肪 酸 も 含ま れ 
る 。 豆 と トウ モロ コシ を 合わ せる と 、 必須 アミ ノ 酸 が すべ て そ 
ろう うえ 、 不 健康 な 要素 は 含ま れん な い の だ 。(68 ペ ー ジ へ 続く ) 


コス タリ カ の 
ブル ー ゾ ー ン は 、 
ニコ ヤギ 島 の 

内 陸 部 に 位置 する 
全長 50 キ ロ ほ どの 
細長 い 地域 だ 。 
土地 の 大 半 は 
乾燥 し た 牧草 地 や 
森林 に 履 わ れ て いる 。 
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ニコ ヤ 半 島 


コス タリ カ 


と 


102 歳 に な る 父親 の パチ ー ト と 閥 の シク ス ト に 、 ニコ ヤ 地 方 で 一 般 的 な 朝食 を 出す パウ リナ ・ ビ リエ ェ ガ ス 。 
コー ヒー、 卵 、 米 と 豆 の 煮物 に 、 フォ ゴン と いう 敵 ス トー ブ で 焼い た トル ティ ー ヤ な ど 、 ボリ ュー ム 潮 点 だ 。 


NICOLE FRANCO 


100 億 人 の 地球 、 
何 を 食べ れ ば いい ? 


2050 年 まで に 100 億 人 に 達する と 予測 され る 
世界 人 口 に 食べ 物 を 供給 し な が ら 、 環境 も 守る 
こと は 可能 だ ろう か ? 16 カ 国 37 人 の 研究 者 た ち 
か ら 成 る EAT ラン セッ ト 委 員 会 が 出し た 答え は 
「 イ エス 」。 委員 会 は 、 栄養 が 十分 に あっ て 、 世 
界 各地 で 持続 的 に 生産 で きる 食品 に 関し て 、 摂 
取 目 標 量 を 種類 ご と に 示し た 。 


世界 の 地理 区 分 は EAT ラン セッ ト 委 員 会 に よる 
ヨー ロッ パン 中 央 アジ ア 


サハ バラ 以 應 の 
アフ リカ 


植物 か 、 動 物 か 


EAT ラン セッ ト 委 員 会 が 推奨 する 食事 は 、 植 物性 食品 が 
中 心 で 、 動 物性 食品 は 少な い 。 後者 は 慢性 疾患 と の 関 
連 性 が 指摘 され 、 生 産 週 程 で 環境 を 害する こと が 多い 。 


動物 由来 の 添加 され た 糖 
タン パク 質 2.6% 

( 乳 製品 を 含む ) 
6.6% 


| 
植物 中 心 の 食品 
90.8% 


*EAT ラン セッ ト 委 員 会 が 推奨 する 食事 は 、 
1 日 の 摂取 カロ リー を 2500kcal と し て いる 。 
持 書 可 能 性 の 要因 に は 、 温室 効果 ガス の 排出 填 、 
土地 利用 お よ げ エネ ルギー 利用 が 含ま れる 。 
MANUEL CANALES, NGM STAFF: ALEXANDER STEGMAIER 
出典 :BRENT LOKEN: THE EAT-LAMCETCOMMISSION ON FOOD. 
PLANET,HEALTH 


と 事 革 誕 千 本 潮 革 


E コ 


と 晒 鞭 隆 器 本 潜 沙 <---- 


研究 者 た ち は 最 初 に 食品 の 栄養 デー タ を 分 析 し 、 次 に 
その 食品 の 環境 に 及ぼ す 影 響 を 分 析 し た 。 ここ で は 、 食 
品 を 種類 ご と に 分 け 、 地域 別に 摂取 霊 を 比較 し て いる 。 


目標 の 27% 


14% 


キャ ッ サ バ や イモ 類 は 安く 手 に 入り 、 
地域 に よっ つて は 主食 と な っ て いる 。 だ 
が 、 栄 養 的 に は 十分 で は な い 。 


健康 的 な 脂肪 を 摂取 で きる 貴重 な 
食品 だ が 、 世 界 の どの 地域 で も 摂取 
量 は 目標 を 大 きく 下回っ て いる 。 


卵 の 摂取 目標 量 は 13 ブ ラム で 、 週 に 
1 個 半 食べ れ ば 達成 で きる 。 現在 、 
多く の 地域 で 目標 を 上 回 っ つて いる 。 


南北 米 大 陸 で は 、 ニワ トリ な ど 家 高 
の 肉 が 大 量 に 摂取 され て いる が 、 摂 
取 目 標 量 は それ ほど 多く な い 。 


ビタ ミン 、 ミネラル 、 タンパク質 の 宝 
庫 な の で 、 持 続 可 能 な 方 法 で 捕獲 ・ 
生産 され た 魚の 摂取 は 重要 だ 。 


17% 当 


肉 は 栄養 価 が 高い が 、 食 べ 週 ぎる と 健 
康 に 悪い 。 畜 牛 は 地球 温暖 化 を 招く 
メタ ン の 主要 な 排出 源 と な っ て いる 。 


摂取 目標 量 よ り 少 な い < -- -------------------------- 


点線 で 描か れ た 半 円 は 摂取 目標 量 * で 、 
色分け され た 半 円 が それ ぞ れ の 地域 で 
実際 に 摂取 され て いる 曇 を 示し て いる 。 


カロ リー が 低く 、 主要 な 栄養 素 を 含 
ん で いる 野菜 は 、 安く 手 に 入る 食品 
で 、 多 く 摂取 する こと が 推奨 され る 。 


現時 点 で 100 億 人 を 養える だ け の 毅 
物 が 栽培 され て いる が 、 その 多く が 
家畜 の 飼料 と し て 使わ れ て いる 。 Ss 


世界 の どの 地域 で も 果物 の 摂取 量 
は 足り て いな い 。 日 々 の 食べ 物 の 半 
分 を 果物 と 野菜 で まかなう べき だ 。 


ピー ナッ ツ や 大 豆 な どの 豆類 は タン 
パク 源 と な る 。 東 ア ジア に お いて 、 大 
豆 は すでに 大 量 に 食べ られ て いる 。 


ナッ ツ 類 


ぐ め 
卵 
6 ゃ 


レー 
か る 
家 高 の 肉 


乳 製品 は 乳牛 か ら 繰 り 返 し 生産 が 
可能 な 食品 で 、 タ ン パク 質 や カル シ 
ウム を は じ め と する 栄養 素 を 含む 。 


PET 
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ーーーーーー- 摂取 目標 量 に 近い - - -----------------------------> 授 取 目標 量 よ り 多 い 


トウ モロ コシ と 豆 の 組み 合わ せ は 、 細胞 の 健康 維持 に も 
役立っ て いる の で は な いか と いう 研究 が 進ん で いる 。 米 ス 
タン フォ ー ド 大 学 の 社会 遺伝 学者 デビ ッ ド ・ レ コ プ と コス タリ 
カ の 人 口 学者 ルイ ス ・ ロ モロ = ビク ス ビ ー は 、 ニコ や 地方 の 
人 々 は 、 生物 学 的 に 見 て 実 年 齢 より も 最大 で 10 歳 ほど 若 
い の で は な いか と 考え て いる 。 

ロハス の トル ティ ー ヤ 専門 店 で 、 私 も 朝食 を 食べ た 。 焼 
き 立 て の トル ティ ー ヤ に ガ ジ ョ ・ ビ ント を 幸せ 、 チレ ロ ・ ソ ー ス 
を か け て 包み 、 か ぶり つい て は コー ヒー を 飲む 。 人 額 に 玉 の 
汗 が 浮か び 、 涙 が ぼろ ぼろ こぼれ た 。 「 大 丈夫 ?] ロ ハス 
が 心配 そう に 私 の 顔 を の ぞ き 込ん だ 。 「 心 配 し な いで 」。 
私 は 言っ た 。 「 こ れ は うれ し 涙 で すか ら 」 


沖縄 の 人 た ち が 
和寿 者 に な る 可能 性 は 、 日 本 沖縄 
米国 人 の 3 倍 も 高 U。 


沖縄 で よく 食べ られ て いる ゴー ヤ ( 苦 瓜 ) は 
ビタ ミン が 豊富 で 、 細胞 を 守り 、 血 入 値 を 下げ て くれ る 。 


コス タリ カ か ら 地 球 を 半周 し て 、 私 は 沖縄 に や っ て 来 た 。 こ 
の 地 で 長寿 食 の 研究 を 続け る クレ イグ ・ ウ ィ ル コッ クス と と も 
に 、 那 覇 の 沖縄 第 一 ホテ ル で 、 「 世界 一 健康 的 な 朝食 」 の 
も う 一 つの 有力 候補 を 試す た め だ 。 沖縄 の 人 た ち は 米 国 
人 と 比べ て 、 100 歳 ま で 生き る 可能 性 が 3 倍 高 く 、 女性 が 
②③ 乳がん に か か る 割合 は 半分 、 心臓 疾患 で 苦し な 割合 は 男 
池間 放 島 女 と も 3 分 の 1 か ら 4 分 の 1、 アル ツ ハ イマ ー 型 認知 症 で 亡 

く な る 高齢 者 は 10 分 の 1 か ら 12 分 の 1 し か いな い 。 
この ホテ ル を 創業 し た 島袋 芳子 は 小柄 で 元気 な 91 歳 。 
野菜 ソム リエ の 資格 を も つ 娘 の 渡辺 克 江 と 一 緒 に 、 毎朝 、 
野 葉 中 心 の 伝統 的 な 食事 を 作っ て いる 。 50 品 目 ほど の 食 
材 の 約 半 分 が 沖縄 特産 の も の だ と いう 。 豆腐 の スー プ 、 
鳥 ニ ンジ ン の あえ 物 、 オオ タニ ワタ リ と いう シダ 植物 の お ひ た 
し 、 パ バ イア の 炒め 物 …… 私 た ちの 前 に は 、 色とりどり の 料 
理 を 盛っ た 小皿 や 小鉢 が 、 星 を ちり ば め た よう に 並べ られ 
た 。 そ の 多く が 、 沖縄 を 世界 屈指 の 長寿 地域 に する の に 
一 役 買っ て きた 料理 だ 。 若い 世代 の 健康 状態 は 悪化 傾向 
に ある も の の 、 年 代 別に 見 た 場合 、 沖縄 の 人 々 は 現在 も 、 


68 NATIONAL GEOGRAPHIC・2020-1 


いく つか の 年 代 で 世界 で 最も 長生 きだ と いわ れ て いる 。 

人 類 学 と 老年 学 の 研究 者 で ある ウィ ルコ ックス は まず 、 
朝食 と し て 出さ れる 20 品 の 料理 が すべ て 、 低 カ ロリ ー で あ 
る 点 を 強調 し た 。 沖 縄 の 伝統 的 な 食べ 物 は 、 栄養 価 が 高 
く 、 カロ リー が 低い 。 

ウィ ルコ ックス は 双子 の 兄弟 プラ ッ ド リー と と も に 、 琉球 大 
学 の 鈴木 信 名 谷 教 授 の 指導 の 下 、 沖縄 の 伝統 食 に 関す 
る 本 を 書い た 。 現在 、 私 た ち が 沖 縄 の 食事 に つい て 知っ 
て いる こと の 大 半 は 、 彼ら の 研究 成果 だ 。 百 寿 者 の 研究 に 
興味 を も っ て いた 二 人 は 1994 年 に 沖縄 に や っ て 来 て 、 鈴 
木 と 知り 合う 。 そ れ か ら 四 半 世 紀 に わた り 、 三 人 は 共同 で 
沖縄 の 人 々 が 食べ て きた も の の 記録 を と り 、 それ が 病気 に 
か か り に くい 体 づ くり と どう 関係 し て いる か を 研究 し て きた 。 

ウィ ルコ ックス は 、 豆 廃 と ゴー ヤ の 炒め 物 が 盛 ら れ た 小 
皿 を 指し 示し 、 説明 を 始め た 。 そ れ に よる と 、 ゴー ヤ は ビタ 
ミン A と C、 葉酸 、 強力 な 抗 酸化 物質 を 豊富 に 含ん で い 
て 、 細胞 を 損傷 か ら 守 る の に 役立つ 。 また 、 が ん を 抑制 す 
る 効果 が あり 、 肝臓 と 細胞 膜 を 守っ て くれ る うえ 、 大 腸 苗 な 
どの 細菌 を 抑え 、 血糖 値 を 下げ て も くれ る と いう 。 

続い て ウィ ルコ ックス は 豆腐 の 説明 を 始め た 。 豆腐 は 沖 
縄 の 食 生 活 で 最も 重要 な タン パク 源 と な っ て いて 、 伝統 的 
な 製法 で は 海水 が 使わ れる た め 、 カル シウム や マグ ネ シ ウ 
ム 、 亜 負 な どの ミネ ラル を 多く 含む と いう 。 さ ら に 、 イソ フラ 
ポン で ある ゲニ ステ イン と ダイ ゼイ ン も 豊富 で 、 が ん や 循環 
器 疾患 の リス ク を 下げ る こと に 関係 し て いる そう だ 。 

ウィ ルコ ックス は 次 に 、 鮮やか な 貢 色 の 飲み 物 が 入っ た 
湯飲み を 手 に 取っ た 。 ウコン 茶 だ 。 ター メリ ッ ク と し て も 知ら 
れる ウコン に は 、 私 た ちの 体 を が ん 、 心臓 病 、 認知 症 な ど 
か ら 守 る 効果 が ある と 考え られ て いる 。 沖縄 の 人 た ち は 、 
健康 に 良い 野菜 と 、 ウコン の よう な 刺激 の ある 香辛料 を 合 
わせ る こと で 、 味 を 引き 立て る 調理 法 を 確立 し て きた 。 

また 、 ほとん どの 料理 に 、 角 館 や 昆布 で と っ た 出汁 が 合 
われ て いる 。 出汁 に は 、 野菜 を 抜群 に お いし くす る カカ が あ 
る 。 ハン バー ガー より も 少な い カ ロリ ー で 栄養 価 が 5 倍 も 高 
い 料 理 を 作れ る の は 、 出汁 の お か げ ば だ 。 

次 の 食材 は 、 緑色 の スパ ゲ テ ィ の よう な 見 た 目 の モ ズ ク 
だ っ た 。 モズ ク を は じ め 、 ウィ ルコ ックス が 「 海 の 野 葉 」 と 呼 
京 海藻 が 、 沖縄 で は 12 種 類 以上 も 食べ られ て いる 。 海藻 
に は 、 が ん や ウイ ルス を 抑制 する フコイダン と いう 物質 が 豊 
富 に 含ま れ て いる ほか 、 アス タキ サン チン と いう 物質 は 、 細 
胞 内 の 老廃 物 を 除去 し た り 、 炎症 を 抑え た りす る の に 役 立 
っ て いる よう だ 。 才 廃物 や 炎症 は 、 加 齢 に 伴う 病気 の 大 半 
を 引き 起こ す 原 因 と 考え られ て いる 。 


海藻 に は 、 が ん や 
ウイ ルス を 抑制 する 
フコイダン が 豊富 に 
含ま れ て いる ほか 、 
アス タキ サン チン は 、 
細胞 内 の 老廃 物 を 
除去 し た り 、 炎症 を 
抽 え た りす る の に 
役立っ て いる よう だ 。 
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米国 ロマ リン ダ 


徒 が 多く 暮らす 。 


献立 は 旬 の 食材 で 組み 立て る 。 


NICOLE FRANCO 


この 親子 の よう に 、 菜食 主義 を 実践 する アド ベン チ ス ト 教 会 の 
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南 カ リフ ォ ル ニア の ロマ リン ダ に は 、 


2 時 間 に わ た っ て 、 レク チャ ー を 受け な が ら 食べ 続け た 
私 は 、 空 に な っ た 食器 の 多き に 驚い た 。 「 食べ 過ぎ た と 思 
わな く て も 大 丈夫 で す よ 」 と ウィ ルコ ックス が 言っ た 。 こ の 朝 
食 は すべ て 食べ て も 600 キ ロカ ロリ ー に も 満た な い の だ 。 


セブ ンス デー・ ア ド ベ ンチ スト 教会 で 
菜食 を 実践 する 信徒 は 
肉 を 食べ る 全 徒 より 長命 の 傾向 に ある 。 


米国 カリ フォ ルニア 州 
ロマ リン ダ 


セブ ンス デー・ ア ド ベ ンチ スト 教会 の 野菜 を 中 心 と する 食 生 活 は 、 
可 書 に 由来 する も の だ が 、 現代 の 食事 療法 に よく 似 て いる 。 
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旅 の 最後 に 、 私 は 米国 カリ フォ ルニア 州 の ロマ リン ダ 市 を 訪 
れ た 。 こ こ に は 、 キ リス ト 教 の 一 派 で ある セブ プン ス デ ー・ ア 
ド ベ ンチ スト 教会 の 信徒 た ち が 、 聖書 か ら 着 想 を 得 て 葉 食 
を 実践 する コミ ュ ニ ティ ー が ある 。 た と えば 、 創世 記 1 章 
29 節 の こん な 言葉 だ 。 「 神 は 言わ れ た 。 『 見 よ 、 全 地 に 生 
える 、 種 を 持つ 草 と 種 を 持つ 実 を つけ る 木 を 、 すべ て あな 
た た ち に 与え よう 。 そ れ が あな た た ちの 食べ 物 と な る 』」 

菜食 主義 者 の アド ベン チ ス ト 教 徒 は 、 長命 の 傾向 に あ 
る 。 あ る 研究 に よる と 、 カリ フォ ルニア 州 に 住む アド ベン チ ス 
ト 教 徒 の 平均 余命 は 、 同 州 の 同年 代 の 住民 と 比べ て 、 男 
性 で 7.3 年 、 女性 で 4.4 年 も 長い 。 さら に 菜食 主義 者 な ら 、 
2 年 長く な る と いう 。 

アド ベン チ ス ト 教 会 の 食 生活 を 実践 し て いる 人 を 取材 し 
た いと 研究 者 た ち に 相談 する と 、 ドロ シー・ ネ ルソン と いう 
90 歳 の 女性 を 紹介 され た 。 自宅 を 訪ね た 私 に 、 彼女 は 明 
る い 台 所 で ラン チ を 作っ て くれ た 。 そ の 味 を 褒め る と 、「 愛 
情 で 味付け し て いま すか ら 」 と 秘訣 を 教え て くれ た 。 

葉 食 主義 者 の ネル ソン は 、 アド ベン チ ス ト 教 会 の 創立 に 
当たっ て 活躍 し た エレ ン ・G・ ホ ワイ ト の 精神 を 受け 継い で 
いる 。 ホワ イト が 1800 年 代 後半 か ら 1900 年 代 前 半 に か け 
て 、 詳細 か つ 明 確 に 示し た 食 生 活 の 指針 は 、 長生 き な ア ド 
ベン チ ス ト 教 徒 た ちの 食 文化 を 導い て きた の だ 。 

ホワ イト は 、 全 粒 穀 物 、 果物 、 ナ ッ ツ 、 野菜 を 食べ る よう 
勧め た 。 そ うし た 食品 は 、 「 凝 っ た 料理 や 刺激 の 強い 食 
生活 か ら は 得 ら れ な い 、 体力 や 持久 力 、 知力 を 与え て くれ 
る 」 と ホワ イト は 記し た 。 ま た 、 調理 に は 動物 由来 の 油脂 、 


塩 や 香辛料 を 使わ な いよ う 勧 め 、 砂糖 の 使用 に つい て は 、 
「 発 酵 を 起こ し 、 それ が 脳 を 鈍ら せ 、 人 を いら 立た せる 」 と 
考え 、 強く 戒め た 。 彼女 の 助言 は 、 米国 が ん 協会 と 米国 
心臓 協会 が 現在 示し て いる 食 生 活 の ガイ ドラ イン に 極め で 
近く 、 向く ほど 先進 的 な 内 容 に 思え る 。 

アド ベン チ ス ト 教 徒 の 食 生 活 に 関す る 最新 の 研究 成果 
の 大 半 は 、 ゲイ リー・ フ レイ ザー と いう ロマ リン ダ 大 学 の 研 
究 者 に よる も の だ 。 自 身 も アド ベン チ ス ト 教 徒 で 、 医師 で も 
ある フレ イザ ー は 、 同 教徒 の 心臓 が 、 そう で な い 人 の も の 
より も 健康 で ある こと に 気づき 、 アド ベン チ ス ト 教 会 の 食 生 
活 が 健康 に 良い と いう 自説 を 科学 的 に 証明 し た いと 考え 
た 。 そ し て 彼 は 現在 、 米国 に 数 万 人 いる アド ベン チ ス ト 教 
徒 を 対象 に し た 「 ア ド ベ ンチ スト 健康 調査 」 を 率い て いる 。 

調査 に よる と 、 同じ 年 齢 で 比較 し た 場合 、 菜食 主義 の ア 
ド ベ ンチ スト 教徒 は 、 少量 の 肉 を 食べ る 同 教 徒 よ り も 12% 
ほど 死亡 率 が 低い 。 また 、 肉 を 食べ る 量 が 最も 多い 若い 
教徒 た ち は 、 ナッ ツ や 種子 、 豆類 か ら タ ン バ パク 質 を 取る 教 
徒 に 比べ 、 早死 に する 確率 が 46% も 高い こと が わか っ た 。 
「 植 物 を 中 心 と し た 食 生 活 が 正しい こと は 、 間違い あり ませ 
ん 」 と フレ イザ ー は 言う 。 

ネル ソン が 料理 する お いし そう な 匂い を 喘い で いる と 、 私 
も フレ イザ ー に 賛成 し た く な る 。 ネル ソン は 、 蒸し た キャ ベツ 
と カリ フラ ワー に 黒豆 を 合わ せ た 後 、 ス ライ ス し た 焼き 豆腐 

ご ま 、 少量 の し ょ う ゆ を 加え た 。 複合 糖 質 、 タン バク 質 、 
各種 ビタ ミン に ミネ ラル 、 抗 酸化 物質 が 一 体 と な っ た 、 満足 
感 の ある 一 品 で あり な が ら 、 カロ リー は フラ イド ボ ポテト 一 人 前 
より も 少な い 。 「 肉 は 食べ た こと が あり ませ ん 」 と ネル ソン は 
自慢 げに 言っ た 。 彼女 の 血圧 は 正常 値 で 、 安静 時 の 心拍 
数 は 60 で 、 5 キロ 近く 歩く の が 日 課 だ と いう 。 

つま り は こう いう こと だ 。 プ ブルー ゾー ン の 伝統 的 な 食 生活 
で は 、 大 半 の カロ リー が 植物 性 の 自然 食品 か ら 摂取 され て 
いる 。 そ し て 、 帝 物 、 葉 野 菜 、 ナッ ツ 、 豆類 が 世界 の 長寿 
食 を 支え る 四 本 の 柱 と いえ る の だ 。 

2020 年 に 死亡 する 米国 人 の 半数 近く の 死因 は 、 循環 器 
疾患 、 が ん 、 糖尿 病 と な る 見 込み だ 。 プル ー ゾ ー ン に お い 
て 、 そう し た 病気 で 命 を 落と す 人 は は る か に 少な い 。 な ぜ 
だ ろう か 。 彼 ら は 身近 に 手 に 入る も の だ け を 食べ て 生き て き 
た 。 幸 いな こと に 、 それ は 自然 食品 で あり 、 野菜 が 中 心 だ 
っ た 。 試行 錯誤 を 繰り 返し 、 毎日 食べ て も 飽き の こない お い 
し い 料 理 が 生ま れ た 。 そ うし た 料理 の な か に 、 も っ と 健康 に 
生き る た め の 秘 審 が 隠さ れ て いる か も し れ な い 。 手始め に 
良い レシ ピ が 欲し か っ た ら 、 抜群 に お いし い ミ ネス トロ ー ネ 
を 作る 100 歳 を 超え た 元気 な お ば あちゃ ん を 紹介 し よう 。 ロ 


「 肉 は 食べ た こと が 
あり ませ ん 」 と 90 歳 の 
ドロ シー・ ネ ルソン は 
自慢 げに 言っ た 。 
血圧 は 正常 値 で 、 
安静 時 の 心拍 数 は 60。 
5 キロ 近く 歩く の が 
日 課 だ と いう 。 


筆者 の ダン ・ ビ ュー トナ ー (Dan 
Buettner ) は 2005 年 11 月 号 「 長 
寿 の 極意 」 を 執筆 し た エク スプ ロ 
ー ラ ー で あり 作家 で も ある 。 ブル 
ー ゾ ー ン の 料理 を 集め た 本 を 米 
国 で 出版 し た ば か り だ 。 
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SS 


私 だ ちの 体 に は 天文 学 的 な 数 の 微生物 が 宿っ て いる 。 


人 体 に すむ 往生 物 た ち 


N そ いて 、 それ ら が 私 た ちの 健康 を 左右 し て いる よう だ 。 
ゃ 


文 = ロ ピン ・ マ ラン ツ ・ ヘ ニ グ サイ エン スラ イタ ー 


画像 = マル ティ ン ・ エ ッ ゲ リ 


ン K や B12 を 
作っ た り 、 病原 菌 を 撃退 


し た り し て くれ る 。 


益 だ 。 人 間 の 腸 に すみ つ 


が 、 紫色 の 培地 の 上 に 群 


が る 。 食中毒 の 原因 と も 
な る が 、 大 半 の 菌株 は 有 


さ お 状 の 黄色 い 大 腸 菌 


き 、 ビ ピタ 


人 格 に まで 影響 を 及ぼ す 
こと を 解明 し つつ ある 。 


旬 学者 が 人 体 に すむ 往生 物 を 研究 すれ ば 
する ほど 、 その 小さ な 生き 物 が 私 た ちの 
例 外見 や 行動 、 思 考 、 感情 に 驚く べき 影 
響 を 及ぼ し て いる こと が わか っ て きた 。 
人 間 の 健康 や 幸福 は 、 腸 や 肺 の 内 部 、 
ある い は 皮膚 や 眼球 の 表面 に すむ 細 
晋 、 ウイ ルス 、 菌類 、 原生 動物 な ど に よ 
っ て 本 当 に 左右 され る の だ ろう か 。 こ うし た 後生 物 が 、 そ 
の 宿主 で ある 人 間 の 基本 的 な 性 質 を 決め て いる か に 見 え 
る と は 、 な ん と 奇妙 な 話 だ ろう 。 
多種 多様 な 微生物 か ら 成 る 「 微 生物 藤 ] (マイ クロ バイ 
オォ オーム) は 、 人 生 の 敬 く ほど 早い 段階 か ら 、 根 深 く 広範 囲 
な 影響 を 及ぼ す 場 合 が ある 。 2018 年 に 発表 きれ た 研究 で 
は 、 子 ども の 気質 の よう に 先天 的 だ と 思わ れ て いた も の が 、 
実際 に は 腸 内 の 細菌 に よっ て 変わ る の で は な いか と いう こ 
と が 示さ れ た 。 ビフィズス 菌 が 腸 内 に 多い 赤ちゃん ほど 、 
快活 な 気質 だ っ た と いう の だ 。 
微生物 叢 の 研究 は 比較 的 歴史 が 浅く 、 本 格 的 に 始ま っ 
て か ら 、 ま だ 15 年 ほど し か た っ て いな い 。 そ の た め 、 これ ま 
で の 研究 の 大 半 が 予備 的 で 小 規模 な も の だ っ た と いえ る 。 
科学 者 は 微生物 叢 と 疾患 と の 間 に 一 定 の 相関 見いだし 
て は きた が 、 膨大 な 数 の 後生 物 の 集まり と 、 それ ら が 和 宿 主 
で ある 人 間 に 及 ぼ す 意味 に つい て は 、 いま だ 明確 な 因果 
関係 を 伴う 結論 を 引き 出せ て は いな い 。 
微生物 の 数 自体 は 、 気 が 吉 く な る ほど 膨大 だ 。 平均 的 
な 若い 成人 男性 の 場合 、 主 な も の を 挙げ た だ け で も 、 大 腸 
に 38 兆 個 、 歯 垢 に 1 兆 個 、 皮膚 に 1800 億 個 の 後生 物 が 
いる と 考え られ て お り 、 これ は 人 体 の すべ て の 細胞 の 数 を 
上 回 る 。 そう し た 微生物 の 集まり を 今後 どの よう に 活用 し て 
いく か 、 期待 が 寄せ られ て いる 。 
最も 楽観 的 な 見 通し を も つ 研 究 者 た ちの 話 で は 、 そう 遠 
く な い 将 来 、 プレ バイ オ テ ィ クス (有益 な 微生物 が 育つ 基質 
と し て 働く 化合 物 ) や プロ バイ オ テ ィ クス (有益 な 微生物 そ 
の も の )、 便 移植 (健康 な ドナ ー か ら 提 供 き され た 敏生 物 が 
豊富 な 便 ) な どの 形 で 、 健康 な 微生物 を 人 体 に 投与 する こ 
と が 普通 に な る か も し れ な いと いう 。 そ れ に よっ て 、 私 た ち 
は 理想 的 な 体調 を 手 に 入れ られ る か も し れ な い 。 
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レン サ 球 曽 


つの 細胞 に 分 死 し よう と 
し て いる 肺炎 レン サザ 球菌 。 
剛 膜 炎 や 肺炎 と いっ た 深 
刻 な 病気 を 引き 起こ すこ と 
が ある が 、 大 腸 菌 と 同様 、 
レン サ 球 菌 属 の な か に は 
害 の な い 菌 種 も ある 。 この 
細菌 は 皮膚 や ロ 腔 、 気道 、 
大 腸 に いる 。 

ューーーーーーー 

微生物 の 色 

マル ティ ン ・ エ ッ ゲ リ は 走 
査 電子 顕微 鏡 で 画像 を 制 
作 し た 。 顕微 鏡 が と ら え 
た 画像 に は 色 が な い 。 そ 
こ で エッ ゲ リ は 、 色 が わか 
っ て いる 微生物 に は 、 その 
色 を 着け 、 そ う で な い 場 
合 は 、 微生物 の 形 や 特徴 
を 際立た せる よう な 色 を 
選ん で 着け た 。 


 --- N 
2 = 身 い の ある 唇 は 役 生 物 
キャ さぶ ッ の 宝庫 だ 。 女 性 が 唇 を 押 
し 付け た この 培地 に は 、 
数 日 で 微生物 た ち が 育っ 
た 。 キス を 頻繁 に 交わ す 
人 同 よ で は 、 叶 内 の 
生物 業 が 羽 て くる 6 


仙 も 


微生物 叢 に つい て 語る 場合 、 私 た ち が 主 と 
し て 話題 に する の は 、 人 体 の 微生物 の 9 割 以 
上 が 宿る 大 腸 だ ろう 。 だ が 、 ほか の 器官 に も ま 
た 、 生き 物 が うじ ゃ うじ ゃ いる 。 後生 物 は 目 、 耳 、 
鼻 、 口 、 膝 、 肛門 、 尿 管 な ど 、 人体 の 内 部 が 
外界 と 出合 う 場所 な ら ど こ に で も すみ つく の だ 。 
そし て 、 皮膚 の あちら こち ら に も いる 。 特 に 審 
集 し て いる の は 、 脇 の 下 や 股間 、 足 指 の 間 、 
へ その 内 部 な ど で あ る 。 

そし て 、 驚く べき こと に 、 一 人 ひと り の 人 間 が 
も っ て いる 微生物 の 顔ぶれ は それ ぞ れ 独自 の 
も の で 、 ほか の 誰 と も 違っ て いる の だ 。 最 新 の 
観察 結果 に 基づけ ば 、 あ る 二 人 の 微生物 叢 に 
属す る 微生物 の 種 が まっ た く 重 複 し て いな いこ 
と も あり うる と 、 米 カ リフ ォ ル ニア 大 学 サ ン デ ィ エ 
ゴ 校 で 後生 物 叢 を 研究 する ロ プ ・ ナ イト は 言う 。 
この 後生 物 業 に 特有 の 性 質 は 犯罪 科学 に 応 
用 で きる か も し れ な いと 彼 は 考え て いる 。 「 皮 膚 
の 微生物 叢 の 六 跡 と 照合 する こと で 、 犯人 が 
触れ た 物体 を た どっ て 、 本 人 まで た どり 着く こと 
が で きま す 」。 い つの 日 か 、 履 行 現場 に 残さ れ 
た 微生物 の サン プル が 決め 手 と な っ て 、 犯人 
が 特定 され る 日 が 来る か も し れ な い 。 

ここ か ら は 、 科学 者 た ち が 明 ら か に し つつ あ 
る 知見 の 一 部 を 紹介 し て いこ う 。 乳児 期 か ら 
老年 期 に 至る 人 生 を 通じ 、 微生物 叢 は 私 た ち 
に どの よう な 影響 を 及ぼ し うる の だ ろう か 。 


上 


子宮 内 の 胎児 は 基本 的 に 微生物 に は 触れ ず に 
成長 し 、 その 後 、 産道 通り 抜け る 際 に 、 雑多 
な 細菌 と 遭遇 する 。 経 腫 分 學 の 最 中 、 赤 ち ゃ 
ん は 腫 に すむ 微生物 を た っ ぷり と 浴び る 。 また 
顔面 が 母親 の 会 険 や 肛門 の 近く を 通る と き に 
は 、 母体 の 腸 内 細菌 に も さら され る 。 母親 の 
腸 内 細菌 は すぐ さま 新生 児 自身 の 腸 に も 宿り 
始め 、 発達 途上 の 免 商 細胞 と 「 会 話 ] の よう な 
も の を 始め る 。 こ うし て 、 極め て 早い 段階 に 獲 
得 し た 後生 物 茹 が 、 そ の 後 の 人 生 に お いて 免 
疫 シ ステ ム が 健全 に 働く 準備 を する の だ 。 

一 方 、 常 王 切開 で 生ま れ た 赤ちゃん は この 
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よう な 機会 逸し て し まい 、 その 腸 に は 異な る 
微生物 の 種 が ま か れ る 。 そ れ ら は 母親 の 腸 や 
腔 で は な く 、 皮膚 や 母乳 、 さら に は 看護 師 の 手 
や 病院 の ベッ ド な ど に 由来 する も の だ 。 こ うし 
た 違い が 、 人 生 を 通し て ずっ と 影響 を 及ぼ す と 
も 考え られ る 。 

ルク セン プル ク 大 学 が 設置 し た ルク セン プル 
ク ・ シ ステ ム 生 物 医学 モン ター の ポー ル ・ ウ ィ ル 
メス は 2018 年 、 経 腔 分 の 新生 児 13 人 と 芝 
王 切 開 の 新生 児 18 人 を 対象 に 行っ た 研究 結 
果 を 発表 し た 。 そ れ に よる と 、 帝 王 切 開 で 生ま 
れ た 赤ちゃん は 、 リポ 多糖 と 呼ば れる 物質 を 作 
り 出す 細 貢 の レベ ル が 著しく 低かっ た 。 リポ 多 
糖 は 免 義 シス テム を 発達 させ る た め の 一 次 刺 
紋 と な る 。 レベ ル が 低い 状態 は 出生 後 、 少な く 
と も 5 日 間 続 いた 。 こ れ は 免疫 力 に 長期 的 な 
影響 を 及ぼ す の に 十分 な 日 数 だ と いう 。 

ウィ ル メ ス は 、 人生 最初 の 数 日 間 に 観察 され 
た 、 リポ 多糖 を 作る 細菌 の レベ ル の 信 い に 関し 
て 、 帝王 切開 の 赤ちゃん は 「 呼 び 水 期 」 と も 呼 
べ る 時 期 を 通り 損ね て いる の で は な いか と 考え 
て いる 。 こ れ は 、 免疫 細 胞 が 異物 に 対し て 適 
切 に 反応 する 準備 を 整え て いく 期間 の こと だ 。 
帝王 切開 で 生ま れ た 人 々 が アレ ルギー や 炎症 
性 の 病気 、 肥満 と いっ た 免疫 シス テム に 関連 
する 問題 を 抱え や すい の は 、 出生 直後 に 獲得 
する 微生物 が 十分 で な いこ と が 原因 で ある と 
説明 で きる か も し れ な い 。 

党 王 切開 で 生ま れ た 新生 児 に 、 母体 内 の 
特定 の 細菌 に 由来 する プロ バイ オ テ ィ クス を 投 
与 す る こと も いずれ は で きる よう に な る だ ろう と ウ 
ィ ル メス は 考え て いる 。 そ うす れ ば 、 理論 的 に 
は 赤ちゃん の 腸 に 有益 な 微生物 の 衝 を まく こと 
が で きる 。 た だ し 、 その よう な プロ バイ オ テ ィ ク 
ス 療 法 は 、 現時 点 で は まだ 先 の 話 で し か な い 。 


小児 期 


食物 アレ ルギー が 広がり 続け る な か 、 教室 で ア 
レル ギー 反応 が 起き る の を 恐れ て 、 米国 の 多く 
の 学校 が ラン チ と し て 家 か ら 持っ て くる こと が で 
きる 食べ 物 を 制限 し て いる 。 た と えば 、 ビー ナッ 


ツバ ター を 塗っ た サン ドイ ッ チ は 禁止 だ 。 現在 、 
米国 で は 560 万 人 の 子ども が 食物 アレ ルギー 
に 苦し ん で いる と いう 。 

これ ほど 増え た 背景 に は 、 帝王 切開 の 増加 
や 、 抗 生物 質 の 過度 の 使用 に よっ て 体 を 守る 
細菌 が 一 掃 さ きれ て し まう こと な ど 、 数 多く の 要 
因 が ある 。 米 シカ ゴ 大 学 の キャ スリ ン ・ ナ グラ ー 
が 率い る 研究 チー ム は 、 食物 アレ ルギー の 子 
ども た ちの 増加 に は 腸 内 の 微生物 の 組み 合わ 
せ が 関 係 し て いる の で は な いか と 考え 、 生後 
半年 の 赤ちゃん 8 人 を 対象 に 研究 を 行っ た 。 4 
人 の 赤ちゃん は 牛乳 に アレ ルギー が あり 、 残り 
の 4 人 に は な い 。 ナグ ラー た ち が 2018 年 に 発 
表し た 研究 結果 に よる と 、 二 つ の グル ー プ を 比 
べ る と 、 後生 物 叢 に 大 き な 人 違い が あっ た と いう 。 
アレ ルギー の な い グ ルー プ が 同じ 月 齢 の 平均 
的 な 赤ちゃん に よく 見 られ る 細菌 を 宿 し て いた 
の に 対し 、 牛乳 に アレ ルギー の ある グル ー プ は 
大 人 に 特有 の 細菌 を も っ て いた の だ 。 

ナグ ラー た ち は 便 の サン プル か ら 採 取 し た 赤 
ちゃ ん た ちの 腸 内 細菌 を 、 帝王 切開 で 生み 出 
され て 無 画 の 環境 で 育て られ た 「 無菌 マウ ス 」 
に 移 植 し た 。 す る と 、 アレ ルギー の な い 赤 ちゃ 
ん か ら 細 菌 の 移植 を 受け た マウ ス は 、 牛乳 へ 
の アレ ルギー 反応 を 防い で くれ る 善玉 菌 を 宿 し 
た 。 一 方 、 アレ ルギー の ある 赤ちゃん か ら 細 菌 
を 移 定 さ きれ た マウ ス は 、 善玉 菌 を 獲得 で きず 、 
アレ ルギー 反応 を 起こ し た 。 

さら な る 分 析 に よっ て 示さ れ た の は 、 クロ スト 
リ ジ ウ ム 綱 の アナ エロ ステ ィ ペ ス ・ カ カエ と いう 
人 間 の 乳児 に 特有 の 細菌 が 、 アレ ルギー の な 
い 赤 ちゃ ん か ら 移 植 を 受け た マウ ス を 守る の に 
最も 役立っ て いる らし いと いう こと だ っ た 。 創 薬 
ベン チャ ー の クロ スト ラバ イオ 社 の 社長 で 共同 
創業 者 で も ある ナグ ラー は 、 まず は マウ ス で 、 
そし て 最終 的 に は アレ ルギー 患者 で 、 こ の 細 
画 が 治療 に 応用 で きる か を 試し た いと 考え て い 
る 。 最 初 の 関門 は この 善玉 菌 を 定着 させ る 場 
所 を 腸 内 に 見 つけ る こと だ っ た 。 ナグ ラー に よ 
れ ば 、 健康 と は 言え な い 後 生物 半 で さえ 、 す で 
に 後生 物 で いっ ぱい の 状態 で 、 わ ず か な 隙間 
も な いと いう 。 そ こ で クロ スト ラバ イオ 社 は 、 後 
生物 叢 に 隙間 を 作る た め の 薬 を 開発 し た 。 


ナグ ラー た ち は そ の 薬 を マウ ス に 投与 し 、 そ 
の 後に 多様 な クロ スト リ ジ ウ ム 綱 の 細菌 を 与え 
て 実験 を 行っ て いる 。 彼 女 は 今後 2 年 以内 に 
クロ スト リ ジ ウ ム 療 法 の 臨床 試験 を 始め た いと 
考え て いて 、 最終 目標 は 食物 アレ ルギー の 子 ど 
も の 治療 だ と いう 。 

腸 内 細菌 は 、 子 ども が 発症 する ほか の 病 
気 、 た と えば 1 型 糖尿 病 と も 関連 が ある と 考え 
られ て いる 。1 型 糖尿 病 の 家族 歴 を も つ 93 人 
の 子ども を 対象 に 、 オ ー ス トラ リア で 研究 が 行 
われ た 。 そ れ ぞ れ の 便 の サン プル を あら か じ め 
集め て お いて 、 そ の 後 、 糖尿 病 を 発症 し た 子 
ども と 発症 し な か っ た 子ども の 便 を 調べ た の 
だ 。 す る と 、 糖尿 病 吊 者 の 便 で は 、 手足 口 病 
な どの 病原 体 と し て 知ら れる エン テロ ウイ ルス A 
型 の レベ ル が 高い こと が わか っ た 。 

その 研究 に 関わ っ た 一 人 で 、 米 コ ロン ビア 大 
学 メ ヌー ルマン 公衆 衛生 大 学院 の W・ イ アン ・ リ 
プ キ ン は 、 糖尿 病 な どの 病気 を 、 微生物 叢 の 
差異 だ け で 性 急 に 説明 すべ き で は な いと 警鐘 
を 鳴ら す 。 微生物 叢 の 研究 は 現時 点 で は まだ 、 
因果 関係 を 説明 する と いう より 、 事象 の 観察 に 
基づい て 組織 的 に 記録 し て いく 「 記述 的 科学 」 
の 要素 が 強い と いう 。 確実 に わか っ て いる の 
は 、 ある 微生物 が ある 症状 と 関連 し て いる と い 
うこ と だ け な の だ 。 

その よう に 警告 し な が ら も 、 リプ キン は 敏生 
物 叢 の 研究 に 期待 を 寄せ て いる 。 彼 の 予想 で 
は 、5 一 10 年 以内 に 後生 物 叢 が 人 体 に 影響 
を 与え る メカ ニズム が 解明 され 、 そ れ を 活用 し 
た 治療 法 の 臨床 試験 が 開始 され る だ ろう と い 
う 。 後 生物 叢 と 疾患 の 因果 関係 が 明らか に な 
り 、 検証 可能 な も の に な っ た 暁 に は 、 微生物 業 
の 研究 は 「 正真正銘 の 科学 に な る だ ろう 」 と 、 リ 


プ キ ン は 言う 。 
青年 期 
月 


た いて い の 若 者 の 皮膚 は 、「 アク ネ 菌 」 と し て 知ら 
れる キュ ー テ ィ バ ク テ リ ウム ・ ア ク ネ ス (最近 まで プ 
ロビ オニ バク テリ ウム ・ ア ク ネ ス と 呼ば れ て いた ) に 
と っ て 、 居心地 が いい 。 (90 ペ ー ジ へ 続く ) 
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失い 足 

様 維 に 身 を 寄せ 合っ て 付 
いて いる の は 、 温 っ た 足 か 
ら 培 養 され た 細菌 。 こう 
し た 細菌 は 汗 の 中 に い 
て 、 悪臭 を 放つ 微生物 の 
温床 に な る ( 汗 そ の も の 
は 臭く な い ) 。 手のひら や 
足 の 裏 に は 、 ほか の 部 位 
より 汗腺 が 多く ある 。 


次 の 画像 


へ そ 

へ その 内 側 で 特に 目立つ 
微生物 は 6 種類 ほど だ 
が 、 ほか に も 多く の 細菌 
や 菌 類 が 見 つか る 。 体内 
の 微生物 叢 と 同じ よう 
に 、 体 の 外側 に いる 微 生 
物 も 人 に よっ て 異な る 。 


人 体 に すむ 微生物 8* 
大 腸 


お よそ の 委 * 


目 W 日 
腸 の 微生物 と 脳 の 関係 
私 た ちの 体 に は 、 細菌 や ひ 類 、 原生 動物 と いっ た 徹 生 物 が 
数 十 兆 個 も いて 、 一 人 ひと り 異 な る 徹 生 物 雅 を 形成 し て いる 。 
こう し た 役 生 物 は 「 腸 脳 軸 」 と いう 化学 的 な 伝達 経路 を 通じ て 、 
脳 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と り 合い 、 身体 機能 を 調節 し て いる 。 
微生物 癌 は 私 た ちの 気分 に も 影響 を 及ぼ すこ と が ある と いう 。 


往生 物 が 駆使 する 
三 つ の 伝達 手段 


重 血 流 と 神経 
倒 生 物 が 神経 や 自 流 中 に 
放出 する 化学 物質 は 、 散 の 
本 代打 域 に 影 笑 を 与え る 。 


宮 走 神経 は 、 体 
を 安 本 時 の 状態 
人 電 神 経 に する 遼 交 感 神 
ニュー ロン 9 の Ln 
物 か ら の 化 光信 号 を 受け 取 2 3 
1 
で 信号 が 知り 返さ れる 
み 

購 管 神経 系 JM 
交 生 物 は 隊 へ 連絡 する 代わ ー BMN 
り に レン の て 
ネッ 選 神 友和 」 に Sys 
信 弁 の 運動 の 
や や 分 太 ぼ すこ と コ 
も ある 。 この 神経 系 は "第 2 わ ちさ 
の 脳 」 と 呼ば れる こと も ある 。 よ 


etn evmtoor 


体内 で 量 大 の 蘭 生 物 コ ミュ 
ニテ ィ ー を 捧 す る の が 大 腸 。 
件 全休 に いる 福生 物 の 9 凍 
以上 が 集まっ て いる 。 


昧 方 か 英 か 

粘 模 内 の 符 生 物 は 人 価 に 良い 健 き 
を する こと も ある 。 し か し 同 内 を 浮 
何 す る 夫 生 物 は 自身 の 生存 を より 本 
視 し 、 人 体 に 軍 を 及ぼ す 傾向 に ある 。 


障 褒 と 呼ば れる 朋 内 の くぼみ は 表 
面積 が 大 きく 、 水分 を 最 取 し た り 、 
生物 と 相互 作用 し た りす る 。 


1000e 400m 
RT 


微生物 が 教え て くれ る こと 


免疫 を 高め ろ 

和合 生物 敬 に か く 乱 が 起き る と 、 告 
状 細 胞 に よっ て 惑 知 され る 。 そし 
て 、 ほか の 免 半 細胞 を 活性 化 さ せ 
た り 、 散 に SOS が 送ら れ た りす る 。 


食べ る の を や め ろ 

科学 者 の 推 箇 が 正しけれ ば 、 葵 生 
物 は 前 内 分 包 細 認 に 化学 物質 を 放 
出さ せる こと に よっ て 、 脳 の 視床 下 
部 に 天 障 に な っ た こと を 伝え て いる 。 


識 管 上 度 


痛い ! (また は 、 幸せ !) 

令 生 物 は 「 幸 せ ホ ル モ ン 」 セ ロト ニ 
ン を 多く 時 葉 す る クロ ム 婦 和 性 細 
也 を 間 激 し 、 脳 に 信号 を 送り 、 系 福 
感 や 病み の 覚 に 影響 を 与え る 。 


ニキ ビ の 原因 菌 と し て 知ら れる アク ネ 赦 だ 
が 、 悪 き を する の は この 細菌 の な か で も 二 つ の 
菌株 だ け だ 。 ほ か の 多く の 貢 株 は 無害 で ある 
か 、 病 原画 を 遠ざけ る な どの 有益 な 働き を す 
る 。 実 際 の と ころ 、 この 細菌 は 顔 や 首 の 健康 
な 微生物 叢 で は 支配 的 な 存在 な の だ 。 

米国 セン トル イス に ある ワシ ント ン 大 学 の 医学 
部 は 、 ニキ ビ に 関す る 微生物 革 を テー マ に 研 
完 し た こと が ある 。 その な か で 、 長期 的 な 症状 
緩和 が 認め られ て いる ニキ ビ 治 療 薬 、 イ ソト レ 
チノ フイ ン が 効く の は 、 皮膚 の 微生物 叢 を 部 分 的 
で は ある が 改変 し て いる か ら だ と 明らか に し レ 
た 。 す な わ ち 、 アク ネ 菌 を 減ら す 一 方 で 、 敏生 
物 叢 全体 の 多様 性 を 高め て いる と いう の だ 。 

イソ トレ チノ イン が 微生物 叢 を 変化 させ る こと 
で ニキ ビ の 発生 を 抑え て いる こと が 明らか に な 
っ た か ら に は 、 同 様 の 効果 を も つ 後 生物 治療 
薬 を 開発 し よう と する 研究 者 も 出 て くる だ ろう 。 
妊娠 中 に イソ トレ チノ イン を 服用 する と 、 先天 性 
欠損 症 を 引き 起こ す お それ が ある た め 、 より 安 
全 な 薬 を 作り た いと いう 希望 が ある か ら だ 。 

そう し た 新薬 の 候補 と し て は 、 ワシ ント ン 大 学 
の 研究 者 た ち が 呼 ぶ と ころ の 「 プ レバ イオ ティ ク 
ス 肥料 」 (健康 な 皮膚 の 微生物 叢 が 作ら れる 
環境 を 整え る 後生 物 ) や 「 苗 株 選択 的 除草 剤 」 
(アク ネ 菌 の 有 割 株 を 絶 や す 一 方 、 有益 な 
菌株 は 残す 物質 ) の ほか 、 有益 な アク ネ 赦 を 直 
接 摂 取 で きる サプリ メン ト が 考え られ る 。 


1 


アス リー ト の 腸 内 細菌 を 移植 する だ け で トレ ー 
ニン グ の 効果 が 上 が る と し た ら ? 米 ハ ー バ ー ド 
大 学 の 科学 者 た ち は ボ ポス トン ・ マ ラ ソ ン に 出場 
する 15 人 の ラン ナー た ちの 便 を 、 レー ス の 1 
週間 前 か ら 1 週間 後 まで 、 2 週間 に わた っ て 毎 
日 採取 し た 。 そ し て ラン ナー で は な い 10 人 の 
対照 群 か ら 採取 し た 2 週間 分 の 便 の サン プル 
と 比較 し た と ころ 、 レー ス の 数 日 後 、 ランナー の 
便 に は 対照 群 よ り も か な り 多 く の ベ イロ ネ ラ ・ ア 
ティ ビ カ と 呼ば れる 細菌 が 含ま れ て いた 。 「 ベ イ 
ロ ネ ラ 属 の 代謝 は 独特 で 、 乳酸 塩 を お 気 に 入 
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り の エネ ルギー 源 に し ます 」 と 、 米国 ボス トン に 
ある ジョ スリ ン 糖 尿 病 モ セン ター と ハー バー ド 大 
学 医学 大 学院 に 籍 を 置く アレ クサ ンダ ー・ コ ス 
ティ ッ ク は 言う 。 乳 酸 塩 は 激しい 運動 の 最 中 に 
筋肉 が 作り 出す も の だ 。 「 そ れ で こう 考え まし 
た 。 アス リー ト の 体内 で ベイ ロ ネ ラ が 筋肉 由来 
の 乳酸 塩 を 代謝 し て いる 可能 性 は ある か と 」。 
そう だ と し た ら 、 ベ イロ ネ ラ を 移植 すれ ば アス リ 
ー ト で な い 人 の 運動 能力 は 向上 する だ ろう か ? 

そこ で 彼ら は 、 ラン ナー の 便 か ら ベ イロ ネ ラ 
を 抽出 し 、 病原 体 を 除去 し た 正常 な 微生物 叢 
を も つ 16 匹 の マウ ス に 移植 し た 。 その後 、 マ 
ウス を 小さ な ラン ニン グマ シン に 乗せ 、 疲れ 切る 
まで 走ら せ た 。 比較 対照 の た め に 別 の 16 匹 に 
も 、 乳酸 塩 の 代謝 と は 関わ り の な い 別 の 細 菌 を 
使っ て 同じ こと を し た 。 そ の 結果 、 ベイ ロ ネ ラ を 
移植 され た マウ ス は 対照 群 より も 139% 長 く 走 る 
こと が で きた 。 そ こ で 研究 者 た ち は 微 生物 叢 
が 運動 能力 に 極め て 重要 な 役割 を 果たし て い 
る 可能 性 が ある と 結論 づけ た 。 

この 実験 は 「 共 生 関 係 が どの よう に 成立 す 
る か を 示す 見 事 な 例 」 だ と コス ティ ッ ク は 話す 。 
ベイ ロ ネ ラ は 宿主 の 筋肉 が 運動 する こと で 生 
み 出 す 乳 酸 塩 の 恩恵 を 受け 、 宿主 は ベイ ロ ネ 
ラ が 乳酸 塩 か ら 作 り 出す プロ ビオ ォ ン 酸 の 恩恵 を 
受け て いる と いう 。 プロ ビオ ォ ン 酸 は 心拍 数 と 酸 
素 代 謝 を 高め て 運動 能力 を 強め て くれ る し 、 
筋肉 の 和 炎症 を 抑え る と も 考え られ て いる 。 

「 こ うし た 関係 が 、 人 間 と 微生物 叢 の 関係 の 
ほとん ど で 土 台 に な っ て いる と 思い ます 」 と コス 
ティ ッ ク は 言う 。 「 そ し て 最終 的 に 、 相 利 共生 的 
な 関係 が 生ま れる の で す 」 

微生物 藻 は 人 間 に と っ て 都合 が 良い と 言え 
な い 特 性 の 原因 に な っ て いる 可能 性 も ある 。 た 
と えば 、 不安 や うつ 病 の よう な 精神 状態 だ 。 
2016 年 、 アイ ル ラ ンド の コー ク 大 学 の 研究 者 が 
うつ 状態 の 人 間 の 便 を ラッ ト に 移植 し 、 微生物 
叢 と うつ 状態 に 関連 が ある こと を 実証 し た 。 

研究 者 た ち は 28 匹 の ラッ ト を 二 つ の グル ー 
プ に 分 けた 。 そし て 一 方 に は 重度 の うつ 病 を 加 
っ た 3 人 の 男性 の 便 を 混ぜ て 移植 し 、 も う 一 方 
に は 3 人 の 健康 な 男性 の 便 を 同じ よう に 移植 し 
た 。 そ れ で わか っ た の は 、 う つ 病 忠 者 の 便 を 


移植 され る と 、 そ の ラッ ト も うつ 状態 に な る と い 
うこ と だ 。 対照 群 と 比較 する と 、 それ ら の ラッ ト 
は 楽し い 活 動 (砂糖 水 を 飲 む ) へ の 関心 を 失う 
一 方 、 不安 感 (研究 用 迷路 の 開け た 場所 や な 
じみ の な い 場 所 を 避け る ) を 増大 きせ た 。 
研究 者 た ち は ラ ッ ト と 人 間 を 同列 に 論じ る こ 
と は で き な い と 認め な が ら も 、 この 結果 は 、 腸 
内 の 微生物 叢 が うつ 病 の 進行 に 一 定 の 役割 
を 果たす 可能 性 が ある こと を 示し て いる と いう 。 
これ ら の 後生 物 の 研究 を 進め れ ば 、 うつ 病 な 
どの 治療 に いずれ は 役立つ か も し れ な い 。 


年 期 


微生物 評 は 永続 的 で ある 一 方 、 絶え ず 変 化し て 
も いる 。 そ の 人 に 特有 の 微生物 叢 の 構成 は だ 
いた い 4 歳 まで に 固まり 、 食事 や 運動 の 習慣 の 
変化 、 住居 の 移転 、 屋外 で 過ごす 時 間 の 増 
減 、 抗生 物質 な どの 特定 の 薬物 の 服用 と いっ 
た 著しい 変化 が 生じ な い 限 り 変 わら な い 。 し か 
し 、 ある 意味 で 後生 物 叢 は 常に 流動 的 な 状態 
に あり 、 食事 の た びに わずか な が ら 変 わる 。 大 
人 に な っ て か ら は 、 微 生物 叢 の 変化 は 予測 可 
能 な 範囲 に と ど ま る の で 、 腸 内 細 貢 を 調べ る だ 
け で 、 そ の 人 の 年 齢 が 推定 で きる と いう 。 

「 微 生物 叢 加 時 計 」 と し て 知ら れる こう レ 
た 推定 技術 に つい て 、 香港 を 拠点 に する イン シ 
リコ ・ メ ディ シン 社 が 最近 、 研究 結果 を 発表 し 
た 。 研究 者 た ち は ま ず 、1165 人 分 の 後生 物 
叢 に 関す る 情報 を 収集 し 、 そ の うち の 9 割 に つ 
いて 、 年 齢 の タグ を 付け た 状態 で 人 工 知 能 
(AI) に 学習 させ た 。 続 いて AI が 見 つけ 出し 
た バターン を 残り の 1 割 に 適用 し 、 タグ な し で 年 
齢 が 特定 で きる か を 試し て みた 。 す る と 、 時計 
が 出し た 推定 年 齢 は 実際 と 4 歳 以内 の 差し か 
な いも の だ っ た 。 

この こと は 、 加 普 に よっ て 起こ る 身体 的 な 変 
化 、 特に 免疫 力 の 低下 や 全身 の 秋 症 、 衰弱 な 
ど に 関し て 何 を 教え て くれ る だ ろう か 。 英国 ケ 
ンプ リッ ジ の バブ プラ ハム 研究 所 の チー ム は 、 便 
移植 に よっ て 、 答え を 見 つけ よう と し た 。 年 齢 と 
と も に 免 義 シス テム の 機能 が 低下 する こと は わ 


か っ て いた の で 、 若い マウ ス の 便 を 老い た マウ 
ス に 移植 すれ ば 機能 回 復 の 効果 が 表れ る の 
で は な いか と 考え た の だ 。 

移植 前 、 老 いた マウ ス は 小腸 の 内 壁 に 点 在 
する バイ エル 板 と 呼ば れる 器官 の 免疫 反応 が 
顕著 に 鈍化 し て いた 。 そ の マウ ス が 若い マウ 
ス か ら 便 移植 を 受け る と 、 バイ エル 板 の 免 疫 反 
応 が より 若 々 し い 状 態 に 回 復 し た の だ 。 


動物 の 微生物 叢 に 関す る 研究 で 、 便 移植 は 効果 
が 証明 され て いる し 、 さま ざま な 病気 と 闘う こ 
の で きる 微生物 を 人 間 に 取 り 込 む 手 段 と し て 、 
臨床 研究 が 進め られ て も いる 。 

た と えば 、 薬剤 耐性 を 獲得 し た クロ スト リ ジ ウ 
ム ・ デ ィ フ ィ シ ル と いう 細菌 が 引き 起こ す 腸 の 重 
度 の 感染 症 を 治療 する た め 、 10 年 ほど に わた 
っ て 便 移植 が 用 いら れ て きた 。 米 プラ ウン 大 学 
の コリ ー ン ・ ケ リー に よれ ば 、 米国 だ け で 年 に 1 
万 2000 一 1 万 5000 件 の 便 移植 が 行わ れ て 
いる と いう 。 結果 は お お むね 良好 だ が 、 2019 
年 6 月 、 薬剤 耐性 菌 が 十分 に 除去 され て いな 
か っ た 便 を 移植 され た 患者 が 感染 症 で 死亡 し 
た と 、 米 食品 医薬 品 局 が 発表 し た 。 

便 移植 の ほか に も 、 プレ バイ オ テ ィ クス や プ 
ロバ イオ ティ クス 、 食 事 や 運動 習慣 の 改善 な 
ど 、 微生物 叢 に 変化 を 与え る 方 法 が 研究 され 
て いる 。 だ が 、 この 分 野 の 第 一 人 者 で さえ も 、 
後生 物 藻 と 人 の 健康 と の 関係 を 結論 づけ る の 
は まだ 難し いと 語り 、 治療 へ の 応用 は 慎重 に 
すべ きだ と 警告 する 。 

「 便 移植 や 、 微生物 叢 を 利用 し た 薬 の 開発 
に は 大 い に 期 待 が 寄せ られ て いま す 」 と 、 ルク 
モン プル ク 大 学 の ウィ ル メ ス は 言い つつ も 、 いさ 
さか 時 期 尚 早 だ と 付け 加え る 。 「 本 当 に 適切 
か つ 合 理 的 に それ を 行え る よう に な る に は 、 ま 
ず 健 康 な 微生物 叢 の 構成 と は どの よう な も の か 
を 知り 、 微生物 叢 が 宿主 に 与え る 機能 を 理解 
する 必要 が あり ます 。 私 た ち は ま だ その 段階 
に は 至っ て いな いと 思い ます 」 


筆者 の ロビ ン ・ マ ラン ツ ・ ヘ ニ グ (Robin Marantz Henig ) は 
本 誌 2017 年 1 月 号 「 曖 昧 に な る 男女 の 境界 」 を 執筆 。 マル ティ 
ン ・ エ ッ ゲ リ (Martin Oseggerli) は スイ ス の 分 子 生物 学者 で 、 
顕微 鏡 で し か 見 られ な い 世 界 の 美 を と ら え る こと を 得意 と する 。 


電影 力 THE INSTITUTE OF PATHOLOGY, UNIVERSITY HOSPITALOF BASEL SWITZERLAND: CENTER F 
CELLULAR IMAGING AND NANOANALYTICS: BIOZENTRUM. UNIVERSITY OF BASEL: AND THESCHOOL GE LIFE SCIENCES. FHNW. MIUTTENZ. 


女性 の 健康 を 

取り 巻く 問題 は 、 
男性 ほど に は 
関心 を も っ て は 

も ら え な いと いう 。 
研究 も 十分 で は な く 、 
二の次 に な っ て いる 。 
「 声 を 上 げ よ う ] 

一 人 の 女性 医師 が 
そう 呼び か ける 。 


ゾ ア ン ヌ ・ ク ラッ ク 
医師 ・ 計 本 家 


ピア ンカ ・ パ ニャ レッ リ 


性 た ちの 健康 は 


シリ ー ズ 
女性 た ちの 
世紀 


1. 乳 が ん 
が ん 細胞 の 転換 
乳がん 細胞 は 腫瘍 か ら 離れ 、 
内 部 機構 を 変化 させ て 成体 
電 細 胞 に 似 た 細胞 に な る こ 
と が ある 。 この 細胞 は 治療 の 
網 を くぐり 抜け 、 体内 を 自由 
に 移動 し て 別 の 場所 で 新た 
な 腫瘍 を 形成 する 。 スイ ス に 
ある バー ゼル 大 学 の 生物 医 
学研 究 チ ー ム が 学術 誌 『 キ ャ 
ン サ ー・ セ ル 』 に 報告 し た マ 
ウス を 使っ た 研究 で は 、 腫瘍 
か ら 転 換 し た 幹細胞 に 既存 
の 薬 を 用 いて 幹細胞 を 脂肪 
細胞 に 変え る こと に 成功 。 こ 
の 方 法 で 「 腫 瘍 浸潤 と 悪性 
進行 を 抑制 で きる 」 可能 性 が 
ある と いう 。 

ーー テレ サ ・ マ ッ ケ マー 
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急 医 と し て 1990 年 代 半 ば か ら 働 いて 
いる 私 は 、 男女 の 別 な く 、 さま ざま な 
年 齢 や 収入 の 患者 を 治療 し て きた 。 
1 病院 に は 付き 添い も 一 緒 に 来る が 、 
その 役目 は 女性 で ある こと が 多い 。 
彼女 た ち に も 仕事 や 家庭 が あり 、 家 
計 を 担っ て いる が 、 そ ん な な か で 加 
者 の 緊急 事態 に 対処 し て いる 。 子 ど 
も 、 バー トナ ー、 親 な ど 、 大 切な 人 の 世話 を する た め に 、 2 
人 分 、 3 人 分 、 時 に は 4 人 分 も の 務め を こなし て いる の だ 。 
この 現象 は 世界 的 な も の で 、 経済 協力 開発 機構 (OECD) 
に よる と 、 世界 中 の 女性 た ち が 無 償 で 子ども や 高齢 者 の 世 
話 を する 時 間 は 、 年 間 で 合計 1 兆 1000 億 時 間 に な る と い 
う 。 男性 は その 3 分 の 1 に すぎ な い 。 

私 は また 、 米国 の ABC で 放送 きれ て いる 医療 ドラ マ 『 グ 
レイ ズ ・ ア ナ ト ミ ー』 の エグ ゼクティ ブ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー と し て 、 
そん な 女性 た ちの こと を 脚本 に 書い て いる 。 み ん な 誰か の 
母親 で あり 、 バー トナ ー で あり 、 妻 、 姉妹 、 娘 だ 。 会 社 の 
最高 経営 責任 者 ちい れ ば 、 秘書 も いる 。 出産 し て 乳 管 閉 
塞 だ と 思っ て いた ら 手 遅れ の 乳がん ' だ っ た 女性 。 レイ プ 
きれ た と き の 自 分 の 行動 や 服装 を 非難 され る こと を 惑 れ て 、 
披 害 届 を 出す の を 拒む 女の子 も テー マ に し た 。 

病気 が 未 期 状態 の 恵 者 、 臓器 移植 が 必要 な こと を 娘 た 
ち に 打ち 明け な く て は な ら な い 母 親 。 高 齢 で 妊娠 する 、 出 
産 以外 で 母親 に な る 道 を 模索 する 、 子ども を も た な い 選 択 
を する な ど 、 「 産む 性 」 と 正面 か ら 向 き 合 う 人 も いる 。 脳 
瘍 、 精神 疾患 、 う つ 病 に 苦し な 女性 。 保 険 に 入れ な い 人 
が いる か と 思え ば 、 世界 を 丸ごと 買え そう な 金持ち も ゃ いる 。 

ドラ マ に そん な 女性 た ち を 登場 させ る の は 、 私 が 実際 に 
見 聞き し た か ら で あ り 、 私 自身 も その 一 人 だ か ら だ 。 高 齢 
の 母親 を 世話 し な が ら 3 人 の 子ども を 育て る 板挟み の 「 サ 
ンド イッ チ 世代 」 で 、 フル タイ ム で 働き な が ら 、 子ども た ちの 
学校 や 課外 活動 の 調整 、 ベ ビー シッ ター や 介護 ヘル パー 
へ の 対応 、 仕 事 の 締め 切り や プロ と し て の 目標 を 綱渡り の 
よう に こなし 、 遊び の 誘い に も 頑張 っ て 顔 を 出す 。 そ ん な 
女性 は どこ に で も 、 それ も た くさ ん いる 。 そ し て 、 彼 女 た ち 
は 打 度 と な く 打 ちの め さ れ て いる の だ 。 

そん な 生き 方 を し て いる 女性 た ち は 、 健康 と 幸福 を どう 
や っ て 実現 すれ ば いい の だ ろう ? 

今 の 医療 制度 、 治療 法 、 研究 や 支援 な ど は 、 人 口 の 半 
分 を 占め る 女性 た ち が 使 うに は 、 あま り に 究 だ ら け だ 。 で も 
楽観 的 に 考え れ ば 、 これ か ら 新 た な 発見 が あり 、 前 進 す る 
こと で 、 その 未来 は も っ と 明る く な る は ず 。 女性 た ち は 声 を 
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出し て も っ と 語る べき だ 。 自分 が 経験 し た 流産 や 不妊 の こ 
と 、 避妊 に 失敗 レ し て お び え た こと 。 自 分 の が ん や 心臓 病 の 
こと 。 うつ 病 や 不安 障害 、 体重 、 摂 食 障害 、 アル コー ル 依 
存 症 、 処方 楽 乱用 、 そし て 家庭 内 暴力 に つい て 。 恥ず か 
し き が 先 に 立っ て ロロ を つぐ ん で し まう 人 も 多い が 、 大 声 で 主 
張 し な いと 、 学術 研究 の 対象 に を ならない し 、 政策 も 見 直さ 
れ な い 。 女性 の 健康 改革 は 、 女性 た ち が 自 ら 声 に し て 強 さ 
を 身 に つけ 、 と も に 成長 し て 推進 する し か な い の だ 。 


医療 分 野 の 男女 差 


私 の 脚本 家 と し て の 役割 は 、 現実 の 女性 た ちの 話 を 、 
時 代 を 象徴 する 登場 人 物 の 物語 に 移し 替え て 伝え る こと 。 
また 、 良い 医者 は 優れ た 語り 手 で も ある と 信じ て いて 、 患 
者 の 話 に 耳 を 傾け 、 員 者 の 体 が 語る 言葉 を 読み 取り 、 そ 
こ か ら 紡 ぎ 出し た 物語 を 診断 や 治療 に 役立て て いる 。 

ドラ マ の 主人 公 で ある メレ ディ ス ・ グ レイ も 、 現実 に いる 
女性 を モデ ル に し て いる 。 外科医 の 彼女 は 夫 を 亡くし 、 今 
は 3 人 の 子ども を 育て る シン グル ・ マ ザー だ 。 医師 と し て 高 
く 評価 され て いる 一 方 で 、 子ども た ちと の 時 間 も 友 人 と の 
交遊 も 大 切 に し て いる 。 彼女 が 医学 を 学び 始め た 2000 年 
代 初頭 、 医 学部 の 女性 の 割合 は 半分 に も 満た な か っ た 
が 、2018 年 に は 529%6 に まで 増え て いる 。 こ れ も 一 つの 進 
歩 だ 。 さらに 分 野 を 広げ る と 、 2017 年 の 米国 で の 学士 号 
取得 者 は 57% が 女性 だ っ た と 、 米 国立 教育 統計 セン ター 
が 報告 し て いる 。 修士 号 は 59%、 博士 号 は 53% だ 。 これ 
は 大 き な 前 進 だ ろう 。 女 性 の 医療 を 改善 する に は 、 女性 
が 教育 を 受け る こと が 何より 重要 だ か ら だ 。 

だ が 、 自 己 紹介 の と き に は 名 前 の 頭 に 「 ド クタ ー」 を つけ 、 
白衣 姿 で 聴診 器 を ぶら 下げ て いる メレ ディ ス も 、 病院 で は 
「 看 護 師 さん 」 と 呼ば れる こと が し ょ っ ちゅ う あ る 。 回 診 の と 
きも 、 患者 は 彼女 で は な く 、 実習 中 の 男子 医学 生 に 話 を し 
た が る 。 女性 の 日 常 は こん な 固定 観念 や 偏見 だ ら け だ が 、 
医学 の 世界 で は 特に こう し た 先入観 が 根強い 。 

同じ く ド ラマ か ら ミ ラン ダ の 例 も 紹介 し よう 。 仕事 に 理解 
が な い 夫 と 離婚 し 、 今 の 夫 と 再婚 し た 彼女 は 病院 の 外科 
部 長 を し て いる 。 あ る 日 ミラ ンダ は 、 上 腹部 の 痛み 、 ふら つ 
き 、 異常 な 疲労 感 を 覚え 、 心臓 発作 ^ が 起き る と 確信 し て 
診察 を 受け た 。 どれ も 心臓 発作 の 兆 侯 と され る 症状 だ が 、 
女性 は 男性 に 比べ る と 微妙 で わか り づ らく 、 特に 彼女 の よ 
うな 非 白 人 女性 の 場合 は 、 迅速 な 対応 を 受け られ な いこ と 
が 多い 。 女性 の 痛み * に 関す る 著述 で 知ら れる 作家 レス リ 
ー・ ジ ェ イ ミソ ン に よれ ば 、 女性 の 訴え は 「 嘘 や 大 げき さと 言わ 
れ が ち 」 で 、 男性 ほど 積極 的 に 治療 し て も ら え な いと いう 。 


2. 心臓 発作 
本 生 率 の 男女 差 
学術 誌 『 ヨ ー ロ ピア ン ・ ハ ー 
ト ・ ジ ャ ー ナ ル 』 に 発表 され 
た オラ ンダ の 研究 に よる と 、 
公共 の 場 で 女性 が 心 停止 に 
有 陥 る と 、 居合 わせ た 人 に 生 
術 を 施し て も ら える 可能 性 
は 男性 より 低く 、 死亡 率 が 高 
いと いう 。 一 方 、 男性 が 病院 
に 運ば れ 、 無事 に 退院 で きる 
確率 は 、 女性 の 2 倍 に も の ぼ 
る 。 女性 が 倒れ て も 、 局 囲 は 
それ が 心 停止 の 状態 (心拍 
が 速く 、 不 規則 に な り 、 その 
後 止 まる ) だ と 気づか ず 、 教 
急 車 を 呼ん だ り 、 AED な どの 
除 細 動 器 で 心拍 を 正常 な り 
ズム に 戻す 処置 を 行っ た り し 
な いた め と 考え られ る 。 

ーー バト リシア ・ エ ドモ ンズ 


3. 女 性 の 痛み 
不 十分 な 治療 
痛み に 対す る 治療 を きち ん と 
受け られ る 女性 は 男性 より 少 
な い 。 これ は 数 十 年 前 か ら の 
研究 で も 明らか だ 。 1989 年 : 
冠動脈 バイ バス 手術 後 3 日 
間 の 状況 を 比較 する と 、 鎮痛 
剤 を 投与 され る 機会 は 、 男 性 
は 女性 の 2 信 も あっ た 。1996 
年 : 救急 外来 で 20 カ 月 間 調 
査 し た 結果 、 急性 胸痛 を 訴 
えて も 入院 で き な か っ た 割合 
は 女性 の 方 が 高く 、 再 診 時 に 
スト レス テス ト を 受け られ な 
いこ と も 多かっ た 。 2008 年 : 
女性 救急 医 に よる 調査 で は 、 
急性 腹痛 を 訴え る 思 者 が 鎮 
痛 剤 を 投与 され る まで の 時 
間 は 、 男性 が 平均 49 分 、 女 
性 は 65 分 だ っ た 。 

ーー パト リシア ・ エ ドモ ンズ 
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お 昼 を 食べ て 仕事 に 突然 、 強 い 疲 労 盛 に 間 わ れ ま し た 。 理由 は わか り ま せん 。 
戻 ろ うう と し た と き に 
ング 


息 が 切れ て 、 空気 が な く な っ た みた い に 


階段 に 腰 を 下ろ し まし た が 、 息 が で き な い ん で す 。 頭 が くら くら し て き て 


ロー プ を 


7 


体 に 
巻き 付け られ て 


< 少し 休め ば 
それ で 救急 車 を な に 、 
CC 心配 よい り ま せん よ 。 楽に な る で し ょ う 。 
| 
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LL や 5 や 5 ーーーーー 


女性 に 対す る この よう な 対応 は 、 治療 だ け で な く 、 未来 
の 治療 法 を 探る 医学 研究 の 世界 で も 起き て いる 。 男性 が 
支配 し て きた 医学 の 世界 で は 、 治験 も 主 に 男性 が 対象 だ 
っ た 。 あ くま で も 男性 が 「 基準 」 で あり 、 新薬 の 効果 も 男性 
だ け 調 べ れ ば 事足り る と され て きた の だ 。 妊娠 ・ 出 産 が 可 
能 な 年 代 の 女性 は 「 安 全面 の 理由 ] で 、 それ 以外 の 女性 
も ホル モン の 男女 差 を 関連 要因 か ら 除 外す る た め に 、 対象 
か ら 外 され た 。 1993 年 、 米 国立 衛生 研究 所 は 女性 の 被験 
者 を も っ と 増やす よう 求め た が 、 2016 年 に 医学 誌 が 行っ た 
分 析 で は 、 確か に 女性 の 割合 は 増加 し て いた も の の 、 人 
口 比 を 必ず し ゃ 正確 に 反映 し て いる わけ で は な か っ た 。 調 
べ を 進め る な か で 、 医 薬品 の 安全 性 や 有効 性 を 男女 別に 
分 析 す る こと すら 行わ れ て いな いこ と も わか っ て きた 。 

男女 の 生物 学 的 な 相違 や 医療 効果 の 差 * ま で 把握 する 
に は 、 女性 の み を 対象 に し た 研究 が 必要 に な る 。 女 性 は 
男性 より 慢性 疾患 や 免疫 疾患 を 抱え て いる 人 が 多く 、 ま 
た 、 そう し た 診断 が 下り や すい 。 米国 で は 、 一 つ 以 上 の 慢 
性 疾患 に か か っ て いる 女性 の 割合 は 38% で 、 男性 は 30% 
だ 。 冠動脈 疾患 の 場合 、 死亡 率 は 女性 の 方 が 高く 、 後遺 
症 も 深刻 だ (研究 予算 は 男性 対象 の 方 が は る か に 多い の 
だ が )。 女 性 向け と うた っ て 発売 され る 医薬 品 が 、 か えっ 
て 女性 の 害 ? に な っ て いる こと も ある 。 こ うし た 現状 を 見 る 
と 、 女性 が 披 験 者 に な り 、 意思 決定 も で きる 研究 や 治験 が 
まだ 足り て いな いこ と が わか る 。 


医師 が 解決 で き な い 問題 


医師 は 、 病院 の 救急 外来 に や っ て 来る 女性 た ちの 病気 
や けが を 治す こと は で きる か も し れ な い 。 だ が 、 彼女 た ち 
が 抱え る 社会 的 ・ 文 化 的 に 複雑 な 事情 は 、 簡単 に 解決 す 
る こと は で き な い 。 

た と えば 、 ド ラマ に 登場 する ジョ ー と いう 名 の 女性 は 、 バ 
ー ト ナー か ら 暴 力 を 受け て 命 の 危険 に きら され た 過去 が あ 
り 、 名 前 も 身分 も 変え て 逃げ ば て いる 。 た だ 、 表 急 外来 に は 
そう し た 家庭 内 暴力 の 接 害 者 が 大 勢 来る が 、 ジョ ー は 外 
来 軸 者 で は な い 。 病 院 で 働く 医師 の 一 人 だ 。 彼 女 の ケ ー 
ス は 、 家庭 内 暴力 は 、 学歴 の 低い 貧し い 人 た ちの 話 だ と い 
う 先 入 観 を 覆す 。 世 界 的 に も 、 家庭 内 暴力 は 事故 や 強盗 
な ど を 抑え 、 女性 が 負傷 する 原因 の トッ プ だ 。 

また 、 10 歳 に な る 娘 の ナディ ア を 救急 外来 の 外 に 一 人 
で 立た せ た 母 親 も 登場 させ た 。 検査 の 結果 、 ナ ディ ア に は 
腹部 に 大 き な 腫 瘍 が ある こと が わか り 、 緊急 手術 が 必要 な 
状態 だ っ た 。 母親 が 不法 滝 在 者 だ っ た ば か り に 発見 と 治 
療 が 遅れ 、 体 へ の 負担 も 費用 も 大 きく な っ て し まっ た 例 だ 。 


4. 医療 効果 の 差 
薬 に よる 影響 の 違い 
一 般 的 な 薬 の な か に も 作用 
や 副作用 に 男女 差 が 見 られ る 
も の が ある が 、 負 方 の 際 の 考 
居 や 思 者 へ の 説明 が な され 
て いな いこ と も 多い 。 睡 過 導 
入 剤 ソル ビデ ム の 女性 の 推 
表 用 量 が 規定 の 半分 で 良い 
と 米 食 品 医 薬品 局 (FDA) が 
発表 し た の は 、 発売 か ら 20 
年 以上 た っ た 2013 年 の こと 
だ 。 女性 の 副作用 の リス ク は 
男性 の 1.5 て 1.7 倍 と いう 研 
究 結果 も ある 。 た と えば 、 ア 
セト アミ ノ フ ェ ン (鎮痛 剤 の 成 
分 ) は 肝 機 能 障害 を 起こ と し や 
すく 、 重症 化し や すい 。 男性 
に 比べ 、 こ の 成分 の 肝臓 の 代 
謝 能力 が 低い た め だ 。 
ーー パト リシア ・ エ ドモ ンズ 、 
テレ サ ・ マ ッ ケ マー 


5. 女性 の 害 
禁止 と な っ た 避妊 具 
15 一 49 歳 の 米国 人 女性 の 
うち 約 4700 万 人 が 放 妊 し て 
いる が 、 方 法 に よっ て 信頼 性 
や 安全 性 は まち まち だ 。 2002 
年 、FDA は 永続 的 避妊 器具 
「 エ シュ ア 」 を 承認 し た 。 これ 
は 卵 管 に 挿入 する 金属 コイ 
ル で 、 3 カ月 ほど で 周囲 に 癒 
痕 ( は ん こん ) 組 織 が 成長 し て 
卵 管 が 塞 が り 、 卵子 が 子宮 
に 下り な く な る 。 だ が 骨盤 痛 、 
金属 アレ ルギー 反応 、 コ イル 
破断 、 避 姓 失敗 な どの 報告 
は 2 万 6000 件 以上 、 関連 死 
と 思わ れる 例 も 15 件 発生 し 
た 。 2018 年 12 月 に 米国 内 で 
は 販売 終了 と な っ た が 、 長期 
的 な 影響 の 調査 は 継続 中 だ 。 
ーー デル レザ サザ * マ ッ ケ マー 
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6. 不妊 
男性 不妊 の 要因 
子 づく り を 始め て 1 年 た っ て 
も 妊娠 し な い 場 合 、 不妊 の 
可能 性 が ある 。 男 性 不妊 の 
リス ク 要 因 と し て 肥満 や 薬物 
使用 、 高温 の 風呂 な ど が 挙 
げ ら れる 一 方 、 本 人 の 一 存 で 
は 防げ な いこ と も ある 。 スウ 
ェ ー デ ン の 研究 で 、 父親 が 喫 
煙 者 だ っ た 男性 は 、 そう で な 
い 男 性 より 精子 数 が 509%% も 
少な いと いう 結果 が 報告 さ 
れ た 。 さ ら に 気候 変動 の 昧 
可 も 砂 念 され て いて 、 2018 
年 の 研究 で は 、 甲虫 の 精子 
は 1 度 の 熱 波 で 約 75% も 減 
少 する と いう 。 一 方 、 明 に は 
影響 は な か っ た 。 

ーー テレ サ ・ マ ッ ケ マー 
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医療 保険 制度 の 改革 が 進ん で も 、 治療 費 が か か る こと 
に 変わ り は な い 。 男性 より も 収入 や 資産 が 少な く 、 貧困 率 
が 高い 女性 に と っ て 、 それ は 安い 額 で は な い 。 また 、 統計 
上 、 女性 は 健康 保険 に 扶養 家族 と し て 入っ て いる こと が 男 
性 より も 多い の で 、 夫 の 死亡 や 離婚 、 保険 契約 者 で ある パ 
ー ト ナー の 和 失業 な ど に よっ て 、 補償 が 受け られ な く な っ て し 
まう リス ク も 高い 。 


子ども を 産む か 否 か 


幸福 を 追求 する と き 、 女性 は 男性 に な い 武 器 で 勝負 で き 
る 。 子孫 を 産む 生殖 機能 だ 。 実 際 に 使う か どう か は と も か 
く 、 ほとん どの 女性 は その 機能 が 有効 な 状態 で 人 生 の 何 
十 年 か を 過ごす 。 そ れ が 恵み に な る か 、 重荷 に な る か は 
状況 次 第 。 時 に は 政治 問題 や 社会 問題 に も 発展 する が 、 
突き 詰め れ ば 個人 の 体 の こと だ 。 

小児 外科 医 の アリ ゾ ナ は 、 子ども が 大 好き で 、 同性 パー 
トナ ー と の 間 に 自 分 た ちの 子 が 欲し いと 考え て いる 女性 が 
モデ ル だ 。 彼女 た ちの よう に 、 妊娠 の た め に 手助け が 必要 
な 独身 女性 や 女性 同士 の カッ プル に は 、 代理 母 、 礎 提供 、 
卵子 提供 、 精子 提供 な ど 、 さま ざま な 選択 肢 が あり 、 全 世 
界 で 約 4400 億 円 規模 の 産業 と な っ て いる 。 アリ ゾ ナ た ち 
は 精子 提供 を 選ん だ 。 人 工 授精 を 受け 、 妊娠 検査 が 陽性 
に な っ た と き は 舞い 上 が っ て 喜ん だ が 、 最初 の 超 音波 検 
査 で 胎児 の 心拍 を 確認 する こと は で き な か っ た 。 

不妊 * と は 妊娠 に 至ら な い 、 も し く は 妊娠 が 継続 で き な い 
状態 を 指し 、 米 疾病 対策 セン ター (CDC) に よる と 、 米国 で 
は 15 一 44 歳 の 女性 の お よそ 10% ( 約 610 万 人 ) が 不妊 
だ と いう 。 幸い その ほとん ど が 、 外科 的 処置 や 投薬 と いっ 
た 従来 の 治療 法 で 妊娠 が 見 込め る (体外 受精 まで 必要 な 
人 は 全体 の 3% だ )。 数 十 年 前 に 比べ る と 、 希望 が も て る 
よう に な っ て きた 。 

で は 、 まだ 妊娠 し た く な い 人 、 子ども を 産む つも り が な い 
人 は どう だ ろう ? 

強い 意志 を も っ て 「 子 ども は 産ま な い 」 と 決め 、 それ を 吐 
いて きた 女性 と し て 、 私 は クリ ステ ィ ー ナ を 描い た 。 彼女 は 
心から 愛す る 男性 と 結婚 し た も の の 、 彼 が 子ども を 望ん だ 
と きも 意志 を 曲げ な か っ た (代わ り に 結婚 は 破綻 し た )。 理 
由 は さま ざま だ が 、 クリ ステ ィ ー ナ の よう に 自ら の 希望 で 子 ど 
も を も た な い 女 性 た ち が 増 えて いる 。 子 ども を 産む 選択 が 
ある 以上 、 産ま な い 選 択 も あっ て 当然 だ 。 

仕事 や さま ざま な 事情 で 、 妊娠 ・ 出 産 を 先 延ばし に し て 
いる 女性 も いる が 、 私 は 彼女 た も に こう 言い た い 一 専門 
的 な 仕事 に 打ち 込ん で きた 年 上 の 世代 が どう な っ た か 、 よ 


く 見 て ご らん な さい 、 と 。 あ まり 引き 延ばし て いる と 、 妊娠 は 
難し く な る 一 方 だ し 、 費用 も 高く つく 。 体外 受精 は 米国 で 
は 1 回 当たり 平均 1 万 2000 ド ル ( 約 130 万 円 ) も か か る 。 
私 は 医学 を 勉強 し た 身 で ある に も か か わら ず 、 年齢 別 の 
妊娠 率 統計 を 見 て も 人 ご と だ っ た し 、 メデ ィ ア や 、 自分 が 書 
いて いる テレ ビ ド ラマ に 出 て くる 人 々 の よう に 、 その 気 に な 
れ ば 妊娠 な ん て すぐ で きる と 思っ て いた 。 で も それ は 間 倍 
い だ っ た の だ ! 

現実 は こう だ 。 女 性 の 最適 を 生殖 年 代 は 20 代 。 30 代 
に 入る と 卵子 の 質 が 落ち 、 数 も 少な く な っ て 妊娠 率 は 少し 
ずつ 下がっ て いく 。 妊娠 する 能力 が あっ て 健康 な 30 歳 の 
女性 が 毎月 努力 を し て も 、 妊娠 で きる 確率 は 20% し か な く 、 
40 歳 に な る と 5% に も 満た な い 。 

だ か ら 私 は 、 卵子 や 脆 を 冷凍 保存 する 生殖 技術 "の 活 
用 を 強く 推奨 する 。 そ うす れ ば 、 子ども が 欲し いた め だ け 
の 関係 を 誰か と も た ず に 済む 。 た と えば 、 外科 の 研修 医 で 
ある イジ ー は 、 ステージ 4 の 加 性 黒色 腫 の 治療 中 だ が 、 病 
気 を 克服 し た 後に 子ども を 産む 可能 性 を 残し て お く た め 
に 、 卵子 を 取り 出し て 保存 し て いる と いう 設定 だ 。 イジ ー ほ 
ど 深 刻 な 事情 が な く て も 、 この 方 法 を 選ぶ 女性 は いる 。 卵 
子 や 有 の 冷凍 保存 は 費用 が 高い 上 に 確実 に 妊娠 で きる 
保証 は な い が 、 選択 肢 の 一 つ で は ある 。 自 分 の 将来 へ の 
投資 と 考え れ ば いい の だ 。 

妊娠 ・ 出 産 を 希望 し し ここ ぞ と いう タイ ミン グ で 成功 すれ 
ば ぱ 、 こ の 上 な い 喜 び だ ろう 。 だ が そん な 幸福 な 場面 に も 危 
険 が 潜ん で いる 。 私 は それ を 、 カレ ン の 物語 を 通じ て 伝え 
た 。 カレ ン の 結婚 相手 は 、 末 急 医療 隊員 だ っ た 。 夫 は 彼 
女 の 陣 痛 が 始ま る と すぐ に 駆け つけ 、 娘 の 誕生 を 見 届け 
て いる 。 と ころ が カレ ン は その 後 、 妙 な 痛み を 覚え 、 大 量 
出血 を 起こ し て し まう 。 す ぐに 手術 室 に 運ば れ て 子宮 を 摘 
出し た も の の 、 多 肛 ・ 器 不全 を 起こ し て 帰ら ぬ 人 と な っ た 。 
死因 は 妊娠 高血圧 腎 症 と 呼ば れる 異常 な 高血圧 だ っ た 
が 、 早期 に 発見 され て いれ ば 処置 が 可能 な 症状 だ 。 

妊産婦 死亡 率 は 、15 一 49 歳 の 女性 が 妊娠 ・ 出 産 で 命 
を 落と し て いる 割合 を 指し て いる 。 2000 一 17 年 の 統計 を 
見 る と 、 妊産婦 死亡 率 は 世界 全体 で は 減少 し て いる も の 
の 、 米 国 で は 増加 し て いる 。 こ れ に は 肥満 や 慢性 疾患 、 
社会 経済 的 要因 、 医療 を 受け られ な いも ろ も ろ の 理由 、 高 
青 出産 な ど 多 く の 要因 が 関係 し て いる が 、 それで も 約 6 割 
は 未然 に 防げ る は ず だ と CDC は 推測 し て いる 。 さ ら に 白 
人 と 非 白人 で 比較 する と 、 あま り の 開き に 博 然 と させ られ 
る 。 アフ リカ 系 女性 が 妊娠 も し く は 出産 時 の 合併 症 で 死亡 
する 割合 は 、 白人 より 3 一 4 倍 も 高い の だ 。 


7. 生 殖 技術 
女性 の た め の ツ ー ル と 
出産 の 選択 
「 女 性 」 と 「 科 学 技術 」 の 融合 
を 意味 する 造語 「 フ ェ ム テッ 
ク 」 と 呼ば れる 新た な 分 野 で 、 
不妊 な どの 問題 を 解決 する 
ツー ル や サー ビス が 開発 さ 
れ て いる 。 月 経 周 期 や 胎児 の 
成長 を 把握 する アプ リ や 装 
着 モニ ター、 高 度 不妊 治療 
を 費用 な ども 含め て 提案 す 
る サー ビス な ど が ある 。 有 や 
卵子 、 精子 を 使う 前 に 策 色 
体 の 異常 を 検査 する 人 も 増 
えて いる 。 だ が 、 異常 の 有無 
に 関係 な く 、 約 3 人 に 1 人 が 
検査 を 受け た こと を 後悔 し た 
と いう 結果 が 、 2018 年 に 学 
術 誌 『 ビ ュー マン ・ リ プロ ダク 
ショ ン 』 で 報告 され た 。 論文 
著者 は 、 検査 時 の 十分 な カ 
ウン セリ ング と サポ ー ト の 必 
要 性 を 提唱 し て いる 。 
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米国 で は 、 新生 児 や 早産 児 に 対す る 医療 制度 が 改 療 
され 、 素晴らし い 成果 を 上 げ て いる が 、 代わ り に 母親 が 軒 
き 去 り に され て いる 。 そ れ で も 2018 年 に は 、 連邦 議会 で 一 
つの 進展 が 見 られ た 。 妊娠 や 出産 で 死亡 する ケー ス を 減 
ら す 対策 を 講じ て いる 州 を 支援 し 、 資金 を 提供 する 法律 
が 成立 し た の だ 。 


健康 で 幸福 な 生活 を 実現 する た め に 


新しい 生命 を 世に 送り 出す 女性 は 、 終わ り を 迎え よう と し 
て いる 人 生 を つなぎ 止め 、 や さ し く 見 守る 役目 も 果たす 。 女 
性 は 男性 より 長生 きす る (85 歳 以上 の 女性 の 数 は 男性 の 
約 2 倍 に も な る ) 。 女 性 は 子ども や 老人 の 世話 を する こと も 
多く 、 自分 自身 も 含め て 二 重 の 健康 不安 に きら され て いる 。 
た と えば 、 エリ ス は 受賞 歴 も ある 知 的 で 精力 的 な 外科 医 だ 
っ た が 、 働き ぎ か り で 若年 性 アル ツ ハ イマ ー 型 認知 症 『 と 
診断 さん て し まう 。 エリ ス の キャ リア は そこ で 終わ り 、 つい に 
は 人 生 の 幕 も 閉じ て し まっ た 。 こ の 病気 は 、 女性 の 人 生 に 
大 き な 影 響 を 与え て いる 。 そ う 言 える 理由 は 二 つ あ る 。 一 
つ は 、65 歳 以上 の アル ツ ハ イマ ー 病 串 者 の 約 3 分 の 2 が 
女性 で ある と いう こと 。 そ し て 、 こう し た 認知 症 患 者 の 世話 
を 無償 で する 介護 者 は 全米 に 1600 万 人 以上 いて 、 その 
66% を 女性 が 占め て いる と いう 事実 だ 。 

2015 年 、 国連 は 2030 年 まで に 、 世界 の すべ て の 子ども 
と 成人 男女 が 基本 的 な 医療 を 受け られ る よう に する 、 と いう 
目標 を 掲げ た 。 し か し 現在 、 世界 で 医療 を 受け られ な い 人 
は 何 億 人 も いて 、 目標 の 達成 に は まだ 時 間 が か か り そ う 
だ 。 そ れ で も 和 雰 力 する 価値 は ある 。 健 康 で 幸福 な 生活 の 
た め に 、 女性 自身 と その 家族 、 社会 、 き ら に は 国 が 何 を 必 
要 と し て いる の か 。 それ を 私 た ち 一 人 ひと り が 代弁 する こと 
を 始め な く て は な ら な い 。 

何 シ ー ズ ン か 前 の 『 グ レイ ズ ・ ア ナ ト ミ ー』 で 、 主人 公 の メ 
レデ ィ ス は 、 暴行 を 受け て 江 死 の 重傷 を 負っ た 。 そ の 後 、 
けが か ら 回 復 し た 彼女 は 、 声 を 上 げ る 大 切 さ を 一 層 豆 く 訴 
える よう に な る 。 そ ん な 彼女 の 言葉 を 引用 し て 、 この 記事 
を 締め くく る こと に し よう 。 

「 恐 怖 に ロロ を つぐ ん じゃ 駄目 。 あ な た に は 声 が ある 。 そ 
れ を 使う の よ 。 言 葉 で 伝え て 、 両手 を 高く エト げ て 、 あな た 
が どう し た い の か 叫 忘 の 。 相手 を 振り 向 か せ な さい 」 ロ 


人 筆者 ゾ ア ン ヌ ・ ク ラッ ク (Zoanne Clack) は 医師 で あり 、 ABC の 人 気 ド ラマ ・ 
シリ ー ズ 『 グ レイ ズ ・ ア ナ ト ミ ー』 の エグ ゼクティ ブ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー。 2005 年 
の 放送 開始 か ら 脚 本 を 担当 し 、 医学 的 な 監修 も 行っ て いる 。 救急 医療 で 実習 
経験 を 積み 、 公衆 衛生 で 修士 号 を 取得 。 米 疾病 対策 セン ター で は 国際 救急 医 
療 の 分 野 で 1 年 間 仕 事 を し た 。 息子 1 人 と 双子 の 娘 が いる 。 


8. ア ルツ ハイ マー 型 認知 症 
症状 の 男女 差 
米国 の アル ツ ハ イマ ー 病 患者 
は 、 約 2 対 1 で 女性 の 方 が 多 
い 。 最近 明らか に な っ た 要因 
の 一 つ に 生活 習慣 が ある 。 任 
金 労働 に 従事 し て こ な か っ 
た 女性 は 、 従事 し て きた 人 よ 
り 記 億 力 が 低下 し や すい と い 
う 。 ま た 、 生 理学 的 な 要因 
も あり 、 女性 は 言語 記憶 が 
優れ て いる た め 、 疾 患 の 早期 
発見 に 使わ れる 認知 テス ト 
は あま り 有 効 で は な い 。 発見 
され た と き に は 、 症状 が か な 
り 進 ん で し まっ て いる こと も 
ある 。 遺伝 的 な リス ク 要 因 で 
は 、 女性 の 脳 内 の 神経 接続 
は 、 病気 を 引き 起こ す タン パ 
ク 質 が 男性 より 広がり や すく 
な っ て いる 可能 性 が ある 。 
ーー デ pS き 9 か マ ー 
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古代 イン ド で 誕生 し た ヨガ は 、 
”” 現代 の スト レス を 軽く じ て く れる と 、 
世界 各地 で 実際 者 が 増え て いる 。。 “ ノ 
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102 ペ ー ジ 

米国 コロ ラド 州 デン バー 郊 

外 の レッ ドロ ックス 野外 劇 

場 で 開催 され た 「 ヨ ガ ・ オ 

ン ・ ザ ・ ロ ッ ク 」。 2100 人 
詳 が 参加 し た 。 米国 で は 、 ス 

トレ ス 解 消 と 健康 増進 の - 
1 方 法 と し て ヨガ の 人 気 が 計 章 

高まっ て いる 。 ーー 


ET < 
4000 年 以上 前 に ヨガ が 誕生 和 朗 
生 し た イン ド で 、 クリ シュ 
ーー ナ 神 の 信者 が バク ティ と 呼 舞 計 計 3 
ばれ る 流派 の ヨガ を 行う 。 靖 靖 誤 
= -ー し ンド ッ ー 教 の 了 地 イ バ ル 二 較 
、 、 、、 タ ダン の 丘 の 周囲 21 キ ロ を ミ 


米国 ニュ ー メ キシ コ 州 の 
へ メス 山脈 で は 、 イ ンド 
か ら 欧 米 に クン ダリ ー ニ ・ 
ヨガ を 伝え た 故 ヨ ギ ・ 八 
ジャ ン を 信奉 する 人 々 が 、 
目 を 閉じ て 歌い な が ら 歩 
き 、 夏至 の 到来 を 祝う 。 


い 法 衣 を まとっ た エレ ニー・ デ ルク 判事 

は 、 米 国 フ ロリ ダ 州 に ある ジャ クソ ン ビ 

ル 郡 裁判 所 の 裁判 官 席 に 厳 束 な 面 持 

ち で 座っ て いた 。 階 審 上 中 席 や 弁護 士 の 

席 か ら は 見 えな い が 、 法衣 の 下 に は い 

1 1 て いる の は 派手 な 柄 の ヨガ ・ バ ン ツ だ 。 

デル ク が ヨガ に 出合 っ た の は 25 年 以 

上 前 の こと 。 当 時 、 彼女 は クロ ー ン 病 を 思い 、 激しい 腹痛 

に 苦し ん で いた 。 医師 か ら は 手術 を 勧め られ た が 、 それ は 

避け た か っ た 。 そこ で 、 ヨガ の 講師 を し て いる いと こ に 相談 

し た 。 い と こ は 、 倒立 な ど を する 「 イ ン バ ー ジ ョ ン (逆さ の ポ 

ー ズ )」 を 教え て くれ た 。 科学 的 根拠 は な い が 、 体内 の 毒 

素 を 一 掃 し て くれ る と いわ れ て いる 。 デ ルク の 痛み は すぐ に 
治まっ た 。 「 ヨ ガ は 命 の 思 人 で す 」 と 彼女 は 語る 。 

デル ク は 訓練 を 受け て ヨガ の 講師 に な り 、 今 で は 裁判 所 
の 芝 地 で 無料 の 講習 会 を 開い て いる 。 裁判 の 途中 に 休憩 
を と り 、 隊 審 員 た ち を 立た せ て スト レッ チ や 深呼吸 を させ る 
こと も ある 。 だ が 、 デル ク が 法 草 界 で 有名 な 一 番 の 理由 は 、 
有罪 判決 を 下 し た 受刑 者 に も 、 服役 中 に ヨガ を 実践 する よ 
う 命じ る か ら だ 。 

デル ク が 担当 する 事件 は 、 万 引き や 少量 の 麻薬 所 持 、 
飲酒 運転 な ど 、 最高 で 刑期 1 年 の 軽犯罪 だ 。 受刑 者 は 「 ヨ 
が 4 チェ ンジ 」 と いう プロ グラ ム を 毎週 受 計 す る と 、 刑期 を 
4 割 以上 短縮 で きる 。 ヨガ は 内 心 の 葛藤 を 鎮め 、 犯罪 行為 
を 引き 起こ す 怒 りや 不安 、 悩み 、 衝動 を 抑え て くれ る と 、 デ 
ルク は 考え て いる 。 

「 心 身 の どの こわばり を ほ ぐ せ ば 、 前 向き に 考え る ゆとり が 生 
まれ ます 」。 当初 は 同僚 た ちか ら 不 信 の 目 で 見 られ 、 戸 惑 
う 受 刑 者 あい た と いう 。 

だ が 、 ジ ャ クソ ン ビ ル 郡 内 の 3 カ所 の 刑務 所 で 評価 を 行 
っ た と ころ 、 ヨ ガ の プロ グラ ム に 6 週間 参加 し た 受刑 者 た ち 
は 、 部 隆 で きる よう に な り 、 体調 が 改善 し 、 篤 り や 不安 感 を 
抑え られ る よう に な っ た と いう 。 今 で は 新た に 2 人 の 郡 判事 
が ヨガ の 受講 を 勧め る よう に な っ た 。 

イン ド で 精神 修養 法 と し て 発 辞し た ヨガ は 、 今や 世界 中 に 
広まっ て いる 。 米国 で は 、 健康 礁 持 法 の 一 つと し て 壮 励 き 
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米国 カリ フォ ルニア 州 の 州 
立 刑務 所 で 開か れ た NPO 
主催 の ヨガ 教室 で 、 パ トリ 
ッ ク ・ ア クー ニャ が 訓練 中 
の 介助 大 ゼウス と と も に 、 
リラ クセ ーション の ポー ズ 
「 シ ャ パー サナ 」 を 行う 。 彼 
は 服役 し な が ら 20 年 以上 
ヨガ を 実践 し て きた 。 


れ 、 悟り を 開い た り 、 さま ざま な 病気 を 治療 し た 
りす る 方 法 と し て も 注目 され て いる 。 

ヨガ の 健康 効果 を 証明 する の は 難し い 。 大 
半 の 研究 は 被験 者 が 少な 過ぎ て 結論 を 出せ な 
い 。 政府 や 製薬 会 社 な どの 業界 に よる 助成 が 
な いこ と が 大 き な 理 由 だ 。 

米 ハ ー バ ー ド 大 学 の 神経 科学 者 で 、 ヨ ガ の 
講師 も 務め る サト ・ ビ ル ・ シ ン ・ ハ ル サ は 、 ヨ ガ の 
効果 の 解明 に は まだ 長い 時 間 が か か る と 認め 
る 。 「 そ れ で も 、 効果 は 実証 済み だ と いえ る と 
思い ます 」。 ハル サ は 不眠 症 や PTSD( 心 的 外 
傷 後 スト レス 障害 )、 不安 障害 、 慢性 スト レス に 
対す る ヨガ の 影響 を 研究 し 、 な か で も 慢性 スト 


レス に 大 き な 効 果 が ある こと を 確認 し て いる 。 
スト レス は 万 病 の も と と な る ば か りか 、 不 健 全 
な 食 生活 や 睡眠 障害 、 ア ルコ ー ル や 薬物 へ の 
依存 な どの 悪 習 慣 を 引き 起こ し て いる 。 「 現代 
医療 は 慢性 疾患 を 予防 で き て いま せん 」 
ハル サ は 1971 年 に ヨガ に 取り 組み 始め た 。 
最近 で は 、 エビ ジェ ネ テ ィ ク ス (後天 的 な 遺伝 
子 の 働き の 変化 ) や 、 ニ ュー ロイ メー ジン グ ( 脳 
機能 の 画像 化 ) の 研究 に よっ て 身体 と 脳 の 相 
互 作用 の 解明 が 進み 、 ヨ ガ の 効果 も 明らか に 
な りつ つ あ る と 、 熱い 口調 で 語っ て くれ た 。 つ ま 
り 、 ヨ ガ の も つ 力 は 実践 者 の 単なる 思い 込み で 
は な いと いう こと だ 。 (114 ペ ー ジ へ 続く ) 
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米国 ニュ ー ヨ ー ク 市 の ス 
タ ジ オ で 、 ヨガ 講師 を 目 
指す 生徒 た ちと ポーズ を 
と る スリ ・ ダ ル マ ・ ミ トラ 。 
彼 は プラ ジル 空軍 に 勤務 
し 、 ジ ム を 経営 し た 後 、 ヨ 
ガ を 学ぶ た め 50 年 以上 
前 に 渡米 し 、 独自 の 手法 
を 考案 し た 。 


112 NATIONAL GEOGRAPHIC・2020-1 


左上 : 中 国 北京 の ヨガ 教 
室 で シャ パー サナ の ポー ズ 
で 横たわる 女性 。 中 国 で 
は ヨガ と 信仰 の 関係 に 対 
する 懸念 か ら 、 な か な か 人 
気 が 出 な か っ た が 、 今 で は 
急速 に 普及 し て いる 。 


右上 : 米国 サン ディ エゴ の 
海軍 医療 セン ター で 産前 産 
後 ヨ ガ の クラ ス を 受け る ア 
シュ リー・ ク レイ ブン (手前 ) 
と カー ラ ・ ト レス 。 参加 者 は 
軍人 や 軍人 の 妻 で 、 医 師 に 
ヨガ を 勧め られ て いる 。 


右 下 : アシ ュ タ ン ガ ・ ヨ ガ 
は 難易 度 の 高い ポー ズ が 
多い 。 サ ラズ ワ テ ィ ・ ジ ョ イ 
ス は 父親 か ら こ の ヨガ の 訓 
練 を 受け 、 イン ド の マイ ソ 
ー ル で 男女 混合 の クラ ス 
を 初め て 開い た 。 


左下 : 米国 ミ ネ ソ タ 州 の リ 
ハビ ピリ テー ショ ン 施 設 で ヨ 
ガ 教 室 が 開催 され 、 膨 性 
まひ の ある ボブ ・ グ レゴ リ 
ー が 、 パリ ス ・ ケ イ に 助け 
て も らい な が ら 手 を 上 げ る 
ポー ズ を と る 。 
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ノル ウェ ー で 行わ れ た 調査 で は 、10 人 の 技 
験 者 の 血液 を 、 ヨ ガ を 2 時 間 行 う 前 と 後に 採取 
し て 分 析 し た 。 す る と 、 ヨガ の 後 で は 体内 を 循 
環 す る 免疫 細胞 内 の 遺伝 子 が 著しく 活性 化し 
て いる こと が わか っ た 。 ま た 、 乳がん を 克服 し 
た 恵 者 を 研究 する 米 カ リフ ォ ル ニア 大 学 ロ サン 
ゼル ス 校 の チー ム は 、 多く の 疾 患 の 原因 と み ら 
れる 奥 症 を 引き 起こ す 遺 伝 子 の 発現 を ヨガ が 
抑制 する こと を 突き と め て いる 。 

また 米国 立 衛生 研究 所 に よる と 、 脳 の 灰 白 
質 は 通常 、 加 本 と と も に 減少 する が 、 長年 ヨガ 
を 実践 し て きた 人 々 は 年 齢 の 割 に は 進行 し て 
いな いと いう 。 さ ら に 、 ヨガ の 実践 者 は 、 記憶 
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や 感情 の 抑制 を つか さ ど る 海馬 や 、 集中 力 や 
自己 認識 機能 に 関わ る 部 位 な を ど 、 いく つも の 脳 
の 領域 が 一 般 的 な 人 より も 発達 し て いる 。 

ヨガ の 効果 は これ ら の 研究 に よっ て 笠 学 的 
に 裏付け られ て は いる が 、 古代 の 精神 修養 法 
で ある ヨガ が 現代 の せわ し な い ス トレ ス 社 会 で 
人 気 な の は 、 そう し た 理由 か ら で は な い 。 「 ヨ ガ 
は 人 々 を 根本 か ら 幸 せ に し て 、 現代 社会 を 生 
きる 力 を くれ ます 」 と 、 ハル サ は 言う 。 


だ が 、 私 自身 は ヨガ で 逆 に スト レス を た め て し ま 
っ た 経験 が ある 。 あ る と き 、 理学 療法 士 に ヨガ 
を 勧め られ た 。 彼 は どこ へ 行っ て も 改善 し な か 


イン ド 北 部 プリ ンダ バン に 
ある ヒン ドゥ ー 教 の 聖地 ケ 
シ ・ ガ ー ト で 、 ヤム ナ 川 を 
見 下ろし な が ら 也 想 する 男 
性 。 イン ド の ヨガ は 、 心身 
の 調和 と いう ヨガ 本 来 の 特 
徴 が 強い 。 心 身 を 鍛錬 す 


ティ ブ ・ ヨ ガ の クラ ス に 人 逃げ 込ん だ の だ っ た 。 

ヨガ に な か な か 真琴 に 取り 組め な い の は 、 私 
だ け で は な いよ うだ 。 「 レ ッ ス ン 中 に 流す 音楽 が 
お し ゃ れ じ ゃ な いと 、 生徒 に 言わ れる こと も あり 
まし た 」 と 、 ヨガ 講師 の オリ ビア ・ ミ ー ド は 語る 。 
「 そ れ で 、 こん な や り 方 は も う や め よ うと 思い まし 
た 。 私 は 格好 つけ る た め に ヨガ の 護 師 に な っ 
た わけ で は な く 、 人 の 役に立つ ヨガ を 教え た か 
っ た の で す 」 

こう し て ミー ド は NPO「 初 心 者 の た め の ヨ 
ガ 」 を 設立 し 、 各地 の 警察 著 や 消防 署 、 職業 
訓練 所 で ヨガ 教室 を 開催 し て きた 。 ポー ズ や 
呼吸 法 、 深い リラ クセ モー ショ ン や 風 想 と いっ た 
基本 的 な ヨガ の 手法 を 取り 入れ 、 生徒 た ち が 
命 区 け の 仕事 と 向き 合え る よう 手助け し て いる 。 
「 ヨ ガ の 最終 的 な 目標 は 精神 を 鍛え る こと で あ 
っ て 、 体 を 柔らか くす る こと で は な い の で す 」 


ジャ クソ ン ビ ル の モン ト ゴ メリ ー 刑 務 所 の 一 室 で 
は 、 一 見 場違い な ヨガ ・ マ ッ ト が U 字 形 に 並べ 
られ 、19 人 の 女性 受刑 者 た ち が 待 機 し て い 
た 。 警官 2 人 が 立っ た まま 私 の 動き を 見 つめ て 
いる 。 そ の うち の 1 人 、 ロ ンダ ・ ウ ォ ー レ ン 巡 査 
部 長 が iPad を 構え 、 私 が イン タビ ュー を する 


る こと で 現世 の 苦し み を 克 | 様子 を 録画 し て いた 。 

服 し 、 魂 を 解放 で きる と 信 スト レス 解消 や 精神 の 鍛錬 な ど で き る よう な 

じ ら れ て いる 。 雰囲気 に は 思え な か っ た 。 だ が 、 元 海軍 の バ 
ーー イロ ッ ト で NPO「 ヨ が ガ 4 チェ ンジ 」 を 設立 し た キ 


っ た 肩 の けが を 治し て くれ た た め 、 私 は 素直 に 
その 言葉 に 従う こと に し た 。 

自宅 が ある ニュ ー ヨ ー ク 市 郊外 で は 、 至る と 
ころ で ヨガ 教室 が 開催 きれ て いる 。 手始め に へ 
ルス クラ ブ の ヨガ 教室 に 参加 し て みた 。 ク ラス 
は 満員 の 盛況 で 、 多 く の 参加 者 が 通勤 電車 の 
車内 に で も いる か の よう に 競い 合っ て 自分 の 場 
所 を 確保 し て いた 。 ぴ っ た り と し た ヨガ ・ ウ ェ ア 
に 身 を 包ん だ 体 の 柔らか い 人 々 が 、 私 に は と て 
も まね の で き な い ポー ズ を と っ て 体 を 曲げ た り 、 
丸め た り 、 ひね っ た り し て いた 。 スポ ー ツ が 苦 
手 な 私 に は 、 や は り ハ ー ド ル が 高 す ぎ た よ うだ 。 
そこ で 、 リラ ックス する こと だ けが 目的 の リス トラ 


ャ スリ ン ・ ト ー マ ス が 、 参加 者 た ち に 深呼吸 を さ 
せ た 後 、「 太 陽 礼 拝 ] と いう 一 連 の ポー ズ を と 
ら せ る と 、 し だ い に 空 気 が 和 らい で いっ た 。 
体 を 曲げ た り 伸ばし た り し て 、 遠慮 な く 音 を 
立て な が ら 呼 吸 を する 女性 た ち を 見 て いて 、 
私 は ふと 、 他人 で は な く 自 分 自身 を 虚 心 に 見 つ 
め て いれ ば 、 も っ と 多く の こと を ヨガ か ら 学 べた 
の で は な いか と いう 気 が し た 。 女性 た ち が 部 
屋 を 出 て いっ た 後 、 私 は ウォ ー レ ン 巡 査 部 長 
に 、 また ヨガ を や っ て みよ うと 思う と 告げ ば た 。 
彼女 は ゆっ くり と うな ずい た 。 「 そ の 気持 ち 、 
わか り ま す 。 実は 私 も そう 思っ て いる ん で す 」 


健 者 の フラ ン ・ ス ミス (Fran Smith ) は 2017 年 9 月 号 「 脳 科学 
で 克服 する 依存 症 」 な ど 精 密 医療 や 依存 症 の 記事 を 寄稿 。 写 
真 家 ア ン デ ィ ・ リ クタ ー (Andy Richter) は ヨガ の 実践 者 。 
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フラ ンス の 高齢 者 施設 で 
暮らす 女性 。 ロボ ッ ト の 
代 母 (キリ スト 教 で 洗礼 
式 に 立ち 会 う 後見 人 ) と 
し て 、 風船 を 飾っ て その 
誕生 日 を 祝う 。 撮影 プロ 
ジェ クト で は 、 ロボ ッ ト と 
の ふれ あい 方 を 高齢 者 自 
身 に 提案 し て も ら っ た 。 


ロボ ッ ト が 
高齢 者 を 手助け し 
元気 づけ 、 
需要 が 高まる 介護 の 
現場 で 活躍 する 。 
そん な 未来 が 
近づい て いる 。 


孤独 は 高齢 者 に 共通 の 問 
題 だ 。 フ ラン ス の 長期 療養 
施設 で 暮らす この 女性 は 、 
ロボ ッ ト を 親友 に 見 立て 、 
一 縮 に 日 光 浴 を 楽し お気 
分 に 浸っ て いる 。 


ナダ の トロ ント 大 学 で 機械 工学 の 教授 を 
務め る ゴー ルディ ー・ ネ ジャ ー ト が 2005 
年 に ロボ ッ ト 開 発 を 始め た 頃 は 、 試作 品 
を 実演 する 機会 を 得る こと さえ 難し か っ 
た 。 当 時 、 医療 現場 は ロボ ッ ト の 導入 に 
乗り 気 で は な か っ た の だ 。 「 今 は まっ た く 
反対 の 状況 で す 」 と 、 ネジ ャ ー ト は 話す 。 
「 世界 中 か ら 、 最新 の ロボ ッ ト は いつ で きる の か と いう 問い 
合わ せ が 来 て いま す 」 

ネジ ャ ー ト の ロボ ッ ト は 、 人 と 交流 で きる よう に 設計 され た 
社会 支援 型 で 、 高齢 者 の 介護 と いう 差し 迫っ た ニー ズ に 
応え る も の だ 。 世 界 の 80 歳 以上 の 人 口 は 2019 年 の 1 億 
4300 万 人 か ら 、 2050 年 に は 3 倍 近 い 4 億 2600 万 人 に な 
る と 予 玉 さ きれ て いる 。 

介護 ロボ ッ ト は 、 特に アル ツ ハ イマ ー 病 や 認知 症 の 愚 者 に 
役立つ 可能 性 が ある 。 服 楽 の 時 間 を 知ら せ 、 運動 を サポ ー 
ト す る よう に プロ グラ ム で きる ほか 、 ネジ ャ ー ト の ロボ ッ ト は 、 
患者 の 認知 機能 を 高め る 記 層 ゲー ム の 手助け も 可能 だ 。 

フラ ンス の 写真 家 イ プ ・ ジ ェ リ ー は 、 ロボ ッ ト が 高齢 者 を 
支援 する 可能 性 を 秘め て いる こと に 触発 され 、 2 年 か け て 
映画 「 イ ヤー・ オ プ ・ ザ ・ ロ ボッ ト 』 を 制作 し 、 2019 年 に 発表 
し て 賞 を 獲得 し た 。 喘 画 は 、 フラ ンス と ベル ギー の 長期 療 
養 施 設 で 暮らす 高齢 者 と ロボ ッ ト の 交流 の 記録 だ 。 高 齢 
者 た ち が ロ ボッ ト と 一 緒 に ビア ノ を 弾き 、 踊り 、 ロボ ッ ト を 相 
手 に 涙 な が ら に 秘密 を 打ち 明け る 場面 きえ ある 。 

映画 の 完成 後 、 ジェリ ー は 関連 し た 写真 撮影 プロ ジェ ク 
ト を 開始 し 、 映画 に 登場 し た 人 々 に 、 ロボ ッ ト と の 理想 の 過 
ご し 方 を 考え て も ら っ た 。 高齢 者 が 一 番 や り た いこ と は 何 
だ ろう か 。 こ こ に 掲載 し た 写真 は 、 人 々 が ロボ ッ ト と ふれ あ 
う 姿 を と ら え た も の だ 。 プロ ジェ クト の 目的 は 、 人 間 が ロボ ッ 
ト と 関係 を 築け る か どう か を 探る こと だ っ た 。 

介護 ロボ ッ ト が 、 人間 同 士 の 交流 や 人 間 の 仕事 を 奪う 
の で は な いか と 懸念 する 人 も いる 。 し か し 、 目標 は 人 間 に 
よる 介護 を 支援 する こと で あっ て 、 それ に 取っ て 代わ る こと 
で は な いと 、 米 エ ー ル 大 学 の ソー シャ ル ・ ロ ボッ ト 工 学研 究 
室 を 率い る プラ イア ン ・ ス カモ セラ ティ は 言う 。 彼 が さま ざま な 
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ーーーーーー 

写真 家 イ ブ ・ ジ ェ リー の 依 
頼 で 、 高 齢 者 た ち は 数 カ月 
間 ロ ボッ ト と と も に 過ごし 
た 。 バリ の 病院 に いる この 
読書 好き の 女性 は 、 ロボ ッ 
ト と 一 緒 だ と 周囲 の 状況 を 
忘れ られ る と 話し 、 ロボ ッ 
ト に 本 を 読ん で あげ て いる 。 


皿 者 を 対象 に ロボ ッ ト を 使っ て 実験 し た と ころ 、 
自 閉 症 ス ペク トラ ム 障 害 を も つ 子 ども た ちの 場 
合 、 ロボ ッ ト と の 日 々 の や り 取 り に よっ て 、 人 と 視 
線 を 合わ せる 能力 や 社交 性 が 向上 する こと が 
わか っ た 。 

撮影 を 行っ た バリ 公立 病院 連合 の プロ ー カ ・ 
リビン グ 研 究 所 で 事務 局長 を 務め る 認知 心理 
学者 の マリ ベル ・ ビ ノ に よれ ば 、 高齢 者 は ロボ ッ 
ト と 本 気 で 関わ っ て いた と いう 。 一 緒 に 過ごし 


た 人 の 多く が 、 ロ ボッ ト に 愛着 を も っ た の だ 。 
ロボ ッ ト の 利用 に は 、 明らか な 利点 が ある と 
スカ セラ ティ は 言う 。 一 人 一 人 の 患者 に 応じ た 
迅速 な ケア が 可能 に な る と いう こと だ 。 今後 、 
その 需 要 は 増加 の 一 途 を た どる だ ろう 。 


筆者 の クロ ー デ ィ ア ・ カ ルプ (Claudia Kalb) は 2019 年 5 月 号 
「 レ オナ ルド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 色あせ な い 才 能 」 を 担当 。 写真 家 の 
イブ ・ ジ ェ リ ー(Yves Gellie) は 、 本 誌 フ ラン ス 版 の た め に 、 南 
太平 洋 の 英 領 ピトケアン 請 島 を 撮影 し た 。 
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TARMAK 


ロボ ポッ ト に バス ケッ ト ボ ー 
ル を 教わり た いと いう 女 
性 。 ソフ トバ ンク ロボ ティ 
クス 社 の この ロボ ッ ト は 、 
バス ケ を する よう に プロ グ 
ラム され て は いな い が 、 搭 
載 さ れ て いる ベル ギー の ゾ 
ラ ・ ボ ッ ツ 社 が 設計 し た ソ 
フト ウェ ア に より 、 さま ざま 
な 活動 を 補助 で きる 。 


7 うと ーー ブー ンス Ns 


す 


94 歳 の この 女性 は 、 自分 
が 弾く ビア ノ に 合わ せ て 
踊っ て くれ る ロボ ッ ト が 欲 
し か っ た 。 ゾラ ・ ボ ッ ツ 社 
の 共同 最高 経営 責任 者 
ファ ブリ ス ・ ゴ フィ ン は 、 小 
さ な ロ ボッ ト は 子ども の 

よう で 、 高齢 者 の 心 を と 

ら え る の だ と 考え て いる 。 FC 


ナオ (NAO) と いう この ロ 
ポ ボット に は 、 利点 が ある と 
写真 家 の ジ ェ リ ー は 言う 。 
怒っ た り 、 気分 が 変わ っ た 
りす る こと が な い の だ 。 こ 
の 78 歳 の 美術 好き の 男性 
は 「 ロ ボッ ト と 一 緒 に 美術 
館 に 行っ た ら 、 何で も 教え 
て くれ る だ ろう ね 」 と 話す 。 


読者 の 声 | LETTERS 


大 量 絶滅 の 衝撃 

貴 誌 を 初め て 購入 し て 読ん だ の 
が 10 月 号 、「 ま る ご と 一 冊 絶滅 : 
生命 の 輝き が 消え る と き 」 で す 。 
立科 学 博物 館 の 恐竜 展 を 訪れ 、 
現代 が 6 回 目 の 大 量 絶滅 を 迎え つ 
つ あ る と 知っ て 衝撃 を 受け た ば か 
り の と き で し た 。 か つて な い ス ピー 
ド で 絶滅 に 向かっ て いる 原因 は 、 
人 間 の 活動 に よる も の で ある と 、 
読め ば 読む ほど 痛感 し まし た 。 神 
様 は 、 こん な こと を させ る た め に 人 
間 を つく っ た の で は な いと 思い ま 
す 。 自然 を 壊し 、 動物 た ち を 苦し 
め て きた この 罪 は 、 そう 遠く な い 未 
来 に 、 私 た ち に 降り か か っ て くる で 
し ょ う 。 1 人 で も 多く の 人 に 、 この こ 
と を 知っ て 考え て も らい た いで す 。 


長尾 亜紀 
岡山 市 38 歳 


シロ サイ の 写真 が 訴え る こと 

「 レ ンズ の 先 に 」 の 「 最 後 の 雄 が 
教え て くれ た こと 」 で 取り 上 げ ら れ 
て いた キタ シロ サイ の 「 ス ー ダ ン 」 
に は 、 思わ ず 涙 し て し まい まし た 。 
こと の サイ に つい て は 以前 、 イン タ 
ーネット の ニュ ー ス で 読ん で 知っ 
て いた の で す が 、 改め て 写真 を 見 


て 、 「 世 界 に 生き 残っ て いる 仲間 が 
自分 の 孫 と も う 1 匹 し か いな い の 
は 、 どん な 気持 ち だ ろう 」 と 考え ま 
し た 。「 生 きる た め 」 の 範 購 を は る 
か に 超え た 人 間 の 侵 申 行為 は 、 い 
ずれ 必ず 自分 た ちの 首 を 絞め る こ 
と に な る で し ょ う 。 10 月 号 は 特に 
心 に 残る 一 冊 で 、 と て も 良い 問題 
提起 を し て いる と 思い まし た 。 表紙 
も 一 目 で わか りや すい の で 、 会 社 
に 置い て 少し で も 同僚 が 目 を 留め 
て くれ た らい いな 、 と 思っ て いま す 。 


柳田 彩香 
東京 都 練馬 区 25 歳 


博物 館 の 裏側 を の ぞい て 
子ども の 頃 、 博物 館 に 展示 し て 
あっ た 恐竜 の 化石 に 複製 」 と いう 
文字 を 見 つけ 、 な ん だ か が っ か り し 
た 覚え が ある 。 特集 「 恐 竜 の 化石 
は 誰 の も の ?」 に は 、 当時 理解 で き 
な か っ た ' 裏 事情 "が 載っ て いて お 
も し ろか っ た 。 個人 が 所 有する も の 
を 貸し 出す こと も ある らし い が 、 ボ 
ラン ティ ア な の だ ろう か 。 純粋 な 視 
点 で は な いか も し れ な い が 、 博物 
館 で 恐竜 の 化石 を 眺め た く な っ た 。 


小貫 憩 介 
東京 都 日 野市 29 歳 


2019 年 10 月 号 


動物 だ け じ ゃ な い 

絶滅 と 聞く と 、 動物 や 魚 を 思い 
浮か べ ま す が 、 EXPLORE を 読み 、 
植物 の よう な 身近 な 生き 物 の な か 
に も 危険 に さら され て いる も の が 
ある こと が わか り ま し た 。 そう し た 
動植物 を 守る た め に 尽力 し て いる 
人 々 に は 、 頭 が 下がる 思い で す 。 
今 、 当たり 前 に 見 て いる 生き 物 た 
ち が 、 この 先 も 当たり 前 に 存在 し 
て いる こと を 願う ば か り で す 。 


都築 佳代子 
愛知 県 高浜 市 48 歳 


ー つ の テー マ と 向き 合う 

「 ま る ご と 一 冊 」 は 、 興味 の な い 
テー マ だ っ た 場合 、 楽し く 読め る か 
どう か 不安 は あり ます 。 た だ 、 自分 
か ら は アク セス し な い 分 野 に 興味 
を 抱か せ て くれ る の が 貴 誌 の 素 晴 
らし いと ころ 。 10 月 号 は 絶滅 が テー 
マ と いう こと で 、 胸 が 痛い 周 間 が 
何 度 も あり まし た 。 貧困 が 原因 の 
乱獲 や 、 無知 か らく る 迷信 へ の 依 
存 は 、 怒り と と も に 切な さも 感じ ま 
す 。 た だ 、 それ ら の 多く は 学び に よ 
っ て 改善 で きる と 強く 感じ まし た 。 


椿 雄一 
埼玉 県 富士 見 市 30 歳 


本 誌 記事 へ の ご 意見 や ご 感想 は 、 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 電 話 番号 を 明記 の うえ 、 下記 の 方 法 に て お 送り くだ さい 。 


掲載 分 に は | 


馬 イン ター ネ キット nationalgeographic.jp 


カー ド を 差し 上 げ ま す 。 文章 は 一 部 編集 ・ 割 愛さ せ て いた だ く こ と が あり ます 。 


(画面 右 下 の 「 お 問い 合わ せ 』 を クリ ッ ク ) 
訂 郵送 〒134-8691 日 本 郵便 葛西 郵便 局 私 書 箱 30 号 日 経 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 読者 サー ビス セン ター 「 読 者 の 声 」 係 
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書籍 の ご 案内 


新刊 
世界 で シリ ー ズ 累計 530 万 部 の ベス ト セ ラー の 最新 版 が 登場 ! 
いつ か は 行き た い 
一 生 に 一 度 だ け の 旅 BEST500 第 2 上 


秘境 か ら 必 見 の 定番 まで 、 ビ ジュ アル ガイ ド の 決定 版 を 全面 的 に 見 直し た 
改訂 新版 。 美 し い 写真 と と も に 、 旅 先 で の 楽し み 方 、 情 報 収 集 の ヒン ト 、 ベ スト 
シー ズン 、 ロ ケー ショ ンマ ッ プ 、 テ ー マ 別 の 旅先 トッ プ 10 な ど 、 次 の 旅行 先 を 
探す だ け で な く 、 読 むだ け で も 地球 一 周 気分 に 浸れ る 情報 満載 の 1 國 。 


定価 : 本 体 2.800 円 + 税 商品 番号 :G13870 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 編 
210x158mm 416 ペ ー ジ 2019 年 12 月 9 日 発行 


sn あの 6 あの 
本 


で アー 
さ 相 ES と ャ ん 9 


大 事典 


039056 > e 
まま まま まま 衣 / 
まま まま 
pa99 pa 9 の 


近刊 
豆 の 情報 か ら 滝 れ 方 まで 収録 し た 決定 版 を 増補 改訂 ! 


ビジ ュ ア ル スペ シャ ヤル ティコ ー ヒ ー 大 事典 2nq aition 


スペ シャ ル テ ィ コ ー ヒ ー の 第 一 人 者 で ある 丸山 珈 琲 の 丸山 健太 郎 氏 が 
日 本 語 版 の 監修 を 務め る 注目 書籍 に 、 新 た な 産地 情報 を 追加 し た 増補 
改訂 版 が 登場 。 国 別 の コー ヒー 産地 を 、 地 図 と 写真 、 テ キス ト に よる 豊富 
な 情報 で 紹介 。 産 地 ・ 農 園 レ ベル の 情報 を 求め て いる 方 、 必 携 の 1 冊 。 


定価 : 本 体 4600 円 + 税 商品 番号 :G13940 ジェ ー ム ズ ・ ホ フ マ ン 著 
260x200mm 272 ペ ー ジ 2020 年 2 月 発行 予定 


NOW 
PRINTING 


近刊 
今 こそ 真面目 に 考え る 
ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 別 冊 マリ フアナ 世界 の 大 麻 最新 事情 


2015 年 、 本 誌 で 大 反響 を 呼ん だ 特集 「 マ リフ ァ ナ の 科学 」。 あ れ か ら 数 年 、 
大 麻 を 取り 巻く 状況 は 大 きく 変化 し て いる 。 本 書 で は 当時 の 特集 内 容 を 
深 掘り し 、 歴 史 か ら 医 療 、 化 学 、 殺 培 、 法 的 環境 まで 最新 情報 を 大 幅 に 
加筆 。 客 観 的 視点 か ら 大 麻 の 現状 に 迫る 。 


定価 : 本 体 1.400 円 + 税 商品 番号 :G13990 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 編 
A4 変 形 判 112 ペ ー ジ 2020 年 1 月 31 日 発売 


ご 予約 、 お 求め よ イ ンタ ーネット 、 お 電話 、 智 示 の ハガキ で いま すぐ どう ぞ 。 な お 、 書 籍 の 仕様 や 発行 日 は 変更 する 場合 が あり ます 。 
[イン ター ネッ ト ] nationalgeographic.jp OR コー ド よ り 各 書 籍 の WEBH ペ ー ジ に アク セス で きま す 。 

[フリ ー ダ イヤ ル ] 0120-86-7420 (祝日 を 除く 月 金曜 9:0017:00) 

日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 


テレ ビ で ナシ ョ ジオ ON TELEVISION 


DEPARTMENT OF 


BUREAU OFAIR COMMERCE 


今月 の ハイ ライ ト 番 組 


伝説 の 女性 飛行 士 アメ リア を 探し て 


[ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク ] 1 月 18 日 ( 土 )20:00 22:00( 再 放送 あり ) 


女性 パイ ロッ ト の 先駆 け と し て 数 々 の 記録 を 打ち 立て た 米国 人 、 アメ 
リア ・ イ アハ ー ト 。 だ が 、 1937 年 に 世界 一 周 飛行 に 挑戦 中 、 太平 洋 の 
真ん中 で 消息 を 絶っ て し まう 。 大 規模 な 捜索 を し た に も か か わら ず 、 遺 
体 は お ろか 、 機体 の 残骸 も 見 つか っ て いな い 。 彼 女 は どこ へ 消え た の か ? 
沈没 船 タ イタ ニッ ク 号 の 発見 で 知ら れる 探検 家 ロ バー ト ・ パ ラー ド 
\、 最新 技術 を 駆使 し て 、 イア ハー ト の 飛行 機 を 探す ミッ ショ ン に 挑む 。 


NATIONAL NAT CEO 


GEOCRAPHIC WILD 
野生 に 生き る 世界 大 自然 紀行 
音 酷 な 暮らし 南ア フリ カ 総集編 
1 月 30 日 か ら 毎 週 木曜 1 月 26 日 (日 ) 
22:00 一 23:00 18:00 一 19:00 
( 再 放送 あり ) ( 再 放送 あり ) 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク と ナシ ョ ジオ ワイ ルド の テレ ビ 番 組 の 視聴 方 法 、 番組 内 容 の 詳細 に つい て は 公式 サイ ト で ご 覧 くだ さい 。 
natgeotvjjp 


左 :ONATIONAL GEOGRAPHIC TELEVISION/BEN CANNON: 
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国内 最大 級 ! 最 新 科学 に よっ て ミイ ラ の 実像 に 飼 る 

【 特 別 展 ]】 ミ イラ ー "永遠 の 命 」 を 求め て 

最新 科学 で 明らか に な っ た ミイ ラ の 実像 や 、 ミ イラ を つく っ た 文化 の 背景 に ある 人 類 の 死生 観 、 
身体 観 も 解説 。 イン カ 帝 国 時 代 の 布 に 包ま れ た ミイ ラ 、 オ ラン ダ の 湿地 で 見 つか っ た 2 体 の つ な 
が っ た ラ 、 グ レコ ・ ロ ー マ ン 時 代 の 布 で くる まれ た 子ども の ミイ ラ 、 ペ ルー の 女性 の ミイ ラ …。 
南米 、 エ ジ プ ト 、 オ セア ニア 、 日 本 な ど 世界 か ら ミ イラ 計 43 体 が 国立 科学 博物 館 に 集結 する 。 


期 /2020 年 2 月 24 日 まで (月 ・ 休 ) 

場 国 立科 学 博物 館 (東京 ・ 上 野 公 園 ) 〒110.8718 東京 都 台東 区 上 野 公園 7-20 

開館 時 間 / 午 前 9 時 一 午後 5 時 (金曜 - 土 世 は 午後 B 時 まで ) ※ 入 場 は 各 間 央 時 鹿 の 30 分 前 まで 

休 館 日 / 月 曜日 (月 曜日 が 祝日 の 場合 は 火曜 日 ) お よび 12 月 28 日 ( 土 ) 1 月 1 日 ( 水 * 祝 ) 
た だ し 2 月 17 日 (月 ) は 開館 ※ 開 久 時 間 や 休 委 日 等 は 変更 に な る 場合 が あり ます 

科学 博物 館 、TBS、 日 本 経済 新聞 社 


了 小 


詩 催 ノ | 


チャ チャ ポ ヤ の ミイ ラ 典型 的 な ミイ ラ 包 み 
ベル 一 文化 省 ・ レ イメ バン ババ 博物館 所 開 
閑 井 避 問い 合わ せ /TEL:03-5777-8600( ハ ロー ダイ ヤル ) 


展覧 会 公式 サイ ト https://www.tbs.cojjp/miira2019/ 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 
定期 購読 を お すす めし ます ! 


9,800 円 市 価 13.572 円 (1.131 円 x12 冊 ) 
24.800 円 市 価 40.716 円 (1.131 円 x36 地 ) 


※ い ずれ も 消費 税 10% 込 み の 価格 で す 。 市 価 は 号 に よっ て 特別 定価 と な る 場合 が あり ます 。 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク の 定期 購読 や 、 書 籍 等 は 
下記 いずれ か の 方 法 で お 申し 込み いた 
イン ター ネッ ト お 電話 
nationalgeographic.jp 日 経 ナ - シ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 
検索 、 読者 サー ビス セン ター 


【 フ リー ダイ ヤル 】 
0120 - 86 -7420 

また は 03-5605-7420 

(土日 ・ 祝 日 ・ 年 末年 始 除く 9 時 一 17 時 ) 


j 天 : Yahoo! ショ ッ ピ ング 
rmazon.CO.JD 了 (ナシ ョ ジオ Yahoo! シ ョ ッ プ ) 
[年 12 明 ] 1 : 
https://www.amazon.cojp/ https:/ 6 https:// 
dp/4863134452 www.rakuten.ne.jp/ 上 store.sShopping. 
[3 年 ・36 冊 ] gold/ngshop/ : yahoo.co.jp/ngshop/ 


https://www.amazon.cojp/ 
dp/4863134460 


次 号 予告 | 


窓 ガ ラス に ぶつ か っ て 重 
傷 を 負っ た フラ ミン ゴ 。 け 
が か ら 回 復 後 、 地元 の 人 
に 愛さ れる 日 々 を 送る 。 


M 


PREVIEW 


べき か 


ンタ ナ 州 の 草原 を 


取り ば 


米国 モ 


ソー シャ ル メ ディ ア な どの 


奴隷 船 に 生 せ られ た アフ リ 力 で 、 ど の 女性 も 美しい と 音 の 状態 に 戻す 計画 が 浮 
カカ の 人 々 。 彼ら の 物語 を 、 た た えら れる 文化 が 芽生 上 し た 。 し か し 、 地元 の 牧 
子孫 た ち が 語り 始め た 。 えつ つ あ る 。 場 主 は 反対 し て いる 。 
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* 誌 面 の 都合 に より 内 容 が 変更 に な る こと が あり ます 。 
写 黄 :JASPER DOEST 
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日 本 の 百年 FLASHBACK JAPAN 


英語 版 1922 年 9 月 号 よ り ( 白 睦 写 真 に 手 で 彩色 ) 


笑顔 を 届け る 二 人 組 


路上 で に っ こり 笑う の は 、 新年 を 祝っ て 街 を 行く 万 歳 師 。 1922 (大正 
11) 年 9 月 号 に 掲載 され た 一 枚 で 、 撮影 地 は 不明 だ が 、「 正 月 に は 老若 男 
女 が 笑顔 に な っ て 、 福 を 呼び 寄せ よう と し て いる 」 と 写真 の 説明 に ある 。 

扇子 を 手 に し た 太夫 と 鼓 を 持っ た 才蔵 が 、 新年 に 家々 を 回 っ て めで た 
い 言 葉 を 述べ 、 こ っ けい な 舞い を 披露 する 。 こう し た 万 歳 は 古く か ら 祝福 
芸 と し て 、 三河 を は じ め 、 秋田 や 越前 、 加賀 、 尾張 、 伊勢 、 伊予 な ど 、 全 
国 各地 で 演じ られ て きた 。 二 人 の か け 合 いで 見 る 人 を 笑わ せる と ころ は 現 
代 の 漫才 に 似 て いる が 、 楽し い 芸 を 披露 する 以外 に も 万 歳 の 目的 は ある 。 
た と えば 、 三河 万 歳 の 「 七 草 の 舞 」 の 歌詞 に は 、 准 や 亀 、 千秋 万 歳 、 繁昌 
と いっ た 言葉 が 盛り 込ま れ 、 一 家 の 繁 栄 や 長寿 を 願う 意味 合い も ある こと 
が うか が える 。 

実際 、 笑い と 長寿 に は 関係 が ある よう で 、 山形 大 学 の 研究 チー ム が 40 
歳 以上 の 男女 1 万 7000 人 余り を 対象 に 調べ た と ころ 、 ほとん ど 笑わ な い 
人 は 、 よく 笑う 人 に 比べ て 死亡 率 が お よそ 2 倍 高い こと が わか っ た 。 長寿 
を 願い 、 人 々 に 笑顔 を 届け た 太夫 と 才蔵 は 、 笑い が 長生 き に 役立つ こと を 
知っ て いた の だ ろう か 。 ー 一 藤原 隆雄 


134 写真 : JILLJONES 


